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マイコン 制御 で、洗 う、乾かす、暖める … と、すべてをコントロール。

しかもビデ洗浄付です。新しいウォシュレ y 卜は、マイコンによる自動

温度制御方式。洗浄、乾燥、 l暖房便座の温度は、すべてこのマイコン

がコントロールしてくれまづ九だから室温、水温の変化に影響されず、

春夏秋冬、いつもおしりは快適。お子機、ご老人、身体の不自由な方

でも、ラクな姿勢で使え、痔や便秘にも効果的て寸。また、生理中、妊

娠中、出産後など、ふだんより 一層消潔に気を配らなけれ.(;f ならない

女性のために、ビデ洗浄も設けました。カラーも 3色揃っています。

特に注目していただきたい、 2つのポイント。l パネルl 枚にすべての

スイッチを集めた新設計 。ボタンは i経く押すだけのフェザータ y チです0

• 
2. 洗浄ノズルは使用時に伸び、洗い終ると縮んで便座の裏に隠れ

る伸縮式。用便時など汚物が付着しません。しかもノズルは43度( ビデ

もっと快適に、増改・取 替 は53度) の角度っき。理由はおしり

T O T OI!: レ叩た仰のトイレづくり

‘ '  から得た TOTOの結論です。ウォシュ

ウォシュレ ッ ト ｉｾ 叫広以 ＿ＵＳｚＳ
写 奥 は ウすンユレットGO( T C F 4 S1) (取付工耶世別途)

東陶機 揖附大阪支社 干530 大阪市北区曽根崎2丁目3番7号 侮新第一生命ピ)t_，東館

合 ( 06) 364寸 181

、

おしりだって、 j先ってほししユ。
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4 建築技術選書第37号

『身近な耐震設計法j] (前')11陽一著) 発刊

4 本会事務所の移転について

γ 一 日本建築 協 会 会告

かねて刊行中の建築技術選蓄の第 37号 と し て 、 襟 記 図 書 が 、 こ の

11 月30 日に発刊されます。

① 今までの耐民設計法は、どのような生いたちをして発展してき

fニグ〉カ、

② その過桜で、工学が本質的にもつ試行錯誤の軌道修正をうなが

すモーメントとなったものは何か

③ 先人の努力の結晶として、やっと手に入れた耐 震設計原理とは

どんなもので、それがどんな意味をもっているのか

④ 耐 民 性 に 富 む 、 お お ら か な 建 築 物 を 創 造 す る た め に 、 研 究 ・協

力しあっていかねばならぬ残された問題はどんなことか

といったところを、一般の建築家むきに分りやすく説明し、計. t ' ) :

という数丑的な処理技術だけが1耐震構造技術者の本来の使命て、はな

く、 I也LZ と建築のかかわり合いをどのように考えて、解決策を模索

するかという過桜にこそ意義があることを理解していただくために

あえて執筆してみました 。

以上のように 寺存者は「まえがき」でのべています。

著 者 の 前川陽一氏は、阪大構築を卒業後、 村 野 森; 建築事務所の研

究 室 長 と し て 、 数 多 く の 構 造 設 計 を 手 が け て こ ら れ た 方 で す が 、 本

蓄の「あとがき」にもありますように、村里f'ii 長吾先生からは「人間

愛に板さした対話しうる建築の創造」、熊尾健三先生からは「神にお

それを懐きつつ探究する純粋な学迎 ・技術」、また故内藤多仲先生か

らは「疑いを抽象 ・純 化 し て 具 現 化 す る 工 学 」 と い っ た 深 遠 な 思 想

を身近に感じつつ、建築構造J : mの道を進んでこられた第一人者です。

本i ! } ( 7 ) 内容はつぎのとおりです 。

l  狼がついに姿を現した

2. } 也艮に問題のある建築物のノ ぞターン

3  応答 と い う 物 の 考 え 方

4. 震 度 と せ ん 断 力 係 数 と い う 概 念

5  先 人 の 大 き な 泣 産

6  t l : 重な地震災害の教訓を生かす

7  新耐民設計法の| 掲所と通行手形

8  構 造 家 に 要 望 さ れ る 能 力

定価は￥ 1400ですが、日本建築協会事務局までお求めにこられた

方には￥ 100 ｾｾｉｉ 引の￥ Ｑ ＳＰＰ で頒布しております 。

購 読 を お す す め す る 次 第 で す。

来る 12月22 日( 村、大阪駅前第 3 ビル21階へ移ることになりました 。

新 し い 事 務 所 は 、 約66坪の広さですが、交通至便の上、見附らしも

良いところで、執務室のほか、会議室、ラウンジも設けております

ので、気軽にお立ち寄り下さるようおWJ l " 、数します。

移 転 先 干 530 大阪市北区梅田 1丁目 1番3- 2100号

( 大阪駅前第 3 ビル 21階) TEL06- 348- 0635 

4 会員の受章

このたび下記会員の方々は 、永年にわたる建設界への功績によっ

て、叙勲及び褒主主を受けられましたので、ここに誌してその栄誉を

お鹿- び申し上げます。

記

竹 中 鎌 一 氏 (竹11-'工務I;'r 会長 )

奥 島 正 一 氏 ( 日本j ] 築総令試験所長 )

松 尾 和 孝 氏 (松地情梁社長 )

岡 田 正 夫 氏 ( 問問主II 築設計. ) >務所)

ノl、山奇 勇氏 ( ，ラノ工務開社長)

ノト* * 11百氏 (新{j 宅社社長 )

須 賀 孝氏 (i J i J : i 工業会長 )

中 川 藤 一氏 ( 't' lI l利川村長 )

勲二等旭日重光主主

勲三等旭日中綬: e t

" 瑞 宝 章

勲 凶 等 /1 

黄綬褒主主

"  

/1 

‘ 建築関係団体合同忘年懇親会開催

費

L: >.  

:z:;; 

4 建築工事実務講習会広島で開催

定 員

余 興

お願い

、.

t長

昭和58年11 月29日( 刈午前 9 時 ~ 午 後 5 時

中特会館 3 F 会 議 室 ( 広 島 市 中 区 峨 町 3 - 7 )  

T E L  082- 221- 0518 

大林組広島支応工務者1I 工務課長古荘 昭窓氏

大林組本問建築工例 1I 工務課長代理! 安立 俊夫氏

竹中工務府大阪本印刷' l ' 1謀長 黒 川 征一郎氏

時

場

日

会

施工計画

仮 設 見 積

積 算 業 務

100名

11 ，000円 ( 含 テ キ ス ト 代)

テ キ ス ト 体 裁 : B  5 判 ・図表入り 285頁。

他にモデル建物見秘書及びモテ ル建物設計図集あり 。

会費を添えて広島県建築士会までお申込み下さい 。

ただし、定員に達し次第締切ります。

((1) 広 島 県 建 築 士 会 ( T E L 082- 244- 6830)  

〒730 広 島 市 中 区 国 泰 寺 町 1 丁目 8 - 4  ( 日興ビル)

(t l : ) 日本建築協会 ( 初広島県建築士会

( W広 島 県 建 設 工 業 協 会

科目講師

催共

員

費

定

会

賛

4 建築関係 8 団体合同新年交礼会

関 西 建 築 界 の 名 物 行 事 と し て 多 数の建築関係者が集い 、親交を深

め て い る 太 |羽図における忘年懇親会を、本年も建築関係団体合同で

開催することになりました 。

何卒ご参加下さいますようお[ 領い申し上げます。

日 時 12 月14 町 村 開 会 ・午 後 611寺→閉会 ・8 時

会 場 太 閤 図 ダ イ ヤ モ ン ド ホ ー ル

大阪市開1Iゐ区網 J::j 町 9 - 1 0  ¥[t話06(356) 1111 番

( 京阪京崎駅より西へ徒歩 10分 ・市バス* 聖f 回より徒歩 5 分)

7，000円( 別に多額の補助かーあります)

ご面倒ですが会費を添えて申込期間中( 11月15 日→ 12月 6

日) に共催団体事務局までお越し下きるか、現金送金にて

お願いします。 ( 土曜休日)

申込者には忘年懇親会参加証をお渡しします。

400名

楽 団 演 奏。福引により会員有志、の寄贈品進呈( 残念賞あり )

(1) 出席者名簿を作成しますので申込の際に氏名 - 勤務先を

お知らせ下さい。

(2) 申込者で 12月 6 日までに欠席のお知らせがない場合は会

資のご負担を願います。

(3) 当日は参加証で受付いたしますから必ずご持参願います 。

日本建築協会、大阪府建築士会、大阪建築士事務所協会、

大 阪 建 築 設 計 監 理 協 会 、 日 本 建 築 家 協 会 関 西 支 部

阪建設業協会、日本建築材料協会、日本建築学会近畿支部協

申込方法

申 込 先

共 {産

昭和59年 1 月 4 日(本.) 211寺- 311寺

大 阪 コ ク サ イ ホ テ ル ・81
1皆大ホール( 大阪市東区内本町)

2 ，000円( 申込者で当日欠席されても会費をいただきます)

12月14 日までに会費を添えて最寄り団体にお申込下さい 。

主s!築と社会/ 1983年 11 月号

時

場

費

込

日

会

会

申
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特 集 第 3 0回 青 年 技 術 者

設 計 部 門 林 達 雄

"  

浦 山 哲

"  

渡 海 紀 三 朗

"  

下 前 裕 一

"  
高 田 茂

"  
佐 藤 進

構 造 部 門 亀 井 功

設 備 部 門 杉 浦 修 史

"  

工 藤 和 夫

"  

曽 我 幸 夫

施 工 部 門 斉 藤 悦 夫

"  
上 保 俊 男

( 掲載順 )

青 年 技 術 者 選 衡 委 員 会 総 評
選 衡 委 員 長 横 山 誠 一

でf年 技 術 者 特 集 も 今 回 で30回 を 迎 え る 。 誌、上で紹介された方々がそれぞれ活躍されていること

を 見 聞 す る に つ け 、選 衡 委 員 と し て の 責 任 を 痛 感 す る 。年 々 、 応 募 の 内 容 が 高 く な り 、 同時に

ill 衡 委 只 の 目 も 兵 食Ij に 厳 し く な る 。 j ! i ! f 衡は作品や業績のほかに本人の関与の範囲や考え方など

を 重 視 し て 行 わ れ た 。 資 料 の な か に は 具 体 的 な 説 明 が 不 足 し て い た り 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン に

夫 が ほ し い も の も あ っ た。 今 回 、 計 画 部 門 の 応 募 が な か っ た の は 残 念 で あ る 。

今 回 の 選 衡 結 果 は つ ぎの とおりである 。

応募者

入選者

ふ

1

一つ
F

M

ワ
ム

=一三
一

ロ

-

?

M

1

4

"  

組 織 に 属 し て い る 方 は、かりというのは、何とも奇妙でい寂しく 、個 人 の 応

募 が 望 ま れ る 。 そ の 反 面 、 応 募 者 の レ ベ ル は 高 〈 、 組 織 の 中 に 個 を 埋 没 さ せ る こ と な く 、 自 ら

の 主 張 を 掲 げ て 、 健 気 に 仕 事 に 取 り 組 ん で い る 方 が 多 か っ た の は 頼 も し い 限 り で あ る 。 ただ、

ハ ウ ジン ク に 取 り 組 ん で い る 方 、 官 庁 組 織 に 属 し て い る 方 は 、 も と も と 仕 事 振 り が地 味 な た め 、

選 衡 に あ た って は 、 よ く よ く 留 意 し な け れ ば な ら な い こ と を 逆 に 痛 感 し た 。

構 造 部 門 : 今 回 応 募 さ れ た 作 品 は 2 ｲｾｬ と数少ないが、内容は ＲＲ かで高いレベルであることは菩

ば し い こ と で あ る 。 構 造 技 術 は 今 や 開 発 の 時 代 か ら 応 用 の 時 代 に 遜 り つ つ あ り 、 こ の 背 景 を 考

慮 し て 、今 回 は と く に 新 旧 の 技 術 の 組 み 合 わ せ に 妙 を み せ た K さ ん の 作 品 を 推 薦 し た 。 今後と

も 技 術 の 展 開 に よ る 新 し い 分 野 へ の 挑 戦 を 期 待 し た い 。

設 備 部 門 . 今 回 は 6 名 の 応 募 が あ り 、 審 査 の し が い が あ り 、 嬉 し か っ た。 S ，氏 、 K 氏 と も ホ テ

ル の 設 計 か ら 参 画 さ れ 、 そ の 設 計主 旨 を 適 時 に 主 張 さ れ て い る 。 ま た 追 跡 調 査 も 担 当 さ れ 、 そ

れ ぞ れ の 問 題 点 を 最 後 ま で 時 認 さ れ て 、 将 来 へ の 展 望 に つ な げ て い る 。 立 派 な 技 術 者 と し て 、

よ り 成 長 さ れ 活 躍 さ れ る こ と を 期 待 し た い 。 S2 氏 は 、 施 工 を 担 当 き れ な が ら 、 設 計 的 問 題 点 に

つ い て 意 欲 的 に 取 り 組 ま れ た 。 そ の 姿 勢 を く ず さ ず に 頑 張 っ ていただきたし、 。 惜 し く も 選 に も

れ た 三 氏 の 方 は 、 自 分 で 努 力 さ れ て き た 内 容 に つ い て の 主 張 が 少 し 弱 い 。 その点を工夫され、

再 度 応 募 さ れ る こ と を 期 待 し た い 。

施 工 部 門 : 今 回 は は か ら ず も 欽 廿 の 施 工 を テ ー ? と し て 応 募 さ れ た 会 員 を 選 衡 す る こ と と な っ

た。 近 年 の 低 成 長 の 中 て ¥ 建 築 物 も 、 社 会 の 要 請 に も と づ き ま す ま す 多 様 化 し 、 複 雑 な 構 造 物

が 多 く な っ て き た た め で あ ろ う 。 大 阪 城 国 際 文 化 ス ポ ー ツ ホ ー ル は 市 民 活 動 の 場 と し て の 、 秀

明 会 の そ れ は 宗 教 的 な モ ニ ュ メ ン ト と し て の 要 請 に よ る 特 異 な 構 造 物 で ‘ あ る 。 そ の 施 工 は 大 変

困 難 で あ る こ と が 予 想 さ れ る が 、 こ の 二 人 の 青 年 技 術 者 は そ れ ぞ れ 、 施 工 の 計 画 ・実 施 を 通 じ

て 創 立 工 夫 を 働 か せ 見 事 に こ な し た こ と は 賞 讃 に 値 し よ う 。

“， 
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林 達 雄

生年月日 昭和23年10月5 日

最終学歴 京都大学大学院工学研究科修上

課4呈狙: 築学科 ( 昭和48年修了 )

業 歴 竹 中 工 務 広 大 阪 本 広 設 計 部

( 昭和48年入社、現イCに至る )

作 品 経 歴 ナ ス ステンレス近江社宅

K UMA T E X インドネンア工場

ロン y ャ ン 節 2 ピル 寺 田 邸

レディスイン宝塚

阪急玄塚室内プール

松雌女子学院大学 ・短期大学

長瀬産業本社ビ J レ

阪急学幽池悶文[ ，11

三越商事東京支庖

すいせんのことば 伊東哲郎

林君は入社以来、事務所建築学

校建築 ・図f書官官等を手がけてきた。

それらは当社の主主喜作品としてそ

の評価は高い。竹中の伝統につち

かわれたデザインをベースにして

常に新しいものを求めようとする

姿勢にあふれでいる 。 将来を嚇ｾ，ｾ

される背年建築家の一人である 。

青年技術者としての ニとぱ 都市の今目的状況. - - i .昆i屯とした状況の

中でいかなるものを問題意識として自己に問いただしていくのか、総

築という行為の中で常に念頭に置いていることであります。たかがill

祭に何が可能なのかと、半ば自庖的に反事司しながら、それでも街は、

そして建築はこうあって欲しい、こうあるべきだと考えます。 日'li:，'的

な生活の 中で、人はより便利なもの、より快適なものを求めています。

建築は、それらの欲求に余りにも迎合していないでしょうか。 多少不

便であ っても、多少快適さは犠牲にな っても、紛争l' 性の高い質の高い

空間があるはずだと信じています。機能は十分に満足しています、そ

れにきれいだし、とっても使いやすい建物ですーーでもそれだけです

ーーでは図るのであります 。 ｩｬｬ 築が人ｾｊｩの文化の線上にあるのは、そ

こに粉有l' のよりど ころを見出してきたからにはかならないと思います。

建築を ti lJ り続ける作業の中で、いつも A号えていることであります。
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芦屋緑[ DJ ・m・[ ! ) J 団地 唆エ ー 2 月 I

l川|川川11川11川11川川l川11川l川l川11川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川|川川川l川11川11川11川11川|川川川l川11川11川11川11川川11川11川11川川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川11川川11川11川|川川l川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川川11川11川11川川l川11川11川11川11川l川11川11川|川川11川11川|川川川11川11川11川11川11川|川川11川11川l川11川11川11川11川11川|川11川11川川11川11川|川川川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川川11川11川|川川川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川|川川|川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川11川|川11川l川11川11川|川11川11川川11川11川11川|川11川11川11川11川|川川川|川11川l川11川|川11川川11川11川|川川川11川11川11川|川11川川11川11川|川川川11川11川11川川l川11川l川l川11川川11川11川11川川11川11川11川11川11川11川|川11川11川|川11川11川|川11川|川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川|川川l川11川11川川11川11川11川11川11川11川川|川11川11川11川11川川11川11川11川|川11川11川11川11川11川|川11川|川|川11川川11川11川|川川|川|川|川11川川11川11川川11川11川川11川11川|川川|川|川11川11川11川11川|川11川11川|川|川11川川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川|川11川11川11川川11川11川|川川川11川11川|川|川11川l川11川l川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川
11 
|  

浦 山 哲

生年月日 昭和25年 9 月27日

段終学歴 自自制J 48年 3 月京都工. & 織維大学

工ｾ学部建築工芸学科卒業

鹿 H召初48年 4 月大成主主i設併と式会社

入社、本社設計部配属

日円相48年 8 月間社大阪支併設計

L車両e紙、現イ'1:に至る

作品経歴 PA量紗 2( A )( B )( C )団地

ザ シンフォニーホール

制! 日放送布石送信所

神戸製鋼カタール製鉄所

大和銀行光明地支/ ? i . 久米町支

すいせんのこと (t .  美濃吉昭

芦屋 rUJ の仕事は、共同住宅に

とってなおざりになり勝ちな永住

環境のあり方、いわゆる本質面を

よく考え、まっとうさせている 。

彼の創作体験として大きなステ y

プであ ったことと思う 。続いてザ

シンフォニーホールを協働し、

若〈シャープなセンスを反映し、

成果を上げており、将来のより大

きな成長を ｊｾｬ 待している 。

青年技術者としてのことば 私の関わった抱Ａｾが自の前にその姿を表

すたびに、満足感と同時に、ふと首をかしげる箇所に出合います.

建築に1 ' t かれるコンセプ y ョンがある以上、細部にまでそれは生かさ

れていなければならないのですが、空間ひいては主ｉＡｾを左右するよう

な意志決定をするたびに迷い、悩み、その都度、ある分別をもって建

築をつくり上げていくからなのでしょう 。

当然のことながら、私の行うことに、すべて満足できることなどあり

ません。 しかし完成する建築はいやでも衆自に晒すことになります。

ならば、できる限り、、美しいものゆにしたいと思います。背筋をよぎ

る緊張感を与える空間、光と陰が綾なす空| 旬、そしておのおのに人間

性浴れる空間そして建築、それを" 美しいもの作に創り 上げるには、

迷いは避けられないものかもしれません 。

5  



住 友 生 命 御 堂 筋 ビ ル

所 在 地 大阪市北区西天満 4 丁目 14- 1  

設計 ｊｾ ｊｲｲ｜ｪ 昭和55年 3 月- 5 5年 12月

エ ギ ｊｾ ｉｴ ｂｊ 昭和56年 3 月 - 5 8年 3 月

敷地商品:1 1，326111'  

活l築 I刷 fl 785m'  

延床I同駅 14 ，72101'  

構造規模 S R C造、 S 造 地 下 1[:皆、地 上201術、第屍 l 階

仕 上 外装パネノレ フ ｹ ヨミ樹 ｊ ｊｬｩＡＡ￟Ｎｾ主鋼板、オープンジョイント工法

カーテンウオール アルミサ ;1 ｾｾｬｌ解発 色 、熱線反射ガラス 、 フリー工法

設計主旨 ・都心 のランド" 7- 1 として敷地の特殊性を生かした表的作り

・敷地形態になじませながらオフィスビノレとしての恭本条件を満足する平

而計画

- 新鮮なイメージを持ちつつ、ローコストてソンテナンスフリーな 外装の

追求、新しい工法の開発

所 在 地

設計j凶作11

工 事JUI r. 11

4泣I也l師狩t

設計主旨

徳島市上八万田I広田 163ー 1 ・挫築而被

昭和54年 10月- 5 5年 2 月 ; 延床而松

昭和55年 4 月- 5 6年 2 月 ・械 iE規 紋

25 .272m'  

1，568111'  

2，810m'  

R C造 地 上 3 附

・建物を小さなボリュームの集合体として表現し周辺環境との部l和 を計る 。

・研 修 ブ ロ ック ( 機能性 ) と街 iFI フ' ロ y ク( 居住性) の明快な分縦、使用

目的に応じた空間デザイン

神 戸 総 合 運 動 公 園 陸 上 競 技 場

所 在 地 白 神戸市垂水区名谷町 l 建築面積 9，477m' (建築スタンド

設計JUlrJI 昭和57年 3 月- 5 7年 9 月 l  のみ )

工事JUIIHI 昭和57年 11月- 5 9年 8 月(予定 ) : 延床面積 9，820m'  

敷 地I耐'1' 1 198，000111'( 公悶全体56ha) ・構造規桜 R C進 地 上 4 附

設計主旨 ・公園内施設として、周辺地形と一体となった特徴のあるスタンド形態

・大誌の観客雪iJ 線処理と同時に、開放感のある泣かなアクセスの表情作り

・これまでの| 援上競技場にありがちな競技主体のみの施設でなく 、国際大

会のメイン会場として、観客にと って見やすいスタンドの実現

• 
11川11川11川|川川11川11川|川川l川l川11川11川l川11川11川|川川11川11川|川川11川|川川11川11川11川|川川11川|川川11川|川川11川11川11川11川|川川l川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川|川川11川11川11川11川|川川11川11川111川11川11川11川|川川11川11川|川川11川|川川11川11川11川|川川11川11川11川11川|川川11川11川|川川11川11川|川川111川11川11川|川川11川11川|川川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川l川11川11川11川|川川11川|川川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川|川川11川11川|川川11川11川|川川11川11川11川11川|川川11川11川|川川11川11川|川川11川11川|川川l川11川11川11川11川11川11川|川川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川|川川11川11川|川川11川11川|川川l川11川11川11川|川川11川11川|川川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川|川川11川11川|川川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川|川川11川11川|川川11川11川11川l川11川11川11川|川川11川11川|川川11川11川|川川l川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川|川川11川11川111川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川111川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川11川|川川l川11川l川11川11川11川11川111l  

6  

渡海紀三朗

生年丹日 昭和23年 2 rJ 11 日

依 然.;"1 歴 昭和 ＴＵ 年 Ｓ 月早稲聞大 ＧｾＧｬ 理エザ

部建築学科卒業

j !  Illi 昭和45年 4 月株式会社日住設計

入社、現在大阪本社設計主包

作品略歴 九州m工本社ビ J レ

住友生命岡山ピル

臼杵市中央公民館

阿波銀行研修所

住友生命御堂筋ピル

神戸総合述曲r} J 公幽陸上腕技場

すいせんのこと( ; f 大西孝夫 青年技術者としてのことば. 約 5 世紀前 、 レオナルド ダ ・ヴインチ

建築の設計においては、彼維な、 は当時の天止ジェネラリストであ った。デザイナーとエンジニアと 7

しかもその結果にと って重要な人 ネージャーを 一 人の人聞が ｾ ｾねたようなものであ っ た 。 あらゆる分野

間関係が存在する 。ー建築主とそ でそのオ能を発持1すると同時に、彼はまた有名な芸術家て' もあり、建

のスタ y フ、施工者、設計チーム 築家でもあ った。 しかしたとえ天才ダ ヴインチでも、高度に専門化

の仲間。 彼は確かな妓術力を支え きれ、情報化が高められた現代社会においては、それらのすべてに対

に 「人J と「建築j への誠実さと 処することは不可能であろう . そのような社会環境の 中で幅広い分野

細かな気泣いによ ってそれらの人 に大きな技術力を替相i した設計組織が果たす役内lは大きいと言える 。

々からの信頼をひとつひとつ着実 チームの知的創造力は、天オ一例人が達することができるよりも広範

に向めている 。 にして深い領域をカバーすることができる 。私はそのようなチームの

一以として、自分の専門分野において 、 より高い研修をi l l . ねると同時

に、幅広い分野にわたり興味を失うことなく視野を広げ、バランスの

取れた他康 (1甘な建物を笑; 現していきたい 。



快

南港・コープうしお

所 イ1: 1也 大阪市住之江区刑法 rj ' 3 T 口

建 築 i: tJ - 1 ' 勤労者住宅協会

業務代ＮｦＡｬ ｬｬｪｬｾ ・ 大阪労働者 ｦｈ 己中川協 Ｑ ，［ｉＪ ｊｬｻｾ

設 計Ｊ畑建築 Ｇ ｉ ｾ 務所

施 工大林組 ｨ Ｇ ｦ 水怨設 ・ Ｊ泡 ｩｬｬ 設Ｇｩ￭ Ｇｦ ￌＧ ｲｾ￯ 治共 ｉｨｊｻＡＺＺ

業体

工 JUI 昭和55年 10}-1 (  1  JUI) - 5 9年 Il n ( 4 JUJ) 

倣J也l飼fl'l 30 .057. 42mι 

4主築面fi! 6，996. 02m'  

抵床 I耐 11 60 ，028 .82m 

住 戸 数 612戸

械 造 S R C造 付 属 機 5 造

MI. f民 地 下 1 1密 地 上11- 15附

依同町さ C L + 51. 8 m 

軒 高 C L + 41. 5 m 

設計上のポイント

・良質な 1主まいをより安〈縫供する 。

・画一性と巨大感を jfpえた優しい表情をもち、人間味の

あふれたむのとする 。

・時代 の要請に応、じた省エネルギー勾Ａ住宅を以 ｦｾ 見化する Ｐ

・ Ｑ 主戸別式の多様化と住杢聞の充尖を ｾｴ る 。

ｾｴＮＮＮ 幽す監

プレイロト | 四回

...鍛

森之宮パークサイドコーポ

fi !T心1: J也 大 阪 市 城 東 区 森 之 宮 2 丁目

建 築 主 大 阪 市 住 宅 供 給 公 社 建 設fm

設 計 大阪市住宅供給公社 ・ 束焔建築 Ｇｊｾ 務所

B血 工 熊 谷 組

工 JUJ 昭和55年 II 月 - 57年 II 月

敷地面積 9，926. 4m'  

処築面ｦｊｾ 3，559 . 2m'  

延床前tl'1 28，854. 9m'

1主 戸 数 274戸

f'Yjよ 近 S R C造 付 属 棟 S 泣

士見 模 地 下 l 階 地 上14階 t芸展 2 階

11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川|川11川11川11川|川川11川11川|川川11川11川l川11川11川11川11川|川川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川l川11川l川111川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川川l川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川|川川l川11川11川11川|川川l川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川l川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川l川l川11川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川1川11川11川11川11川l川11川11川11川|川川11川11川|川川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川l川11川11川11川11川|川川11川|川川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川111川11川11川11川l川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川l川11川l川11川11川l川11川11川11川|川川11川11川11川l川11川11川l川11川1111川11川11 l  

下 前 裕 一

生年月日 Hr，干lI 23年 11 川 7 11 

批終学! [ 昭和42年)i( r.! ldi 立伏見工業政i 等

学校生lt 築科卒業

業 歴 ｩ 昭和 ＴＲ 年妹式会 ｵ ｷＺ知 ｉ ｬｊｬ築 Ｉｊｾ 務

所入社 JJ I.イ仁に' F.る

主な設計業務総底

公同様之下( ( 2) - 3  rli 街地位.宅

公団焼洲市街地住宅

大阪市もＮｬ，Ａｾ 0: '1己

昭和産業湯河原 'I;i

合敷地水プール

保之自パ- 7 サイドコー小

南沿 コープうしお 1  - 4  JUI 

すいせんの ことば 鈴 木 洋也

住宅はどんな時代でも建築の法本

である. われわれのような組織で

扱う住宅はほとんど集合住宅とい

うことになる。とかく地味な分野

と見られる集合{ 主毛を中心に、下

前君はコツコツと技術を占li h' 1して

きた。その爽やかな人柄が作品に

も反映し、今やわれわれの創る建

築の基本を支える大切な' : ' ! ' f 年技術

者であります 。

青年技術者としての ことば. 住宅を取りまく環境が目まぐるしく変化

している中で、人却は都市に{ 主み、生活をしている 。者11市とは人がi主

むところだと思 っている 。高層住宅での環境問題が取り上げられてい

るいま、改めて住環境のあり方を見直す時JUJ にきている 。都市にある

集合住宅はその級幹である個の集合の仕方を追求し、その集合体が外

部( 社会) に対して働きかけをもち、最小限便利で安心して住める住

宅でなければならないと思う。また住宅とは、建物と 1主まい手が一体

となってはじめて機能をもった建物になるといえる。泣かな表↑ 11E と安

らぎのある ｾ ｉｈｩ を造り出すとともに、社会 ｴ 罰筑 ・ 自然環境その他多く

の問題 を抱える 都市住宅の今後のあり方を追求していきたい。

7  



サントリー白 ｾＧｎ ディスティラリー 南 紀 サ ニ ー ア イ ラ ン ドホ テ ル

所在地山梨県北巨摩郎白州町ｲＮｾ原 ＲＹ 日 ー ｬ 工 期1 昭和46年 12月- 48年 6 月 所 を I也和歌山県西牟婁郡串本町怪野俗ヶ原 工 期j 昭和50年 12月- 5 2年 2 月

地殻内容 ウイスキーの生産 ・貯蔵、見学者施設 構造縦模 R C ・5 造 地 上3階 施 設 内 容 宿 泊室 ( 42室 202人 ) .V 1  P 宅 食 堂 情造波紋 R C造 池 上 2 階. 地下 l 階

II川l川l川II川II川II川II川l川II川II川II川|川川II川II川l川川II川II川II川l川II川II川II川l川川II川II川II川II川II川II川II川II川II川1川l川川II川II川II川II川II川l川II川l川II川II川|川川II川II川l川II川II川II川II川II川III川II川II川II川III川II川l川l川II川II川II川II川II川II川II川II川II川l川II川II川l川II川II川II川II川II川II川|川川II川II川II川II川|川川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川l川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川l川II川II川II川II川II川II川II川II川l川川II川II川l川川II川|川川II川II川II山II川|川川l川II川II川II川II川II川II I川III川|川川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川|川川II川|川川II川II川|川川II川II川II川II川II川II川III川川II川|川川II川|川川II川l川川II川II川II川II川II川|川川l川II川III川II川II川l川II川II川II川II川II川II川II川III川川II川|川川II川II川|川川II川II川II川II川|川川II川|川川II川II川II川|川川II川II川II川II川II川II川II川l川川II川II川l川川II川|川川II川l川II川II川|川川II川II川II川l川II川II川II川|川川II川II川|川川II川II川l川l川II川II川II川II川II川II川II川III川II川II川III川II川l川II川l川II川II川II川l川II川II川II川|川川II川II川II川II川II川II川II川II川II川II川|川川III川II川II川II川II川l川II川II川II川|川川II川II川II川II川|川川l川II川II川II川|川川l川l川II川II川II川II川II川l日川l川II川II川II川II川II川III川l川II川II川II川II川l川l川II l  
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高田

生年月日

学 歴

業 歴

作品略歴

茂

昭和23年 5 月 l 日

昭和42年 2 月大阪市立工芸高校建

築糾卒業。 S . 42 ( 日本建築協会賞

受賞 )

昭和42年 3 月附安井建築設計事務

所入社

昭和46年 2 月商業施設視察渡米

日本専売公社池田工場

ダイエー赤羽 y ヨ > / マー ズプラザ

サントリー白州ディスティラリー

大閥横峨ピ J レ

サントリー千歳プラント製品倉庫

南紀サニーアイランドホテル

住宅公団武庫川団地

大阪ターミナ J レピル (77ティ大阪 )

す い せ ん の こ と ば 紙 克 行

絞 雑 な も の を 帖 リ 強 〈 総 実 に 、 し

か も さ り げ な く 処 理 す る 1症の仕事

ぷリは、周囲の者に安心! 惑を与え

てくれる 。 謙 虚戸に 自 分 を 見 つ め 一

歩 ず つ 前 進 す る 冷 的 さ と I! 惑j の

良 さ は 、 多 機 化 す る 現 代 社 会 に あ

って も 、 物 事 の 本 i' l を見失うこと

な く 設 計 の で き る 人 だ と 思 い ま す 。

青 年 技 術 者 と し て の こ と ば : 建 築 物 の 巨 大 化 は 、 設 計 業 務 と し て 組 織

の 力 を 必 要 と し 、 用 途 の 複 合 化 は 建 築 ・設 備 技 術 の 専 門 分 化 を も た ら

します。 各 技 術 者 と の 関 係 に お い て 、 お 互 い の 立 場 を 理 解 し 、 共 通言

語 を み つ け 、 発 展 的 な 協 力 関 係 を つ く り だ す こ と が 、 設 計 作 業 を 進 め

る う え で 不 可 欠 な 条 件 と な り ま す。 創 造 的 個 性 の ぶ つ か り あ い が 、 個

人 で は 考 え 及 ば な い よ う な 表 現 を 生 み 得 た と き に 、 建 築 物 は 側め レ ベ

l レ を 離 脱 し 、 ょ っ 高 い 社 会 性 を 隊 保 で き る の で す。談 論 か ら 生 ま れ た

表 現 の 中 に 、 自 己 の 新 し い 思 考 を 見 つ け 、 過 去 の 誤 っ た 表 現 に 修 正 を

加 え つ つ 続 け る こ と が 、 創 造 行 為 の メ カ ニ ズ ム で あ り 、 こ こ に 創 る こ

と の 楽 し さ を 党 え ま す。

設 計 技 術 者 と し て の # 門 知 識 の 研 鈴 と と も に 、 内 外 の 組 織 を 活 用 で き

る 、 人 間 と し て の 魅 力 を 燐 き 、 正 し い 建 築 の 創 造 に 努 力 し た い と 思 い

ます。



電 電 横 浜 体 育 館

所 在 地 横 浜 市 磯 子 区 丸 山 町

建築商: f i't 2，! 76m'  

延 面 積 2，700m'

精進規模 R C 造( 一部鉄骨造)

高

{  

フE

2 階 建

さ 9 .7 m ( 軒高)

成 昭 和52年 9 月

雌 影 小 山 孝

筑波電気通信建設技術開発センター

高層実験棟

所 在 地 茨 城 県 筑 波 郡 大 徳 町

( 筑波研究学園都市内 )

建 築 面 続 445m'  

延 面 積 1，952m'

t再造規模 R C 造 13階 建

可1"‘了I  さ 64 .2 m

宅フ金E  
成 昭 和58年 7 月
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佐 藤 進

生年月日 昭和23年 7 月25白

最終学歴 昭和42年芥川県立高松工京高等

学 校 卒 業

:;!/i; 歴 昭 和42年 ';II'; u. 公社内問. ，I l 公i l ! J j，j

局入社、関東電気通信ι j 建築苦11、

本社建築局設計課を経て、昭和1

58年近畿電気通信局第二建築部

作品経廃 東京' ; 1! : St " ¥通信学問付紙大合山r.1.

横浜港線路庁合、中山線路庁合、

; 1l i 1i 横浜体育館 ( m1 3回' ，[t 'i江主s

築賞受賞 ) 、横浜中央地下街サー

ビスセンタ一、筑波' i 1I 公i l ! J j，m

設技術開発センタ一 向! 日実験

棟、鈴鹿 Ｔ ＱＧ、栃木Ｇ， ｉｉｾ ￬Ｎ ｪ 創 立百 ＱＱ 庁
。》

すいせんのことば 河西壮こ

ただの思いつきや寄せ集めといっ

たものを極端に嫌う人である 。 一

つの発想を繰り返し試み帰り下げ

てゆく姿勢は、手慣れたものをさ

らに確実に使いこなしてゆく 逓 信

主llmの伝統から自然と身に備わ っ

たものであろう 。すでに笑納も多

〈、今後の活躍が楽しみである 。

青年技術者としてのニと( ; f :  l[t'iR公社では、かつて新しい電話局が日

本 の ど こ か で 1 B に l 局ずつ完成していたという大量建設の時期があ

りました 。 日本がまさに高度成長社会の只中にあ ったときでもありま

す。

創 って、今 日、新築工事は全国を見渡しても数えるほどしかなく、大

部分が桜様替え工事という状況にな ってい ます。

現在、高度情報化社会の先駆けとしてm気通信施設全般には大きな変

革が求められていますが、電話局などの建築物に 関しては多〈既存の

ものが対応してゆくものと考えられます。も っぱら 先 行 す る 時 代 が 作

った 入れ物に対し、その変化への適応性、柔軟度が今回、検証されよ

うとしているように見えます。またこれらの多くの建築物をどう効率

的に使いこなし、さらに健全に維持してゆくかという、いわばソフト

な技術が求められているということができます。これらの経験 や 技 術

は欝秘され、っき' の更改め機会に十分生かされるべきでみりましょう。



コ ー プ 野 村 北 千 里 の 構 造 設 計

( O R C - H H Hシステム H B F タイプ)

建物に対するニーズの多機化、高度化は、 <i11より' [ 1> を 求める時

代環境の中て¥年々その度合いをt ; 1 しており、このような姿求に対

応し得る合理化工法として 、場所打工法の生産手法をベースとし、

これに工場生産のプレファブ音11材を有機的に組み合わせ、量産の合

理化や品質向上のメリ γ トを生かすことにより、トータルとしてコ

スト低減と建物品質向上を図る〈複合航法〉が与えられる。

このような基本方針に基づいた、 R C 造 建物の合理化工法が O R C

- H H H システムであり、今回、中層から高層の R C造雄物を適用

範聞とする新椛法、すなわち P Cパネルを 耐力壁として場所打 R C

フレームに組み込んだものを基本架構とする複合構法 ( HB  F タイ

プ) を! 摘発し、 ホコープ聖子村北千里H において笑施適用された。

1  計画概要

コー プ!Il"}村北千里は、千里ニュータウンの北東にあたる奨而小野原

地 区の丘陵地に位泣する 、152 戸 l 隙 の民悩j分譲住宅である。平面

的には、スキ y プフロアー型式を採用することにより、岡田バルコ

ニー を確保した住戸タイプ中心の精成となっている。

2  .  * 務造設計

1)  張関1方向は、戸境M をプレキャスト化し、 P C耐力壁として場

所 打 R C造 住 ・はり骨組に組み込んで一体化した: i ! s 屑耐力壁構造と

した。この戸境 P C板と場所打 R C造フレームとの犠合方法は 、

(1)水平ジ ョイン ト : はり内でのスプライススリーブを用いた鉛直鉄

筋の接合による。

(2) 鉛直ジョイント ンアコッターによる、ウェットジョイント方式

( コッタ一筋なし ) とす る。

こと により 、接合部としての剛性と耐力の確保を図った。このょっ

な接合形式による複合化構造については、構造実験によ って 耐力壁

としての機能が十分期待できることを笑証した上で、計画 ・設計が

進められた 。

2)  桁方|古lは、場所打 R C造 柱 ・はりからなるラーメン 構造とした。

とくに、架. f i Y; の耐LZ性および娠イ本品質の向上を WI した 。

(1) 組立鉄筋工法を録用し 、柱、は 1) 、主筋の継手はネジ鉄筋による

機 械式継手として継手の信頼性を確保し、配的J 精度の向上を図った。

(2) 雑E置の多い廊下側 外壁は、 P C板とし、椛造的にはカーテンウオ

ール型式とすることによって、短柱化を防止するとともに、 J也艮H寺

の壁体tJ1fむを防止して |坊災面での安全性確保を図った。

3)  バルコニ一、廊下の外周廻りは、品質向上と同時に現場生産性

向上を図るため、バルコニ一、廊下をすべて P C板とし、これを柱

列ごとに架設した逆 L 字形 P C部材で各階ごとにサポートしていく

積層工法を採用した 。

4 )  居室床は、すべて場所打 R C造として建物全体としての精進一

体性を硲保した 。

また、居 間 を含む③~⑧通間床スラブ( 総本伎戸で内法5. 9 0 X 7  . 80 

m 、 スラブ厚 180mm) は 、ノl、lまりなしの 1 枚 スラフとし、アンポン

ドP R C工法を採用し、躯f本品質向上、居室空 linのグレードアップ

効果を図 った。 なお、 R C造スラブの断而算定においては、 P S 効

果は無視した 。

建 物 概 要

工事場所大阪府箕 Iflirli 大7

ill 築 主

設計砧i工

鐙物則途

liIl. ｬｾ＠

処築而村1

延床面材i

軒 高

主要構造概要

・桃造坐f ! 別

小型['1瓜

型 ｦ 村不 ｾｩ ｽｊ ｎｩ

大林組

共戸l住宅( 分説)

9 階 辿

2353. 00111 

16141. 68111" 

G  L +23 . 30m 

鉄筋コンクリート造

・骨組形式

5*' HIM' I :  jiliJ 曹面げJ "&t.' 11造

けた行方向 純ラーメン椛i主

・4上 。I;j:リ

場所打欽筋コンクリート泣

・耐 力 堕

戸境噌プレキャスト鉄筋コノタリート造

)1 笠場所打鉄筋コンクリート iiE

・床形式

病室床 上場所. n 鉄筋コンアリー卜泣

(一部アンポンド P R C工法)

バルコニ一、廊下 プレキャスト床板

・外壁

プレキャスト鉄筋コン 7 リートパネル

( サ '/ : ; / 打込み )

r '50-， 

廊下周り構造概要図

コー プ野村北千里外観

ハルコニー PC床緩

O R C - H H H工法の概念図 ( H B F タイプ)

鉛 直縫合部

戸境 P C壁接合部

取付工事中
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亀井・

生年月日

最終学歴

功

昭和22年 10月22 日

昭和48年3 月早稲田大' 下大"'f.: 院

建築摘造修士謀総修7

業 歴 昭 和48年4 月大林組入社、大阪

本広設計部に勤務、現在に至る

作品続L 三和銀行塚口支出、相互信用金

庫東成支席、三良: 屯兵I事物流セ

ノタ一、関西電力高浜%号ター

ビン ｩｬｬｾ ｻ ｉｩＧｴ ｩｊ主解析 Ｉ‘ 大九ピー

コ ，1 千里中央臨l V 1 築、熊本日

日新Il H社新| 抑制作センタ一、来

工場コ - 1 7. 炉l 1' l 設に|則する J十

回と設計、他に R C - S R C椛

造概$ ' ) プログラム等作成。

すいせんのことば 樋口元一

亀井君は、きわめて級官な思巧に

裏付けられた、個性的な仕事を成

し遂げてきた 。設計を i韮めるに当

たって、制約に妥協せず、正聞か

ら問題に取り組む意欲と努力には

敬服している 。年とともにその若

手l

t

{ をJ l ' ) し、大局観が磨かれており、

将来の大成が大いに期待される新

進である 。

青年技術者としての二とぱ: 設計の実務を通じて、日頃感じているこ

とがあります。設計における専門分化が: i I t み、固定化してしまってい

る現状において、設計のバランスを図るということには、おのずと限

界があるだろうということです。テクノロジーの日度化、制i分化が今

後、ますます進むことを考慮すると 、設計におけるバランスの問題は、

大きくクローズア y プされてくると私は考えています。

良質な縫物をいかに低コストで供給するかということが、設計、生産

体制の目的です。意匠、構造、設備、施工芸事各部門の要求、条件を、

以上の目的を指標として総合化し得る設計思忽というか原理! といヲか、

そういうものが打ち出されるならば、設計における新たな展開が生ず

ることと思われます。



ホ テ ル 日 航 大 阪 の 熱 源 省 エ ネ ル ギ 一 計 画 と 実 績

1 . 基 本 方 針

ホテルは抜高の潟境を提供することが最も重要で

あり、省エネルギーの名目でこれを械牲にするこ

とはできない 。 そのため 、無駄をなくし 、効率を

上 げ 、 快適性を損なうことなく省エネルギーを図

1) 、その結果として低ランニングコストの達成を

基本方針とし設計をまとめた 。

2  熱源計画

当ホテルは、用途7 l lJ に客室主体の高層階 ( 9 - 31  

|渚) 、宴 会 場 ・ホテル飲食庖告i I i 主体の低層階 ( 7  

- 111皆) 、ビル飲食 ・物販庖古i I i 主体の地下階 ( B  1  

B 2階 ) に分けられ、各層の: C : t 荷傾向およびピーク

負荷の出現日時が違 っている 。 したが って、熱源

は各層に分けず一体化することによりビル全体と

しての負荷の平均化を計るとともに、熱源容量を

小 さくし合理化することと 、館内の熱回収を最大

ドｾに計今ることを考、えた 。

ホテルは 、用途上運転時間が長〈、年間冷暖房の

ほか 、大きな給湯負荷が存在するため 、熱回収量

は非定71t 負荷シミュレーションより総合計負荷の

16. 5 %可能と算出され、これを積極的に実施する

ため、主熱源として T A C NE S - HR ( 全 電 化 可 逆

熱回収式空気熱源ヒートポンプ ) 330RT 2 台を採

用した 。 また、エネルギーの安定供給と 、夏期の

ｾ｛カテ Ｗ ンドをおさえる目的で ｔｉｗｉ 冷房ピ ＭＷ カ

ント用にカス方式 (. ガ ス 焚 法 気 ボ イ ラ - 3  <on 2 缶、

蒸 気二重効用 I吸収式冷凍機240"T 2台 ) を導入した 。

すなわち、夏期の冷房は T A C NE S - H R をベース

としピークカ ントを l吸収式冷凍機が分111.、そして

給湯および再熱用の温水は T A C NE S - H R の熱回

収によ って賄う 。冬JUJ は、暖房 ・給湯および冷水

の熱回収を T A C NE S - HR が分H 1.し、給湯のヒー

トア y プをボイラーにて賄う 。 中間WI は、 T A C N

E S - H Rが冷房運転を行い l暖房 ・給湯を熱回収に

て対応し、給湯の温度中II i 似をボイラーにて i楠う方

式である 。

とくに配慮をしたことは、 T A C NE S - HR による

給湯であり、給湯沿度を 50"C と設定し、このヒー

トポンプとしては高出水を安定して取り出せる、

T A C NE S - H Rの開発と銑回収を最大限に行える

ように 106m

3

の熱回収水槽( 温水蓄熱槽的に作用 )

を設けたことである 。

3  実績調査

オープン後 1年間の運転笑績を調査し、省エネル

ギー効果の硲認を行 った。

笑級負荷を 下図 に示す。

建築地

大阪市南区大セ寺町

m. 紋

地下 4 ド昔、 地 lニ32階

敷地面秘

4.809 .28m'  

建築面干11

3.834 .48m'  

延床面積

59， l64 .16m'  

(3)1000 Kc a  1単 価 省 エ ネ ル ギ ー お よ び ラ ン ニ ン

グ コ ス ト 低 減 の 総 合 評価と して、冷暖房給湯の

1000 Kcal 単 価 を と ら え る と 下表 の通 りである 。

総 合 で10 .1円! l OOOKc a l で、 一般ンティホテルよ

り3 0 - 6 0 %安価であった 。

負荷実績 グラフ

473 

吸収式冷諌機負荷

1，163Gcal l年

冷房負荷 合計 8，416Gcal( 142.6 M cal / m') 

加熱負荷 合計 5，606Gcal (96. J  Mcal /m') 

|冷房 ・暖房・給湯総負荷1= 匹亙豆豆 圏 ( 幻9. 4Mcal /m')

年間熱回収率 = 2 ，523Gcal l 川，023X 100= 18.0%  

負和i(GcaI /年) 料金 (万円/年) zロリJ ; (I.品K.，.，)

冷房 7，254 

電 気

暖房 1，455 

10 ，314  8.7 

申告湯 3，146 

計 11 ，855 

冷揚 1，163 

l暖房 279 

3，819  17. 6 カ' ス

給f易 727 

計 2，169 

総 合 14，024 14，133 10.1 

4  . まとめ

ホテル日航大阪の熱線設計主旨と 、冷暖房給湯負

荷および熱回収の笑縦を述べた 。

シティホテルの場合は、年間を通じて冷暖房給湯

が同時に存在するため熱回収を行う こ とが省エ ネ

ルギーの必須条件であり 、当ホテルでは T A C NE

S - H Rを熱源の柱として 、18% の熱回収が達成で

きた 。 また、電力を年間を通じコンスタントに使

用することにより、ランニングコストの低減を計

るという方針も 、 T A C NE S - H Rによる熱回収を

含めたカロ リー単価は 8. 7円/ 1000 K ca l で、ガス

方式を含めた 総合でも 10 .1円/ 1000Kcal となり、

当初の方針を満足できたと判 断し ている。

4・
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杉 浦 修 史

生年月日 l昭和23年3 月28日

最終学歴 l昭和47年 3 月京都大学大学院，注

築設備 ｦｬｾ 士課位修 Ｗ

業 廃 l昭和147年4 月竹中工務前入社、

大阪本rn設計部設備課勤務

設計経歴 rr 而繊維団地共同ピノレ

日経千型ピノレ

平野田TセンチュリーピJ レ

判1日生命今続ピノレ

ホテル日航大阪ビ Jレ

京都中央信用金庫事務セ ンター

すいせんのことば 井よ俊夫

杉浦君は 、設備技術者として常に

新しい技術開発に取り組んでいる 。

今回担当したオー エム ホテノレ

日航では省エネルギーで逆転でさ

ることを最大の目標として熱源シ

ステムの開発を行い、立派にその

目標を達成した 。将来が楽しみ志

良さ 121一年技術者である 。

青年技術者としてのことば 設備設計者は 、建物用途、建築主ニーズ、

相会的条件 、コスト等種々の制約条件の中で最高の環境を創り出すた

め、最適のシステムを決めるシステムエンジニアだと考えている 。そ

して 、何が最適かという評価は 、社会的1=ytft とともに徐有に変化して

いる 。また、一方エレクトロニクスをはじめとして、各分野の開発に

より、設備技術、材料も急速に変化してきている 。このような中で、

建築以け ｽｚ 空間をとりあつか っ ている計画原論を基本とし、 ｉｾ 日発改善に

とりくんでいかなければならない。

位、い視型 j. に立ち、何が大切かを見失うことなく、各分世f ' で13日発されて

いる先端技術を新極的に建築分野に適用し、ヒートポンプを中心とし

て、 f泣適環境を効率よく笑現するシステムエンジニアを目指し、精進

努力していきたい。
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神戸ポートピアホテルの空調衛生設備

1 はじめに 給水設備 ・給水系統は高さにより数ゾーンに分自l

本 ホテルは、海上均1立地 である 神戸ポートアイラ し、 1. 5kg/cnf - 4. Okg/cll1'のffi I I 囲におおむねはいる

ンドに建設された。したがって 、ホテルめ特妹性 ょう計画した 。最上部ゾーンはリニアポンプによ

のほかに、立地の特妹性を念頭において設計監理 る加1/王方式とした 。

を行った 。 その基本計画から竣工まで任にあた っ 給湯設備i 給水と同じくゾーニングを行った。 Hi'

た。 場槽は保守を巧え各系統絞数台設ti ' l した 。

具体的な空調 ・衛生設備の設計テーマは以下の項 排水設備 l 階以上は重力排水とし、地下部分は

目である 。 ポンプア ップ 万式とした 。客室系統は 1j1管式セク

( 1 ) 安全性 スチュア方式とした 。

(2) 快適性 厨房設備機総の合理的配置により符カ化、省ス

(3) 衛生面のdii 紫さ ペースをはかった。

(4) 省 エ ネ ル ギ - 4 . その他設計上の留意点

(5) 管理運営面の合理化 ・省力化 塩害対策 :

(6) 保守の容易さ ・取り扱いやすさ @ 屋外機器は、機器ごとに仕様を検討し、航空降

(7) 故障時のパックア γ プ 答灯等は樹脂焼付塗装とし、 J居え付けはステンレ

(8) 塩 害 対 策 地 盤 沈 下 対 策 ス製ボルトて' 行った。

(9) 経済性 ⑥ 冷却水系統は、空調用は冷却塔本体を骨材を亜

(10) 建築意匠との調和 鉛メッキし、 外板はスレート製のものを用い、冷

2 空調計画 却水配管は嵐ピコーテイング鋼管とした 。厨房用

全体の機械室配置は 31階、 5 階、 B 2 階とし 、主 は密閉式のものを採用し、塩害対策とした 。

熱源類は 別練に集約した。 @新鮮空気取り入れにおける塩害は、空気中の水

熱源設備 夏期でも蒸気が存在し 、 クリーンなエ 分に塩素イオンがイ寸活ーしていることに起因してお

ネルギーで、ランニングコストが安価ということ り、これは性能の良いフィルタにより除去できる

から、ガス焚ボイラと吸収式冷凍機 ( 蒸気式 ) の とのことから、比色法9 3 %のフィルタを外気取入

組み合わせとした 。 系統に設置し、それに至るダクト、チャンパーは

空調設備 ・使用条件 ・運転時間等により系統分け 樹脂塗装を行い対処した 。

を行った 。宴会場系統は使っていない部屋は空調 地盤沈下対策 ・給水、ガスの屋内引き込み部分に

停止できるよう計画し、また全熱交換機を採用す ついては特妹スライド型の継手を設け、排水につ

るな ど、省エ ネルギーを図った。また空調機は冷

水 コイル+ 蒸気コイルの組み合わせとし? 空調系

統 ご とに冷房 ・暖房が選択 できるよう計画した 。

3  . 衛生設備計画

いては屋外と屋内の接点にスライド式会所を設け、

建物と周辺池袋との相対変化を吸収できるように

計画し、地盤沈下に対処した 。

騒音と振動 : 大規模ホテルで、周囲が海に閉まれ、

加圧 ポンプ 高置水槽

極塁塁警察函 ; 仇邸 側 白 ドー |ト〈今J
.  

ー

戸当平一

一一 Ｚｌｉ ｾ

揚形手当

冷凍 機

E E戸 1ι L

L 令市再ニ4ｾＮ＠

H音騒音の少ない場所に立地しているので、設備機

器による騒音と振動には当初から十分に検討し、

発生源対策、機器配置対策、娠動絶縁対策、構造

補強等を行った 。

臭気対策 : 基本計画の時点から建設地点の卓越風

向を把j1 l 1 し、外気取入口と排気口の位置関係をな

るべく隔離し 、府J > > 排気はまとめて 、最も尖気対

策上良好な位置に排気口を設遺した 。 また、総合

試運転時にエアバランスの調磁を行い、厨J > > 似1) を

負圧とし、臭気の拡散を防いだ。

5  . まとめ と反省

立を工後 3 年近〈経過した現在まで、ホテルの営業

もl順調で、大きなトラブルもなく順調に運転を続

けており、当初の設計テーマは一応の成来をあげ

たと巧- えられる 。 これには、建築主 ( 管理者 ) と

12  

ょう努力したいと，思 って いる 。



め、空調用 l吹出口( プリ ③空調機コイル1則の制御を 3 方弁制御から 2 方弁

ーズライン) とライティ 制御に変更

ングダクトを! 照明器具と この空調配管システムの簡紫化により、非常時以

一体化したシステム総兵 外のパルプ操作がなくなり、メンテナンスもやり

を開発した( 図 - 2 参照) 。 やすくなった。またコストダウンもできた。

下 関 市 立 美 術 館 の 空 調 衛 生 設 備

工事における担当業務 などがあげられる。これらを与 I.¥¥!. し、間接空調

最近、全国的に美術館建設がブームの中、下関市 半直接空調方式を採用した ( 図ー 1 参院¥) 。 間媛

立美術館，建設を清水建設との: j : I " 同企業体で受注し、 空調 l立、躯体と展示ケースの空間を空調すること

近畿電気工事は、建築設備全体を l庖工することに で、コンクリート躯体の熱容 i止め大きいのを利用

なり、私は、空調、衛生設備の総括ｾ・任者として、 し、急激な j品温度変化を少なくしている 。半直接

昭和57年 4 月から昭和58年 5 月まで、施工監督、

設計変更業務を担当した 。設計変更は、美術館と

しての保存用空調設備の設計見直しから行われ、

省エネルギ一、コストダウンに結びっくよう再検

討を行った。

その主な設計変更を述べる 。

1 . 展示ケースの間接空調および半直接空調方式

の採用

展示ケースは、鑑賞者との接点にあり、かつ展示

された美術品の保存機能を満足させなければなら

ない。原、設計では、空調した空気を上方より下方

に送風する直接空調方式であったが、文化庁文化

空調は、展示ケース上下にスリ γ トガラリを設け、

間接空調している空気が、展示ケース内の照明熱

などで、必然、的に生じる上井気流を利用して、展

示ケース内の沿温度を一定にし、また! 照明熱など

を除去する万式である 。 この方式は、展示ケース

内の風速がゆるやかなため 、展示品に対する j民の

彬轡がない。

施工上のメリ ッ トは、展示ケースの床下、天井裏

ダクトの簡素化ができることである 。

因みに、半直接E釜E調方式てで，の展示ケ一ス内の j風弘i述皐

j詰洲11抑川11判lリ定結果は 、下音11の吹出ス 1) .. / トガラリ面で、政

0. 5 弘、展示壁面では、ほとんど無風に近い状

M保護音11の 『展示ケ ース内には、直接的な空調を 態の成果が得られた 。また、天井簡のスリ ッ トガ

しないことを原則とする』との方針に基づいて、 ラリは、天井点検口を兼ねており、天井裏にある

空調方式を再検討した 。展示ケース内空調の主な 照明器具の安定器のメンテナンスをしやすくした 。

問題点は、 2  . 全熱交換器の排気側余熱空気の再利用

①展示ケース内を恒温、 tAi ! i f にすること 原設計では、全熱交換器で熱回収されてもまだ余

②外気の影響をなくすること 熱がある空気を直接屋外に排気していたが、設計

③展示品に直接風を当てないこと 変更によりこの釜気を地下階の機械室、電気室、

④展示ケース内温度と展示室内温度の絡差を大き エレベータ一機械室の換気に再利用した 。 これに

くしないこと( 展示室の温度変化による彩響があ より、地下より屋上までの 2 本の排気ダクトを 1

る) 本にでき、換気用の給気ファンを取りやめること

ができ、省エネルギー化

とコストダウンを図るこ

とカずできた 。

3  展示室の電気・空調

システム器具の開発

展示室の天井は、移動ノ マ

ネルのスライデイングレ

ール、展示照明のライテ

イングダクト、全般! 照明

器具、および杢調l吹出口

がitt じり合い、建築施工

上、天井の仕上げやIlfl 口

補強等の問題を生じたた

展示ケース l 展 示 室
室

-
-
小展

スケ
-
一
小展

i

 

吹出口 H - 幅 100

i ) 直接方式 ii) 間接+ 半直接方式

図ー 1 展示ケースの空調方式

このシステム器具開発により、

①天井レイアウトの合理化

②天井関口苦II : f i H強の簡紫化

③天井盤出し 、天井関口切り込みの簡素化

@ 器具取り付けの簡素化

など、建築的にも、設備的にも施工上大きなメリ

ントが得られた。このンステム器具の吹出口のブ

リーズラインは、 F 社の既製品であるが、吹出し

風量が、従来の風盆の約2 0 %多〈取れるように改

造した 。

ライテ ィンゲダヲト 照明器具 ブリーズライン

図- 2 電気 ・空調シ ステム器具

4  . 機械室空調配管システムの簡素化

機械室の天井は、一般にダクト、配管、電気配管

等が交錯して施工上のおさまりが怒〈、機器のレ

イアウトがむずかしい。今回はそういうことを考

慮、し、またメンテナンスフリー化も考えて、空調

配管システムの簡素化を検討した 。

① へ y ダーの取りやめ… 配管そのものをヘッダー

にした

②冷水配管系統の膨張タンクの取りやめ 空気抜

き兼空気入れ弁の採用
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曽 我 幸 夫

生年月日 昭和23年4 月26日

最終学歴 昭和49年室蘭工業大学工学部 2

部機械工学料卒業

業務経歴 昭和 ＴＹ 年近畿電気工 ， ｾ附入社、

ｾ ，ＱＡｉ Ｑ 管工事部エ＼ｊ ￯ ｩｩＧｾに円ＱＡＮｫｊＱ，

l昭和5Jif.! I' -稲凶大'γ 思u::- 下百|リ|

上研究宅に出向

II{件U54年空 z判官; 工。ド部技術品lこ

配属、現イd ニ玉三る

おもな章繍 昭和54年- 5 6年近畿111弘、工事J E

等技能訓練校空説，1- 1:前生設備工

事の計画 ・設計 馳 ｩ 工 ｾｩ ｩＮ特

l昭和57年- 58年下| 則市立美術館

空剥 ・ 衛生設備工事的施工航 Ｑｾ

すいせんのことば 三 好 学

空調官工事部技術諜に I，Wをおく tEZ

我君は、設備設計のみならず現場

で直接施工を担当し、加えて研究

開発と、約み銭した諜迩iの解決に

凶lかつて柄5力自りに耳E リ車且んて' いる。

それぞれの需拡起に主導的役割l を *

たしてきた彼を、信頼される技術

者として、ここにすいせんいたし

ます。

青年技術者としてのことば オイルショ ッ7 以後の日本の経済成長

は厳しいものがあり、受注産業である建築業界も競争の激しい厳し

い時代になっている。この厳しい時代の中で、会社が生き残 1) 成長

していくには、答先のニーズに合った新技術の開発、施工の合理化

などによるコストダウンが要求されてくる。私逮設備技術者が、 1;:;

に新しい知識や技術を修得し、それらを応用することによって、新

技術の1，，1発や、施工の合理化を生むことができると思う。また建築

設備の新技術の開発、とくに省エネルギー化などは、設備単独より

も建築と設備が一体化することでより一層効果があると思う。

私も、今までの知識と経験を生かし、広い視野に立って、より一層

の努力を続けてゆきたいと思う。

13 



.  
特 異 な 大 型 建 造 物 に お け る 鉄 骨 建 方

神慈秀明会滋賀の神苑建設工事のうち教祖殿新築工事 イ

( 工事概要)

建築主/ 宗教法人神慈究明会

建築場所/ 滋賀県甲賀郡信楽町大宇田代字ヰカキ

建築面術/ 6，432.9111'

延 床 商ti' / 16，239. 6m'

『者数/ 地下 l 階、地上 l 階

軒高/ G L+43. 13問、( 紋商問さ G L + 4 6.40m)  

構造/ 地下一 R C および S R C造、地七一 S 造

工期/ 昭和55年 6 月- 58年 3 月

であるが、椛造的には引張材の機能をもつため、

通常の手順である、下から絞み上げる工法ではな

く、 上から吊 1) 下げながら下へと延ばしていく無

足場工法の 「サスペンション& プランコ工法」を

開発し、成果をあげた 。 この工法も治率を利用し

たものである 。

3 おわりに

以上が、鉄骨建方工事における 主な活動であるが、

通常の建築工事では行われないようなものが多〈、

段々の問題にぶつかりながらも無事完遂すること

ができた 。今までになか った工法の開発並びに試

みを行 ったことは i't 重なものであり、今後大いに

役立つと思 っている 。

一… -.……払一….いIil別ttr
Iウh エ

ｾｬｪ 午ｦＺｴ Ｑf?竺 -421プ- 420，一420，ケづ2-0'-!rプCO'-!r- - - 争'0ケ ト1 1 !トoト ?--_ ＭＭＭＭ Ｑ二ｪ ＡＺｪ ＺＱＱｉ川川 ｉ Ｍ ｴ ＭＭ山川 ｵ Ｍ Ｍ閣巾聞 守 ｴ閣川川川ｴＮＭ閣晴湘 一ＺＱＱ化守 Ｑｦ化ｾ Ｍ船 Ｑｉｼｉ Ｚｌι 住ｌｌ ＺＺＱ ＺＱｬ ::二::: Jt ;  

内 1  : :  86 .0OO 先行戴荷 l  カテナりート

柱頭拡幅

ロ

国

守

、

N

q

1  はじめに

特異な形状をした大型建造物の施工において、そ

の構造力学上の要求を満足し、品質保証を行うこ

とはきわめて重要である 。 当建物は、スパン下部

で8 6 mX  58 .  2  m 、上部で49 mX 21. 6 m、高さ 4 3 m

の台形空間を、 4 本の IIBが った柱と頂部の水平梁

で織成し、そのフレームの側面に懸垂線状の鋼管

トラスを架設するとい ったものであり、工事を施

工するにあた っての事前の研究 ・技術開発と、現

場での仮設計画 ・施工方法とい ったものが大きな

ポイントとな った。 なかでも最も重要なのが鉄骨

工事であり、それがこの建物の特徴でもあ った。

ここでは、 主として鉄骨建方工事について概略述

べることとする 。

2  鉄骨建方工事

この巨大で特異な建造物の鉄骨建方 にあた っての

ポイントは、つぎの 6 点であった。

(1) 曲線形状の柱の建方精 度の確 保

(2) 大梁の架設方法

(3) 建方中に発生する柱脚余剰l モーメントの消去

(4) 住頭と梁端の節点の応力変換の方法

(5) 主架構に行われる先行総荷の方法

(6) 斜め大屋根を形成するトラスの架設方法

柱の建方については、 12分割l された各7 ' ロ ンクを

150 t 吊クレーンで順次組み立てていき、 1 F 床版

上で墨出しした所定の位置よ りたわみを考f語、しな

がらターゲ y トを視準確認する工法とした 。

つぎに、大梁の架設方法であるが、長大で約 500

t という重量物のため、リ フトアッ ' I 工法を係用

した 。 また、柱脚の余剰lモーメ ントを 消去するた

めにリフトア ップ最終段階での柱頭拡幅システム

を同工法の中に組み込んだ。 このシス テムは、被

効果を利用したもので、似体および柱頭の接合音11

に角度をつけ、リフトア y プジャ ッキの推進力に

よって往頭を拡幅し、住胸! の余剰lモーメ ントを 消

去するとい った工法である 。

柱頭と梁端の節点の応力変換については、住lm内

音11にヒンジを設け、当初締めつけられたハイテ ン

ションボルトを解除することによって一時的にピ

ン支承となるようにした 。主架構に行われる先行

il車椅工法としては、原始的ではあるが単純で明快

な滑車の原理を応用し、ウェイトとして鉄板製の

水槽に水を入れて荷重の増減の調整を行 った。

最後に 、斜め大屋恨を形成するトラスの架設方法

青年技術者と してのことば : 建物は一度造 ってしまうと、多くのもの

がもはやノーリターンの半氷久構造物にな ってしまいます。出来てし

まった 造ってしまったではすでに巡きに失してしまうわけです。

濯物をfwa告するにあた って 大切なことは、施主 ・設計者の意図をいか

に把雌し笑現性のあるものにするかですが、そのためには ｚ ｬｾ 前の周到

な; 1'，聞と日々の造り込み活動が霊袈なポイ ン トとな ってきます。また、

従来保有技術の充実と応用 ー新技術開発とい った数多くの人達の英知

と技術i力の結集も必要です。

今回o1J.、が経験したのは、建物が/ ー リター ンである こと ・総合技術力

の結集がいかに重要であるかということ ・安全で合理的な工法へのあ

くなさ割以現ではないかと思います。

また、今後へのステップとして縦極的に「品質保証j に取り組んでい

きたいと思 っています。

すいせんのことば 秋山日月孝

信殺の山深〈、事11慈究明会の神殿

が建設された。この絞射をで困難な

鉄骨工事の施工担当者として、持

ち前の繊細さ級衝さに加え、入社

以来技術部、現場で靴、概した笠宮

な経験を生かして、すぐれた紫紺

をあげました 。

ここに彼を優秀な背年技術者とし

て推薦します。

斉 藤 悦 夫

生年月日 昭和23年10月29 日

最終学歴 l昭和46年早稲田大ρPA工学部主主

築学科卒業

底 昭 和46年4 月刊f水建設{ 附入社、

大阪支庖建築郎、雄築技術者 i を

経た後、京都営業所に配属、現

手Eに至る 。

作品経歴 九普茨木配送セ ンタ一 、事l' 錦技

!iEセンタ一、 姫路渡辺 ビル、阻

田駅前藤国ビ/ レ、日本アイ ピ

・エム野洲工場m3  JUJ -M築、

事l'巻、秀明会滋賀の事l' 苑主u設工事

のうち教祖殿、京都大学結舷胸

部疾忠研究所研究機その他。

1'; 
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大 阪 城 国 際 文 化 ス ポ ー ツ ホ ー ル の 鉄 骨 建 方 工 事

1  . 鉄骨概要

当ホールは 2階外周柱が S R C造、 3 階外周柱と

外周テンション梁が S 造、大屋椴音I1が鉄骨トラス

迭である 。f，Y;造設計の段階から中央リング音I1 ( 長

辺6 5 m、短辺3 0 mの桁円形) を仮受精台により支

持し、会鉄骨トラス本締め完了後にジャ γ キタウ

ンを行い応力を持たせる特殊設計である 。

2  . 鉄骨建方計画

2 ー 1 中央リング支保エ計画

工法の選定として、上，1&1荷量 1700

T

に十分耐えら

れる堅固な構造体、作業能力が高〈足元の作業空

1M] が広〈取れるもの、安全な作業展開が図れる仮

設計画ができるとい った目的から 、 N T 構 台を係

用した 。

N T 椛 台とは、ダイヤモンド構造のパネルを主体

とし、使用目的に応じた椛造体をピン連結で構成

していくンステムで、当ホールではアリーナ耐圧

総コンクリート打設l侍に、 N T 支柱用アンカーボ

ルトを鋸え付け、コンクリート養生期間中に外部

に設けた組立作業場において支往を 4 mのプロ ン

クに組み立て( 149プロ ック、 1 日当たり 16ブロ ン

ク) 、アリーナ "1" 央部まで運び、さらに 12mと8 m

に地組みし、支柱組み立てを行 った ( 2 0 m支柱17

本 ・16 m支位16本 )。

この組立作業中に支段上部の主桁と架台のプロ ッ

ク組みを外部作業場で行い、支主主組み立て完了と

向時に架設に移り、時間的ロスもなく所定の支保

工を形状した 。 また本鉄骨トラスと支保工の聞に

はジャ y キダウン時のためのプレロードジャ ッキ

を世き、ジ ャッ キ上には梁の傾斜とレベル調整を

目的とした木製くさびと、梁を所定位置にセ ッ ト

するためのガイドを取り付けた 。

2  - 2  外周柱建方計画

1 11管立ち上がりコンクリート打設後 4 プロ ックに

20. 800 

分け、アンカーボルトの精度、ベースモルタルの

粘度確認後、外部より建方に入った 。

廷1"1JII 寺には 2 階丸住用スパイラルフープと 31，皆梁

配JfJ j 用ハイステージ足場を地上にてセ ッ トし 、ロ

スをなくした 。主主直し本締め手順は、会周に 6 ヵ

所ある建方用プレースのうち 2 セ ッ トの柱頭部を

チェ ックし 、内音Il fJIIJ に設けたスラスト時補強用控

え位と、三方に設けたトラワイヤーにより建直 し

を行い、本締め作業に入る 。 その後、中間音I1の柱

を同様にチェ ックし、 l順次本締めしていった。

2  - 3  中央リングおよび外周 卜ラス建方計画

建方機械の j選定は、 i成大重量35

T

の中央官11 トラス

と10

T

';: I" 必j の外周トラスすべてをカバーできるも

のとして検討した結果、 K H - 700 150

T

クローラ

ークレーン 1 台、 1i-:r 扮1] ，き . . t 也組用として P & H

440- S クローラークレーン l 台、補助クレーンと

して中央リング建方H寺にし S 118  R  H クローラー

クレー ン ( タワーブーム ) 、 外 周 ト ラ ス 怨 方11寺に

T  L - 450 L トラ ッククレーンを外部に賠えた 。

建方作業スペースとしては、アリーナ中央部の地

階 ・1 階躯体を後打ちとして残し、クレーンの動

線、 トラスの地組み、材料の荷扱'J ，きスペースとし

利用。 また耐圧盤周辺のピ ッ ト上を有効に利用す

るため、移動式総台 ( 6セ γ ト、 1セ ッ ト重量 10T )

を設置し、 K H  - 700の移動に伴い移設していき 、

可能な限りの作業空間を確保した。

建方工法は、前記支保工上にセ ッ トしたプレロー

ドジャ y キ ( 耐力 200

T

) 87 ヵ所の上に地組みした

中央リ ンク梁 ( 73 ピース ) を頂部中央トラス ( 長

さ3 5 m、高さ 4 m、重量35T ) か ら 開 始。 この ltlJ

問、上il在荷重の変化に 1半い 10mm前後のスケールで

動〈椛台を常時計iJIIJ し、 5 分トラワイヤート 3

T

ヒ

ツノマラーにより土 5 mm 以内に石在{ 呆してい った。

外周トラスは長さ 15 m、高さ 4 m、重量4. 5可こ、

20，800 

外周トラス取り付け

工場で先組みして運搬。 トラス梁の変形と 精度保

持を考 l語、に入れ、縦組みをする特殊地組み用架台

上 に据え、垂直精度 ・水平精度を修正し本締め、

長さ 3 0 mの長スパントラス梁を製作。

この問、外周柱上部にトラス梁受け位、柱と 一体

にな ったテンションリング梁をセ y 卜し、外周ト

ラス材の主主方に備える 。外周トラス 2 セット、テ

ンションリング 1 セ ントを 1 日のサイクルに継ぎ

梁をし、プレース等加えて、約50 ピースの鉄骨音JI

材を毎日取り付けていく 。

2  - 4  精度管理

( イ) 外周柱の建入れ精度 : 目標値を ::!: 3  mmに設定。

本締め後の測定結来をみると、各柱頭の9 3 %が ±

3  mmの純聞に納まっており、最大 4. 5 mmの誤差が

生じている 。

( ロ) 中央リング外端部の所定位置確保 . 目標値を 土

5  mmに設定し、本締め後の iJIIJ 定結果をみると、 70

% が目標値内にあり、最大誤差 8 mmて' あった 。

3  ジャッ キダウン

本締め作業完7 を待 って、いよいよジャ ッキダウン

開始となる 。計 iJIIJ 包= 理を大成建設技術研究所に依

頼し、中央制御盤において各点の降下量が常時監

視される中でプレロードジャ y キを 2 ブロ y クに

---分け、鉄骨全体を同時に均等に下げていった。 l

回の下げ幅を 10mmとし、各サイクルごとにジャッ

キの荷重、鉄骨降下量、外周位スラスト、ダウン

スピードを計測し、 2 日目 最大降下: i J 1 122 mmて。無

事ジャ ッキダウンは完了し、大震線鉄骨トラスは

構造体として自立した 。

盟」盟

鉄骨建方計画

その後、大屋恨のスカイモルタル、銅板、大天井

材ほかが載った最終変位は最大 246 mmで、推定変

位 240 mmから考えるとほぼ満足がいく結果が得ら

れた の
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上 傑 俊 男

生年月日 l昭和27年10月11 日

最終学歴 日本大学理工学部建築学科卒業

業 歴 昭 和51年4 月大成建設株式会社

入社

主な地工濯物

京王南新宿ピノレ新築工事

地下鉄10号線新宿駅建設工事

東武西新井東口サンライトマンン ヨン 新築

工J 拝

私学共済事fri. 品}::j 会館建築工事

大仰銀行排支I苫新築工4>

和歌山市民図t ! } 館建設工'1' ;

大阪域国際文化スポーツホール新築工事

すいせんの二と( ! 宮田安雄

大阪市が計画した大阪城築城 400

年祭のメインホールである大阪城

ホールが最近完成しましたが、こ

のホーノレ最大の維闘であ った大屋

似の鉄骨工事を担当させ、優秀な

技術の結集で無事完成させたこと

を夜、としては高〈評価しておりま

す。

よってここにHI ; せんいたします。

青年技術者としてのことば( 私の抱負 ) ・入社以来、現場管理Rに携わ

って、 8 年目に入 った。施工サイドの税点から品質管理、工程管理、

安全管理、原価管理とい った業務を遂行していく自信がようやく筏

われどうにか一人前になった現在 ただ現場 を上手にまとめあげる

だけではなく、オーケストラの指揮者がタクトを娠 って楽団をコン

トローノレし、忠、い通りの音を造り出していくように、各工事分野の

中で工夫をこらし、いろいろな角度から検討し、 i且に新しい物を追

い求めるだけではなく、より良い物を創造していきたい。そして心

のこも った建物として引き波したいと思う 。また、大成建設の伝統

である権限移淡とチャレンジ精神を最大限に活かし、満足のいく仕

ｉ ｊｾ をしていきたい 。
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』 日 戸J 月間

Ａｦ ‘ご宇 ｫｾｩ
村野、森建築事務所

一一 専門家以外の人にもわかりやすい耐震思考法の手引き 一一

前川陽一 著

新耐震設計法が施行されて 2 年を経過し，近年震害予防に対する社会的関心は非常に高ま っている . しかし ， その耐震

設計技術は専門家以外の人たちには理解しにくい内容と頭から思われてしまい，本来の目的を達し得ていないようである .

本書は，地震と建築のかかわり合いの過程から，耐震設計の考え方を 一般の建築家向きにわかりやすく説明した . 耐震

技術とは ，ハード面の問題のみならず ， ソフト面の物の考え方と運用の仕方に最も大きな意義があることを説く .

(  1型〕

並 進 変 形 生I

〈目録進呈) f r 075- 343- 0811  

[ 日型 〕

J戻れ変形型

[ 田型 ]

剛性22.変主リ

6 学 芸 出 版 社

技術と意匠・山田幸一著

木舞下地の詳細 (桂離宮昭和大修理の試作壁)

序 論 壁 と は 何 か 壁 の 椛1戎 臼 本 の 左 官 工 事

左官工事概 説 左官工事の長所 左官工事の

問題点

左 官材料に ついて 塗壁材の榊 成 問結材

ｩ ｾ ｊＧ 材補助材料 Ｈ 訪 ｦｪ ，初 ＩＮ モルタル混和材Ｉ

下地 領体下地 と 組 立 下 地 木 鉢 下地 と木摺

下 地 下 地 一 般 の 注 意

施工 施 工 面 で の 問 題 点 施 工 上 の 一 般 的 注

芯 誕 生 と 工 期

日本壁 日 本 壁 の 概 要 荒 壁 土 と 中 塗 土 ち

り回りと貫伏せ 中塗ま での路工 J -. 塗 木

併以外の下地を用いたときの日本壁

古代の壁 法 隆 寺 の 土 壁 高 松 塚 の 漆I喰

日本墜の成立 城 郭 の 壁 * - 室 の 壁 徒 隊 宮

の壁 E涯の技術革新 大阪土と淡訴さ土

職人芸の壁 角屋の壁 入江長八の漆日食彫刻

明日の左官工事 セメントモ J レタ J レと木舞下

地土壁の比較 左官工事の未来像

- 内容概略

- 耐震設計法はどのように発展してきたのか

・その過程でモーメントにな ったものとは何か

・耐笈設計原理とは，また，その意味とは何か

. 耐震設計法に残されている課題を採る

・自 次

第 1 :章 娘 がつ いに姿を現した

第 2 意 地 震 に 問 題 の あ る 建 築 物 の パ タ ー ン

第 3 章 応 答 と い う 物 の 考 え 方

第 4 掌 震度とせん断力係数という 概 念

第 5 1主 先人の大きな遺産

第 6 1主 : l . ' t 重な地l M災害の教訓を生かす

第 7 章 新耐震設計法の関所と通行手形

第 8 章 構 造家に要望される能力

A 5 ・176頁・ 1400円

京都市下京区木津屋精通西洞院東入

日本建築協会企画

建築技術選書 圃

A 5判 ・160頁 ・定価1300円

.. ，血 ，血 ｾ .  

三井銀行旧京都支庖

〈目録進呈〉 6 学 芸 出 版 社 京都市下京区木津屋刷西洞院東入 劃 7山 ー0811
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日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしております。

1 8 8  

新設・浄化槽法の経緯と内容( その 3 )  

4  浄化槽i去の要綱 ( つづき)

15 . 浄 化 槽 管 理士免状および名称使用' ; l i IJ 限

(第 45条および第47条関係)

(1)  浄化糟管遊士免状は、つぎの各号の(1)に該当す

る者に対し 、厚生大臣が交付する こととした。

① 浄化僧管理士試験に合格した者

② 厚生省令で定めるところにより厚生大臣が認定し

た講習会の課程を修了した者

(2) 浄化槽包: 攻士免状の交付を受けた者でなければ、

浄化f'l!i'Ll :J!Jl 士という名林を用いてはならないこととし

た。( 浄化f哲也理士とは、浄化科I j ftj :理士免状の交付を受

け、浄化品目管理士の名物、を用いて 、1守P化槽の保守点検

の業務に従 '1"する者をいう)

16 浄 化 槽 管 理士 試 験 ( 第 46条関係)

(1)  ｦｦ Ｇ 化糟ｾ・ｊＡｬＡ上試験は、浄化 ｾｩ の保守占検にｼ主 ｬ し

て必裂な知識および技能について、厚生大臣が行うこ

ととした。

(2) 厚生大臣は、その指定する者に浄化糟' i ' i : J ! I l Iゴ試

験の笑施に ｼ 刻するー ｉｾ 務め全部またはー古 ＱＱ を行わせるこ

とカずて' きることとした 。

11 . 条 例 に よ る 浄 化 槽 の 保 守 点 検 を 業 と す る

者 の 登 録 制 度 (第48条関係)

( 1)  ｲＮ ｾｩｬｬ 府県 Ｈ 保健所をえ ｪ ｴ 位するｲＡ ￯ にあ っ ては、当

該市) ( 立、条例で、i' f'化憎の保守点般を%; とする者につ

いて、都道府県知事の登録を受けなければ浄化憾の保

守点検を業としてはならないとする制度を設けること

ができる こととした 。

(2) ( 1)の粂j 911には、登録の要件、登録の取消し等登

録制度を設ける上で必要とされる ￨ｬｾｊ 買を定めるほか、

つぎの各号に掲げる Ｇ ｉｾｊ 買 を定めるものとすることとし

た。

① Ｕ 年以内の登録の有効期間 Ｑ にＱｍ ｝ する・ ｉ ｾｊ 頁

② 備えるべき日器具に I到する・1"項

③ 『争化符litt: 理! 土の設置に 19; 1する・I' ; J j点

@  浄化僧 ｨ 竹 ｲｩ 業者との ｩ 主申告に隙 ｬ する Ｇ ｉｾｊ 買

⑤ 保守点検の業務を行おうとする区践を記岐した ili

I而の提出等に関する : IHJ'i

(3) 市長村長は、 (1)の登録を受: けた浄化憾の保守点

検を業とする者の業務に ｉｍｉ し、 ｩ 主法または不適正なー ｉｾ

突があると認めるときは、都道府県知事に対し、必姿

なmzi: をとるべきことを申し出ることができることと

した。

18 . 浄 化 槽 管 理 者 に 対 す る 改 善 命 令 等 (第 12

条関係)

ｩ ＧｦペじＮｲ ｾｩｴ￬Ｚ ・底Ａ者等が、ＨｪＧパじ ｆｩｬ の ｦＪ 守Ｚ点検または ｩ ， ｉ ｈＢｉ ｾ を

J在準に従 って行わなか った場合においては 、都道府県

知事は 、必姿主改善行I也、 iJti tfl ' i の使用の停止等を命

ずることカずて' きることとした。

19 浄 化 槽 工 事 業 者 等 に 対 す る 監 督 ( 第32条

および第41 条関係)

ｩＧｦｴｻヒ ｦｦ ｩ 工 ι ｉ ｾ ［ｪ住者等が 、 生活環ＮｲｊＧ￭の保全および公 ＱＱ と十円

生 |必要な指示に従わず情状が特に屯い上品作等におい

ては、関係行政機関は、事業の停止やまま録、許可の ｉ｛ｾ

ii'j し等を行うことができることとした。

20 報 告 お よ び 検 査 ( 第53条関係)

関係行政機関は、必要な限度において、報告を徴し、

または職只をして立入検 iをその他の険代を行わせるこ

とができることとした。

21 環 境 庁 長 官 の 意 見 ( 第 49条関係)

環境庁長符は 、必裂があると認めるときは、 (1，化柵

のt . ' 1/ . 造、浄化術工事、浄化槽の保守点検またはがf婦に

関する技術上の基準について、厚生大臣または処設大

臣に対し、意見を述べることができることとした。

22 手 数 料 ( 第 50条関係)

浄化糟設備i士試験を受けようとする者等は、政令で

定めるところにより 、手数料を図等 lこ納付しなければ

ならないこととした。

23 浄 化 槽 設 置 の 援 助 ( 第51条関係)

同または ｉ 也万公共団体は、浄化 ｦｾ￭ の設 ｩｅ について、

必致ーがあると認める場合には、所要のmWJ その他必裂

な十lTSFI を，講ずるように努めるものとすることとした。

24 . 市 町村 し 尿 処理 施 設 の 利 用 ( 第52条関係)

市町村は、当該市町村の区域内で収集された伶化相

内に生じた汚泥、スカム等について、当該 di町村のし

尿処理施設で処理するように努めなければならないこ

ととした。

25 . 浄 化 槽 設 備 士 免 状 の 特 例 ( 附 則 第 7 条関係)

怨設大臣は、この法律の施行の際厚生大臣および建

設大臣が定める者の行う ｦｦＧ 化仰の工 ＧＱＧ［Ｑ こ Ｑ ＾Ｕ Ｑ する ｲｩｬｙｾ 狩会

等の説 ｈｾ￈ を修了しているＮｲ ￮ で、 ｊ ＮＩｬ，に行 ｐ 化相自エー ＱＧ［ の業 務

に従 Ｇｉｾ しており、かつ、主 ｴｴ 設省令で定めるところによ

り厚生大臣および建設大毘が指定する n，化僧工・Fに|見l

する必狩会の記単位を昭和62年 6 月30 日までに修了した

ものに対して、i ' j ，化欄設備上免状を交付することがで

きることとした。

26 . 浄 化 槽 管 理 士 免 状 の 特 例 ( 附則第 8 条関係)

厚生大臣は、この法律の施行の際厚生大臣が定める

者の行うi ' f ' 化憾の1J ・. f l l i 技術に| 刻する議開会等の謀総を

修了している者で、 E税j見Lに符浄e化f徽1普tのイ保呆守守.

ｂ予 ｩ芥 ｅ しておリ、かつ、厚生大臣が指定する浄化仰の ｦｾｾ ＧｪＺ

市検に| 刻する必1司会の深艇を1I i ' l . f 日62年 6 rJ 30 日までに

修了したものに対して、 t争化f哲也. f l l i l : : 免状を交付する

ことカf でき ることとした 。

21 浄 化 槽 の 型 式 の 認 定 の 特 例 ( 附 則 第 10条関

{ 果)

浄化的を工場において製造しようとするおは、 l昭和1

60年 9 rJ 30 日までに巾消して、' ! &泣 しようとするか化

相の 1別式について、他殺大臣の認定を受けることがで

きることとした。

28 そ の 他 の 事 項

i!i il!l l規定その他所婆の決定を設けることとした 。

29 施 行 期 日等

(1) この法律l立、昭和60年 10J-l 1 日から施行するこ

ととした 。 ただし、 ＨＱ， 化僧設備 ｬ ごおよひア ｊＧ 化 ｦ｜ｾＩ Ｇ￬Ｇ里 ｉｉ 上

に Ｑ 系る試験、Ｂ昨 ｾｉｾ および免状の交付にｼ弘 ｬ する胤定およ

び27の規定は、公布の日から起tl ーして 6 )1以内におい

て政令でA める円から地行することとした 。

(2) 処築 ｊ ， ｾｩ｜Ｇ 叫Ｚ、 Ｂｴ 薬物の処 ＩＧｾｬ およびＨＱ竹 ￡ にｼ則する

法律等について 、所主! } の改正を行うこととした。

5  . 法 施 行 に と も な う運 用 に つ い て

浄化糟法では、業者の登録，; 午可i l J lJ 、 技 術

者 の 資 絡 ililJ) 支 、 工 場 生 産 浄 化 作i の 別 式 認 定 の

J主本・J'; Jj: lに つ い て 定 め で あ る が 、 業 者 の 王' uk

- 許 可 要 件 、 技 術 者 の 資 絡 要 件 、 型 式 認 定 の

方 法 な と の 具 体 的 な 実 地 主 芸 領 等 は 、法 が 施 行

される 60年 10 月 ま で に 、 政 省 令 で 定 め る こ と

に な っ て い る 。

浄 化 槽 工 事 業 者 、保 守 点 検 業 者 の 受 録 制 は 、

すでに行政指導の Ｉｦｾ で、 Ｖ 古 ｉｊ ほどの都道府県

で 実 地 さ れ て お り 、 施 工 技 術 者 ・管 理 技 術 者

も 財 団 法 人 日 本 環 境 技 術 教 育 セ ン タ ー で 認 定

し た 技 術 者 な ど が 活 用 さ れ て お り 、 1争化 槽 法

によ っ て 、 法 的 に 制 度 化 さ れ る こ と に な る 。

争化糟消十kiZ佐の許可t I 計I J . 立はすでに廃業物処

互J l 法で笑施されており、これは、そのまま浄

化 術 法 に 一 本化 さ れ た も のである。

浄化糟工 ｾ ｊ Ｇ［［ 匙の登録にあた っ ては、，建設さ定

法による許可業者の処遇が閉経 ｩ となり、ｾＭ工

・]¥業等 の 許可 業 者 は 、 浄 化 槽 工 'J ';;震の登録を

主 要 し な い こ と に な っ た が 、 許 可3佐 者 が 浄 化 糟

4 ・J¥を業とする; 場合には j司出 が必要とされ、

周 出 に よ り ff '化槽コこ']¥. ;:)註 の 登 鉢 者 と み な さ れ

て 、 法の 適用 を 受 け る 。

浄 化 糟 工 'J¥業 者 は 営 業 所 ご と に 浄化 作l設 備

上を世き、 1守，化物工事は浄化相設1iiil 士 が 笑J也

に 政 将 し な け れ ば な ら な い こ と に な っ て い る 。

浄 化 機 設 備 士 は 、 国 家 試 験 に よ っ て 免 状 が

与 え ら れ る が 、 建 設 業 法 の 管 工 事 施 行 管 理 士

は 、 一 定 の 講 料 を 受 け れ ば 資 絡 が 与 え ら れ 、

また、I ' I /js: fJ ; 四日制m教 育 セ ン ター が 認可 し た

浄 化 州 地 工 |二も特例 に よ り 、 現 に 工 事 に 従 事

し、 62年 6 月 末 日 ま で に 一 定 の 講 習 を 受 講 す

れ ば 免 状 が 与 え ら れ る 。

保 守二点検業の登録1 I 11J は 、 都 道 府 県 条 例 に よ

っ て 保 守 点 検 業 を 定 め る こ と が で き る こ と に

な って いる 。

6  . お わりに

以上のよ うに 、戸(，化糟法により、ま1r しい浄

化 惜 の 諸制 度 がスター卜 す る が 、 浄 化 槽 行 政

の - J[; 化 が 法 条 の故 初 の 大 きい目 的 で あ っ た

と忠われるが、梢造、地工| 具i係 は 建 設 省 の 所

管 で 、 維 持 管 理 は 厚 生 省 の 所 管 と 、 二 元 行 政

の ま ま で あ る 。 浄化槽法で自IJ 制 さ れ た 諸 制 度

は 、 す で に 行 政 指 導 の 形 で 全 国 の 7 割 近 い 都

道 府 県 で 実 地 さ れ て おり、 業 者 の 受 録 、 日午可

基 ｬｦ ｻｌ ｊ 二 、技術者の ｔｦ 給要件、 ｊｦｪｾ 式認定の方法な

と に つ い て は 今 後の 政 省 令 を ま た な く て は 何

ともいえないが、 :才ト 寸千F-ニf危ιιωi似|

い ず れ に し て も 、現 行 法 で 、す で に 笑泊 さ

れ て い る 制 度 が 、 浄 化 槽 法 で 一 本 化 さ れ て 、

逃反者に対する; 日i l!l J 等 、 法 的 に 以 付 け の あ る

制 j立 となり 、 既 存の ft 給 者等 に つ い て は 、そ

れ な り の 悦j単純J ! !H ，" ; 出も講じられているので、

新 制 度へ の 砂行 は 、比 較 的 ス ム ー ズ に いくも

のと 忠、われる 。

本 法 の 泊 行 が 、 浄 化 地 法 の 「 目 (I'J J である

生活広l .l:i l の 保 全 お よ び 公 衆 衛 生 の 向 上 に 寄 与

されることをJ t ) J 符 す る も の で あ る 。

( 大阪府建築指導謀設備係 森 田 通)

挫築と社会/ 1983年 11月号 17 
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ア ク リ ル コ.ム 壁 画 防 水 化 粧 材

申セブンウオール。

. はじめに

近年、建物の挙動や外壁の亀裂などにより、

建物の漏水事ii支は屋根より外壁からの事故が

多いともいわれている 。

従 って建物のコンクリート外壁の仕上材は単

なる美観を目的とするものではなく、建物の

動きに追従して防水性にも優れた材料が要求

される 。

また、外壁の老朽化した建物についても、省

資源 ・省エネルギーが求められる中にあ って、

建物の耐久性を均し再成するにあた って適し

た外壁仕上材が要求される 。

ここに紹介する、セブンウオール。はこのよ

うなニーズに応えるために壁面防水化粧材と

して開発された製品であり、新築工事、改修

工事ともに採用できる優れた材料である 。

・ 特長

1  )下地の亀裂によく追従する 。

フレキシブルで1
11' 延性のある 塗 11英を形成し、

躯休の亀裂によく追従するのて、壁而に水の浸

入してくる隙聞が生じない。

2  )1(o1寒性 ・l耐久性にすぐれる 。

寒冷地や白光の直射などの厳しい自然条件下

でも安定した 主主11英性能を発揮する 。

3)1耐久性にすくれる 。

耐候性に優れたアクリルゴムを主成分として

いる 。このため長期にわた って劣化、: f i l i 色な

どの性能低下は少ない 。

4) 品質が安定した悶制令型である 。

現場調合を必要としない l札制合型 て¥品質は

常に安定している 。

5 )作業性に優れる 。

主 ＱＧｾ は水系で取扱いが簡単 。 ｬ 吹付工法、ロー

ラー工法などにより極々の模様が形成でき、

好みの色調に仕上げることができる 。

. 物性

イ ｉｦ ｬ び率、 ｊ［ｾｬ 度、追従性は 表 l に示 し、やl莞1

ｾＡｩｬ度を表 2 に示す。

また、アクリルコ、ム日1i1.'1生l次イ寸材 ( セブンウオ

ール ) と他11欠付機との舟1'11比較を 表 - 3に示

す。

. 塗膜の構成と標準工程

1  )下塗材 ( シーラー )

下地と主ｾｾの桜精力を強化する 。 また、改修

工事のとき劣化している下地の補強などの目

的で使用する 。

18 主s築 と社会/ 1983年 I l n号

株 式 会 社 セ ブ ン ケ ミ カ ル

本 社崎 玉 県 ｩ 七企 Ｑｾ［ ｩｦ， 川村大 字 者 ＱＱＲＵ Ｍ ＴＳ ( 東松山工業団地内 ) T E L  0493 - 5 6- 3195 

工 場

営業所 東京都新宿区西新宿7丁目 7帯26号( ワコ 一新宿プラザ8 F ) T E L  0 3 - 366 - 2616 

Ｒ Ｉ 主 ＱＧｾ

| 坊水層と模様層からなり、防水層は一定の厚

みで施工し、その上に模様づけをする 。

3)仕上材 ( トップコート )

主材を保護し、色彩をつける 。

なお、塗 11莫の構成は図 1 に示し、標準工程

を図 - 2 に示す。

・ 使用上の注意事項

1  )  ｾＱｩｩ 性系 ｬ 次付材は、外壁面に塗膜防水を施工

するという見方ができるため、パラペ ッ ト廻

りなどの納まりについては塗 11莫の哀商に水が

入らないように施工する 。

2)改修工事については旧主主棋の調査後、下地

の処理、調整を十分に行う 。

3)下地の乾燥は十分に行う 。

・ 施工実績

セブンウオールは昭和48年に施工始めて、新

築、改修などで700物件を数え、官公庁建物、

一般ヒ、ル共同住宅など広い範囲に施工実績を

持つ。

表 - 2  セブ ンウオ ールの性能

試 監 項 目 試 験 結 果 試 験 方 法 的 概 要 直用組柿

耐( ) fl 割 il 性

I ) {}制11認めら 3m/虹円坑臨時Bで乾離してらひ

J ISA6910  

Il t  ぴ割れを生 ヒないこと

下地町詑tll .aめ

ま曲岨扮く研Y世眠を植用 LI討U5曲

耐 ｲ ｦ ｾ ft 刊!

均i l f

田町官附こより 、下地カf露出 L Jj ' J I SA69l0  

いこと

H  標 準 北 睦 Ｑｏ ＮＴｾｧ ｦ＠ /'" 7kgj /叫1上

刑日 世 水 1量
7.6kgf 六百 5kgf/<m' 以上水 '1' 控:nl O日間

5kgf/ cぜ以 l J fSA6910 

?山地LI五 8.7kgf /'何 木に1瞬 間 20'(; 3時間

50'(; 3時間 10サイクル

暴露4 ヶ月桂 15.7kgf/ぽ 屋外暴露

珪 水 性 omt 

O.5mt 以下 2羽田町水圧をかけ

J f SA6910  

24時間怯制定

耐 怯

性 向叫時間異常よZ

め句Il f

IVS型耐世話駐聞による

モ ル P ル

9.3kg/3cm 

(玉村崎明)

下

9.3kg/ 3cm 

地 R C  

[主材時現) 幅 羽 岡

1十

9.3kg/ 3cm il 扱速度 50四/皿

J  ISA5754 

前 p C  

(主村前壇)

性

5.2kg/3c. 

A  L  C  

唖体苦闘腕墳

貯 蔵 安 定 性 異常詑均均11f Ｑ 車滞状態てＮｾヶ月以 上 安定吉ニと

仕 七 村

ｾ Ｈ ト γ プコト Ｉ

マ 。 . . 仁 、ーι - f i i fi苦情1

士一一一|坊水府j

• .グf--J f: ぷ グ ¥ ー下 側( シーラー )

図 - 1 セブンウオールの塗膜権威

表ー1 セブン ウオ ールの物性

項 目 条 件 試験時極度 試験結果 把理i f ， 件 等

需 担 理 ー20'(; l∞ %  

持 処 理 初℃ 3∞ %  

構 処 理 60'(; 112%  

伸 び 車アルカリ 毘理 20'(; 280%  水16制8時ヒ間カl ルン ユーム制 1m誼

水 処 理 20'(; 290% 80'(; 168時間

lIi 外融E 理 20'(; 280% ¥VS型耐眠試験慢2叩時間

加 熱処 理 20'(; 290% 

揖 畢 理 - 20'(; 50kg/<m' 

主歪捉 理 20'(; Il kg/<m' 

屠 拒 理 60'(; 7  kgi 世

引 盟 強 lE アルカ 'Ij!理 20'(; 12kg/<m' 
水16鍛E時fヒ間カルンユ ム飽和i8証

水 匙 理 20'(; 13kg/<m' 80'(; 168時間

紫外報処理 20'(; 12kg/<m' WS型耐院試験慣2却時r.lJ

加熱拒 理 20'(; 12kg!<佃

慎 思 理 - 20'(; 22kg/'冊

引割強 ｉ ｾ 揺 担 理 20'(; IOkg/帽

盗 品 理 印℃ 7  kg/<m' 

目。%伸び時町応力 包 処 理 20'(; 8kg/<m' 

ゼロスパンテンション

試験によりピノホール

下地 Ｈｾ 裂追従性 量 担 理 20'(; 同 xs..

尭生時的仲良帳

臨厚 l 醐

幅 100叩

引ｾ，速度 Ｕ［ ＮＱＱＱ Ｏ Ｑ田

J  ISA6021に準ずる 7 ンベル 2号植用 王H セブンウ巧ール 1皿厚さ

表- 3 アクリルゴム系弾性吹付材(セブ ンウオール)

と他吹付材 との品質比較

i収付村町州政 セ セ

砂明1令t  

?二主祭附十政民

4i 4J 7  7  
ノ

( メ

議

(  ノ セー/  

il  収I 首脂i  

セメ0/  砂LトＱＡ ｾ Ｚ＠ ノfr lf草， l  

セ ル

;;:; f.I エ
7  ゴ

世HRj  材 7

J レ

ンft

一〆 ム

14t  

ス吹
主.' H

7f，材 ウ 呆

そ' 4it4  

。i レ
18R  E  l k R  

7 f41 
y 吹f.I 

y  ン

fhA t  iF  μ  
ノ ヨ Jレ 刊

品1'i 耳i EI
ニ 村

コ

) ン - り、

F IJ也且のl;tひでυ1き明i l

に る

×  ×  ×  ×  ×  。

機 FJ 也と の i &"vr刊 ι  。 。 。 。 。

自f ア ル カ リ 刊 。 。 。 。 。 。

.. 1  水 f l' 1  @  。 。 。 。 。

官g I  .. 1  11，; f l  ム 。 A  。 。 。

itr 胞が温水しむい ×  D. 4  。 。 。

ｾｉｔ ザイ ノ 円 多 様刊 D. 。 6  。 。 。

組 flJ J L に く い A  ム A  。 。 。

'(i 'l t  il ( ，¥刊 。 。 。 。 。 。

符

H  ?丹 刊 。 。 。 。 A  ム

i円

ノノテナ ノスの在品性 A  A  A  。 。 。

刊

施 二仁 刊 O 。 。 。 A  。

ｒｉ 刊 ｀ｾ ｉＧ 世 ｏｾ 良 品 ］ 可 ｘ ｾ 劣

図 - 2 セブンウオールの標準工程

建材委員/ 尾松一夫 ((倒k l HI l 判1: 往築工務部 )



破片が粒状になる、

より安全なガラスで言、

ご存知のように、普通の板ガラスは、害1] れると破片が鋭いナイフの

ようになります二そして、このナイフ状の破片によって、ガラスの事故

が大きくなりますユホームテンパ は、強度を増すとともに、破片の性状

を変え、安全性を大きく向上した、新しい窓ガラスで七身体をぶ

つけるなど、大きなカが加わって、万一割れた場合でも、破片は

細かく粒状になり、普通の板ガラスにくらべると、ケガが小さくてす

みますL米国では、安全性の商から、ガラスの割れ方に対して、政

府や団体が安全基準をつくり、厳しし、粂件をつけていますが、ホ

ームテンノマは、この粂件をも十分に満足する性能をもっています。

割れにくいガラスです。

ホームテンパは、同じ厚みの普通の板ガラスにくら べて、平均で

3倍から5倍の静的強度がありま1九ガラスに関係した大ケガは、

ほとんどがガラスの破損によって起こりま1九ホームテンバは衝撃

に強く割れにくいので、それだけ安全性が向上していま1九

eie，旭硝子株式会社

ズ

ザ

州

任

、
炉

ヲ

，ス

》

Y

け

刊

ト

。

(ア

n

u

n

u

u
r

4
-
-

喧『，-

ハ

美

M

社宅用4 ミ1)閥 均

ハー ドガー ドのケースロック

美租ロッ? M Mシリーズ、

ベストマッチンヌMI WA。

聞く、閉じる、守る- ドアの持つこの機能は、ドアまわり製品をパランスよく組合わせてはじめ

て万全といえます。たとえば、クローザと ロック。 ドアを知りつくした MI WAなら、ク 口ーザの閉

め力とラッチボル卜の閉まり力がベストマッチング。同一メーカーならではの機能を手にすること

ができま士一また、後々のメンテナンスもなにかと便利です。

本社 ンヨーJ レーム 都 営 三回線芝公園駅下車5分、赤羽橋際. . ，ウタロク，且 -A ハガキに本a r. ご記入のうえぶ社総務部へ.

- 暮らしに安全をお届けする一一一一

美 租 日' Y?

美 和 ロヲヲ4章 式 会 組 ⑤10S 東京都品区芝3'1・12 Q (03)' S2' SSSI (代現 }

宜底 名古車/ 大 阪/ 福岡 宮護所 札 幌/ 仙台/ 構浜/ 金沢/ 広島/ 高位

* 沖縄費朝高金 製 造元 糞 組 ロヲヲ工 事 崎 武e U
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革命 200周年記念事業のーっとして、ミ ッテラン

大統領が矧げた 、パリ新オペラハウス計画は帆民

衆に 聞かれた最新設備 のオペラ ν を目標に 、20世

紀の建築と 都市計画の粋を結集するというもので

ある 。-t!!: 界各国から 、744点の応募があり 、今-t!!:紀

最大級の図l際コンペとな った。プ ログラムは詳細

二L

ニュース原稿をお送りください.

パリ・新オペラハウス国際コンペ入賞

鹿 島 建 設 、 竹 中 工 務 庖 に 優 秀 賞

かつ綾雑で最新の舞台機鱗をもっ2 ，Ｗ ＰＰＱｦｬｾ のオペラ劇場と Ｑ ， ＵＰＰ 席の実験劇

場を 中心とする 90，000げの複合建築物てある 。パスチューユオペラ委員会

による審査の結来、最優秀案 6 /i， ( フラン ス 3 点、カナダ l 点 、香港 l 点、

イギリス l 点 ) 、優秀案11点、佳作25点が選ばれ 、鹿島建設建築設計部およ

び竹中工務応設計部の各グループが優秀賞を受賞した 。

鹿 島 建 設 建 築 設 計 部 グ ル ー プ

そのコンセプトは、ロビー回廊を円弧状に張り出

し、オペラの持つ華やかな夜の寡聞気をパステュ

ーユ広場に浮かび上らせると同時に、運河前庭に

掛け波されたデ ッキからオペラの余制と共に 、セ

ーヌと広場の二方向の眺望を楽しめる 演出を行っ

ている。

竹 中 工 務 庖 設 計 部 グ ル ー プ

デザイン特徴は、スタジオ、楽屋、職只のオフィ

スなど、オペラを支える人々を乗せて空中に浮か

ぶ諸施設、理ie: !的な舞台運営を可能にするために

配遣された妹台群上部の民衆に Il f. Jかれたオペラの

広場 、パステューユ広場とつなが った立体的な散

策道の 3 つの杢間的アイディアが生かされた 。

|東海だより :[

東海市に建築主事が設置された

東海市は、 58年 10月 1 日から建築基準法第97条の

2  ｾＱ Ｑ 墳にもとづき、建築主与を設ￌｬｬし、限定特

定行政庁として、建築 ｾｴ｜ Ｇ ，法に法づく 次の事務を

行なうこととな った。

( 1 ) 建築基準法にもと づく 事務

・4 号建築物等の偽記、事務

・仮設建築物の主II 築許可

・団地認定

(2) 宅地造成等m，il;IJ 法にもとづく事務

・宅地造成工事の許可等

(3) 住宅金融公Fl ，法にもとつ くれ務 ( 4 号に関する

ものに| 浪る)

・団地住宅の設計得任 ・現場務査

・団地住宅( 雇用促進) の設計務省、現場審査

・似人住宅、住宅改良の設計審袋、現場務: &

下水道未整備区域のし原浄化槽の設置

要領の制定

20 挫築と叫全/ 198351' 1111号

名古 ｾ 市小規模ｬＧｊ Ｑ 水 ｩＧＨＮ 化対策 Ｑ 立ひ ｅＱ 栄養化 ｉｗ 止対

策推進要綱の施行にともない、前記の要領が定め

られた 。

設置t要領

1 指導方針 : 対象区域に 51人科lj 以上のし尿行{ . 化f111

を設置iする場合には、し尿と生活対i朝一水の手半{ j j'処

理方式とするよう指導する 。た だし、対象区域と

は下水処理区域となるのに 相当期間( おおむね 5

年以上 ) 必要な区域とする 。

当該区域は主に次のとおりである。

l 北 区 ー庄内川以北

2 西 区一・・庄内川以北

3  _  '-1'川区 …ー 庄内川以西

Ｔ Ｎ Ｈｾ＠ 区 ・ 庄内川以西および港湾地区

5 ギ「山区 - ー官級および志段 l床地区

6 緑 区 ーー 有松町

Ｒ 分 Ｑ ｛Ｑ ｟ＧｊｾＺＨｴｩ 建築ｾｊｩ準法にもとづく ｦｬＧ 消の場令は

ｩＡＡ［ｾｽ， 二 ｪ において、 ｬｾｴ 事長物の処 Ｍ Ｐ｛及ひ Ｇｩ ，刊 ￥Ｇ こｼ刻する

法律にもとづ〈伺ｬｊ｟ｾの場合は術生局において、作

々の J旦当課がす¥1 による指導を行なう 。

111 - .  

その他

共同住宅等の共同部分に面して設ける

壁掛型ガス給湯器等の設置基準

カス給湯tt をilli 総経路となる共用部分に而して設

置することについて、火災防止条例釦 5 条第 P i'i

第 4 号の J此定及び I削;;l j J有設やm等ーの特W'J をi直則する

共同住宅等の ｊ 品いのｾｊｩｩ｟｜ Ｂ 等の而から 、 次のとおり

安全性が倣保されたものに限 1) 、その設55' が認め

られることになった。

Ｈ Ｑ Ｉ ガス給 ｩｾｪ 総の ｆ 別式

共和] 住宅等の共阿部分 ( 以下 i MIHi l l 分」という。)

に面して設けるガス給湯慌の111式には、! 笠舟ト21gj と

1J.i i置引がある。また、取付け場所により屋内引と

屋外引に区分される 。

Ｒ ガス給湯ｾ の燃焼 ｨ 式

Ｓ 設 ｴ￹ｾ 場所の条ｦＧ ｬ

4 設fil 上の )，Hζ' ro; m

，5 その他 ( 作師長 )



読者の頁

ア メ リ カ 建 築 巡 礼 記 そ の 11 こうして凡た目には美しい砂以も、いざ住むとな

タリアセン・ウエスト (S cottsdale，Ari zona) ると、なかなか大変らしい 。 ポツネンと砂泌の其

中に立って見るとよくわかるのだが、まず身の寄

小 竹 達 也/ 昭和設計

り所がないのである 。問万八万だだ っ広い釜山] に

タリアセン ・ウエストはアリゾナ州、フェニ ック

ス近くの砂浜の中に建てられた 、フランク ・ロイ

ド ライトの冬の別邸+ スタジオである 。 この建

築について語る時、まず最初に砂i兵の美しさにつ

いて語らねばならない 。

私が干 ｾｊ めて砂淡を自にしたのは、ロスアンジェル

スを真夜中に発したパスの中からであ った。夜が

白み始め、地平線の彼方に薄日月が現われる頃、パ

スの窓際を人の背ほどもあるサボテンが通り過ぎ

て行くのがわかる 。 それは西部劇などで見たその

ままの形で、自分が今砂漠の中を走 っているのだ

なと実感させる 。やがて地平総の向こうの山々に

朝の太陽の光が当たる 。 それは黄金色に線〈山の

姿となって現われる 。2Eの色も五1/ 々と変わり、最

初は濃い箆色だったのが紫から緑、そして燈から

亦さらになへと一瞬一瞬見事な色彩の変化を凡せ

て推移して行〈 。やがて我々の行く i互の周りに広

大な広がりが認められる 。 砂 Ｑ 失の ｾｕＯ である 。 それ

は{沙淡という大自然の見せるもっともドラ 7 チ ン

クな l瞬間 lこjs いない 。

沖縄の庭園

み や ら ど ん ち

ょせの 3 宮 良 殿 内 ・ 石 垣 邸 庭 園

( J此終1<'1 )

飛田範夫 Ｏ ｽｉｾ Ｑｬｊ胞 ｬ 咽研究所

石ころやサボテンが転がっているだけで、一体何

を法ヰfil こ人は行動を起こしたらよいのか困るので

ある 。 それに対して建築は、人! 日lにまずその身を

置く空間l を提供する 。 同時にそれは外敵より身を

守るシェルターともなりうる 。 さらにそれは人間

の生活行為の妹台となり、純然たる向然とは別の

性絡を持 っ た人為的ｾＯＱ ＱＯ として成立する 。

しかるにその成立の仕方には少なくとも二つある 。

第ーは、j Cl/ えば砂泌にニューヨークの高層アハー

トの一室の如1き空間l を築くことである 。 その一室

はまさに現代都市の生活空間l とidentical なもので

あっても、外部環境とのi基/ i ! 主性は皆無である 。民

一つ附てて、内部 ( 人間環境) と外部( 門然環J克)

とは見目 ｉ ｾｴ こ断ち切られていると言えよう 。

それに対し? f ' ; 二は前者とは逆である 。つまり内部

と外部とを調和的に結びつけて、人Ｏｪ｜ｪｾｲＺ｜Ｑを ｦ ｬ 然

の中に目在{ 示することである 。 それは人 IJij の秋! ずと

FI 然の法J l i / を対立させ、どちらかー ) j に従うので

はなく、両者を包折し、総合化した新しい場を仕

にもっとも f見密化された内剖iにおいても 、あるい

は 自然と桜する建物周囲の空間においても 、 自然

の忠、づかいが1mえ、かつ人 間の場としての秩序が

行き波っているを 11¥/ として出現していると言えよ

7 。

これはＭｾの建物を作るという以上に 、 砂お し い

うhost ile なE;;i 境の中に創造された、新た右 人間!

の生存可能な関与:u と11' [' ｟［ｾ＠ ) j が適当かもしれない。

そうした環境の総体こそがこのタリアセン ・ウエ

ストなのである 。

ilj l*:u.4S: ):ij ばかりでなく、湖; 草:jj rli から 400knl ほど出lr.

i L た石垣向にも全! 玉| 的に兄ても l 級 1171 と兄られる

庭問が存イl' している 。下{ 良殿内と石上! : I 邸庭 l羽であ

宮良殿内庭園 石垣邸庭園

11 1.. .:. < じ

『築山民 .i1t fi ;J にi/' ，¥J ] 在されている京日II -，/qiil;!c似j 持 から、城/ i :/ 税主上がこの品王国をつく ったのではな

る。 院の庭問図に門;1似している正する人もある 。一 凡 いかと言われている 。 i ;i'JL' .L:上」 という身分から

宮良殿内は官良家 8 世当泌が1819年に広良一慌を したところ石灰岩のQ : ; r i を使用していることから、 すると航木職人ではなく、 f f，

領することにな った時に造営したと伝えられるも

ど ん ら

ので、 「殿内」の j形態を伝える tt 重な i立総として

悶の重要文化財に指定されている 。庭園は主屋米

11!1/の l 番座( l E 室 ) の前! f 1 i につくられていて、 l(fi

.h't は 10 0 mほとの小規絞るものである 。左手 l九に

築山を設け、1 - ，lj 沌およびf，l j i J IUl をつくり、 '1'*と

布手に小さな; r i 怖を架けている 。 Jf3の t では右丁ー

の紙から占，下の築山まで ｊ ｪ［、けるように ｊｉｾ ［ｲ￯ やイ Ｑ 段

もinかれているが、こうした予法が庭 1>11全体をま

とめると共に実際よリも広〈感じさせるようにな

っている このために ｾＧ￹［ にあるサンゴイ Ｗ 灰岩を

JTJ いて築山には半行を数多く似え、，/ ，央イ i怖のイ7

千には大石を世いて，ぶ |たなものとしている 。 この

M閑の全体構成は 1735年に刊行された北村J去作の

，/ ，凶の太i却lイ7を平1/則している庭 1¥11にWl l Aしている

と感じられるのだが、 ｾｲｩ をイ ｬ 灰でつないでないと

いう点て酬は日本的なのである 。 日本の ＺｪＨｾ 科を Ｇ［ｾｬ <  

受けていることは雄物前に手水鉢を泣いているこ

とからも的認される 。

このは良殿内庭図と ｪ 形態が ｾ Ｑ Ｇ Ｑ［Ｇ［ によく似ているも

のに行垣正I i 庭 1>11がある 。 この峰 l車l も主Li の点 lli1/に

位世していて、やはりサンコγ l灰岩を汗l いて築山

のイ i i: ll を築き、1- ，l j i J IUl をつくり、 <1'央に :?i 紛を先日

けているというように山良 ｬ 段内とま っ たく同じ ｎｾ

成にな っているが、 [i li+!'tが1，'，' j! i : くあるためにー1M

剣 h'd: f，lj山水底"'1とな っている 。石垣家にはJii lii
ぺーち J，

税' ム，: _ / - ，から石川氏 tll 先の大浜名Q' _D /二にあてた 『底

作不在r，IU という作品主 l問符 " ｾ Ｚが伐されていること

がらも嵯J i : /I趣味を持 っていた人物て" あ ったと忽像

される 。

手( 良股|人l も石垣1111縫聞もサンゴ石灰岩を用いてい

るために中国 ｬ Ａｬｩｾに見えるが、｛Ｑ Ｑ 司庭図とも手水鉢を

雄物前に ＵＲ いていることから日本の ［ｪｾｾ 科が ｩ［ｲｴｩ か っ

たことがわかる 。 しかし、石組の迫力は '/1図庭図

の :;Hや! ; があ ったように思えてならない 。 日本と 中

l主lの作庭技術を導入しながらも、 1' 1' 純独 nの庭悶

様式をつくリあげたのがこの庭園であ ったのでは

なし、だろうか。

ffr[B)U二 ["1は政治的には日本と '/' 1];/ の以同となって

いたが、 nl ，j文化を fi 'i極的に l収入れることによって

1'/ '純文化を附.立していこうとしていたのではない

かと、 1'/ '品lUの佐 [，11をはては 思 うのである 。

挫築と社会/ 1983年 11 月号 21 



[  医療の向上に奉住する ｗｾｉ＠ Q，' ;1，':1 [11'): ｾ＠ I  :l811 

22 

1947年以来，病院用ベッドづくり一筋の歴史が全科に応用できるスタンダードベッドを開発。

K A・7 0 0 シリーズ， 20機種の豊富なバリエーションで、新登場です。

K A・7 6 7 電動式リモートコントロールベッド

直二E |オプシヨンi

- 背上け‘ ・膝上げは電動 ハイローは新開発の足踏油圧 ・KE - 2 8 3 キルティングスプリングマ ッ トレス (難燃)

- 西独テンテキャスタ - rt 125mmトータルロ ック付

・ベッ ド移動がより楽に行なえるグリ ッフ.付ヘ ッド、フ ットボード

木部はポリエステル化粧板張り

・粉体塗装・ 鋼板絞 りボトム

• KF - 5 1 3 ベ ッ ドサイドキャビネ ッ 卜

・K ι 2 6 0 ベ ッ ドサイドテ ーブル

. K A・3 8 回転式ベッ ドサイドレール ( K A・7 0 0 シリ ー ズ専用 )

・K C- 5 7 イルリガー トル掛金具

• K C- 6 3  氷のう吊金具

• K D- 4 0 1 小椅子

マy 卜レスカバーは弊祉の製品には含まれておリません。

みなさまにご満足していただけるよう各地の支后・営業所にショールームを設けてあります。

本 社 干 136 東 京 都 江 東 区 東 砂 2 丁 目 14 番 5 号

まま ( 03 ) 648ー 11  1  1  ( 大 代 ) F AX( 03 ) 648 ー 1110

大 阪 支 l苫 干 550 大 阪 市 西 区 土 佐 沼 2 丁 目 3 番 目号

合 ( 06 ) 443- 8791 附 FAX( 06) 443 - 8796

九 州 支 庖 〒 8 1卜 02 福 岡 市東 区 大字 上 和 白 9 15番 l 号

合 ( 092 ) 606 - 3561 附 FAX( 092 ) 606 - 3564 

名 古屋 支 l苫 〒 454 名 古屋 市 中 川 区 玉 船田r 3 丁 目 l 番 2号

f i ( 052) 661 - 3111 附 FAX( 052 ) 661 - 3115 

広 島 支 庖 〒 733 広 島 市 西 区 機 川 町 3 丁 目 8 番 5 号

公 ( 082 ) 293 - 1311 附 F AX ( 082) 293 ー 1393

本 郷 営 業 所 〒 川 3 東 京 都 文 京 区 湯 島 2 丁 目 4 番 8 号

合 ( 03 ) 8  1  5  - 33 1  1附

鹿 児 島 営業 所 干 892 鹿 児 島 市 川 上 町 2 7 5 0 番 地 10号

合 ( 0992 ) 44 - 381 1附

脚 fラマウ ント 仙 台 〒 983 仙 台 市 在日田r 2 丁 目 3 番 地 の 3

合 ( 0222 ) 99- 5211 附 F AX ( 0222 ) 99- 5217 

パラマウ ント札拐鮒 〒 060 札 幌 市 中 央 区 南 2条 西 13丁 目 318番 11 号

公 ( 011 ) 271 - 1181 附 FAX ( 011 ) 271- 7282 

木 村 寝 台 工 業 株 式 会 社



設計者のプロフィール 16 関 西 の 昭 和 生 ま れ の 建 鯨 I

辻野純徳
浦辺建築事務所

聞き手 ・編集委員 松 村 孝 治 ( 東 畑 建 築 事 務 所 )

プ ロ フィ ー ル撮 影 島 修一 ( S TUDI O A ・T )

略 歴 つじのよしのり

l 生 年 月 日 昭 和 9 年 7 月13 B  ( 49歳) :  1刻 i長 し た 日本建築学会食 ( 倉敷IJI 際

i 出 身 地 香 川 県 高 松 市 j お も な 受 賞 ホ テ ル 凶64/ 合救アイピ

最 終 学 医 大 阪 大 学 工 学 部 情 築 工 学 外 ， - ，スクェ 7 ー 1974)  

建築コース昭和32年卒業 :  毎日出版文化合 ( 日本民家

職 場 制i辺建築事務所取締役 :  集ふるさとのすまい ・1962)
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職 日本病院設備協会理!ιlL :  

戦 争l' 奈川県立1 i -J!盛大学校必師;

倉 敷 中 央病 院

1議野亦卜字病院( 武雌! hl il

アイピースクェアー ( ft 敷市 )

石井記念愛染問( 大阪市 )

武 蔵 野 赤十 字病 院

病院の空間化、空間の身体性

「主主築は 、マスタープランと机ざわり が大切J と語る 。代表作の一

つ「倉敷中央病院j を見ると、この言葉のもつ意味が、ずしりと響

〈。大原係三郎創設の、この病院の用改築計画に当つては、 60年前

( 大正12年 ) の病院設立主旨に立脚し、病院の管理 ・運営 ・機能の

検討を断まえた上で、 50年後の改築をも展望して、マスタープラン

を払い、たという 。マスター プランとは、綴をf さの 中の壮大なロマン

ではないかとさえ感じさせる 。 さらに、創立当初J より忠者 ・職只な

どに視しまれてきた温室を、病院のランドマークとして、建築化し、

病院というより市民のだ! いの坊を創りだした 。病院という機械的な

佳築に、これだけの暖かさを l吹き込んだのは、氏が初めてではなか

ろうか。 この l段かさの演出は、創立H与のl手やガラス、瓦、 !!¥1 r別総H

などの再使用のうまさと、新らしく巡った行、タイル、木製品、主主

壁、あるいは床の脱様一つにも、手のぬくもりを残していることで

俗mされている 。訪れた人々は、まさにつIJL ざわり" の良さに圧倒

される 。学生 11寺代から、大阪 l ( 長協会に所以し、ほんとうの立l床の

民芸品や、民家を凡て歩き、本物の良さを充分に知り尽した人なら

ではの Ｒｾ I::WIJ りである 。 [ " 予算のない主主きたの場合でも 小さなとこ ろ

でよいから木物を用意したい」と諸る 。中学 2 年のとき読んだ、ブル

ーノ タウトの「日本美の再発 見」に強〈拶科され、さらに、大学

3 年のときの材料学講師 - 浦辺飢太郎氏との出合いを経て、民芸と

古，悠Zたが、門分の中でつねに一緒に ili1J き、働きかけてきたという 。

ヨーロ ッパの病院を視察したとき 、 「ホテルは日本も優れているが、

病院は、日本のものに生活感がないことを焔! 古した Jor日本のホテ

ルは非常に小さなことでも、配層、されているし、問題カ、あれば フ

ォローしていく体制にな っている」と、ホテル設計の経験からの言

葉も飛出す。 そこで病院設計に当 って、ホテル同様、病院内で行な

われる行為のすべてを挙げていき、設計に係ちがないかをチェ ック

していった 。この方式は玉野市民病院がスタートであったという 。

さらに医療そのものに関しては、病院ill 築と病院管理は表恭一体で

あると、管理 ・運営 経営に王るまで関わりを求め、解からなけれ

ば、他の病院に教えを請し、に ｊｉｾ び、あるいは見学したと、エネルギ

ッシュな行動の一宮11 を披認する 。 したが って、今でも「どんなもの

を見ても必ず勉強になる」という 。 rWIJ えば、壁の汚れが陥ければ、

なにかが足りないと与え、摘みが円? ? いところはよく{ 変われているこ

とが解る 。 また、あるべき姿でなく廊下にものが出ているのは、設

百十時のツメが足りない Jo [" 設計のやり っ放しはダメで、設計で忽! 定

したもの (仮 説) と、現笑の使われ万 ( 実像) をつねにチェ ックし、

追いがあれは¥その原 1;1; 1を見定める Jo r仮説と笑像の 2 草Lj: しをな

くしたい J と、設計の細やかさの位、訣を諮る 。若い人には、 「絶え

ず向分の物差をもち、 iWJ リ、つねにものことにハングリーでなけれ

ば、なにをみても見ていないことになる」と厳しいが、説得力のあ

る言業が返 ってきた 。

浦辺 WJ1太郎氏とは、付 H免10時過ぎまで、スケ ッチを前に怜l し、令い、

その rl" でさまざまなことを教えられ、そのスケ ッチを翌朝! までに泊

三i したと、昔を諮る 。その 中で、体験としての実寸法と、光と |訟で寸

法以上のひろがりを f:} る吋! ' ! 川以生! 日J" などを教わったという 。 rは

じめは、 子供の地設をやりたか った」その保育所や幼純図の設計で

も、 ー 子供の自のｾＮｾさから見たｊｦ ｬ 祭、 ｊＧ 法との追いがあり、頭で造 っ て

はいけない 。 自で見た空間l を自IJ らなけれは・と、その具体例をあげる 。

念倣 中央病院の ilii 室の両 mlJ の80 mにも及ぶ廊下が、まったくその長

さを感じさせないのも明暗と広がりを織りまぜた、計n され尽した

手法によるものである 。

紙野佳人 ・来孝光 ・山崎泰孝名氏などとのホチェ γ クの会H 結成、

京都タワー計四反対運動などに注ぎこまれた緩まじいエネルギーが、

いま病院建築を通して燃え盛っている! さがある 。 r浦辺鋲太郎とア

ソシエイツですJ と断わるが、武Ji' ，jt'J!f'亦十' { : 病院の設計において、

有武泰水日本病院建築協会会長に、 [" .lt ' I H ' 君が針ーなら」といわせ

しめたこの人に、関西病院建築のリーターの一人としてかかる期待

は大きい。 rl英Hmの病院は、なんとか関西の手でと … … j と諮る辻

世f 氏のギョロ ッとした日が- JI舜光って、もとのやさしさに戻 った。

〔 次号ー の ｻｾￌＺ持者は必ｻ弗千氏 Ｈ 京ｲＮ ｾｩｬｬ 築。 ｊ ｾ 務所 Ｉ )  
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あふ

病院は表情に溢れていた

一一倉敷中央病院を見て一 一

か ね

いつの頃からか、病院は硬質てゆ! t F . 機質、 r困い

会

た↑ !日it を人前に l晒らすようにな っ て き た 。 輪

郭 だ け が や た ら と 自 に つ い て 、 そ れ で い て 記

憶も iえい 。 いずこも| 百l じ、周辺の尺 j立ーからひ

とつ外れて、 場逃い な ｪ 札Ｉ［Ｈを各 地に 生み ＱＱｾ し

てきた 。 外 も外ならば 内 もまた 、 皆同じ ｾ Ａ Ｇ ｦ［ ＧＱ 主

将 な 表!宵 に 阻 ま れ て 身 の 也 き 場 所 もない 。 *

り すがるＡ志 内ｾＡ も遠のいてよ Ｎｴ ａ ｜ＧＮ なほどにＧ ，ＧＧｦ Ｑ［ Ｈ も

打ーち ii'f され、取り付 くJ:-，J もない 。キiHl i : な! fi}J ，き

あ ね た ど

グ) ，." で l土11' ( の 白 さ だ け か ¥ た だ 11主しげであり、

それが¥1 佐一、誇らしげに 比 え る と い う 、 焦 燥

<'  

に も 近 い 印 象 を 人 に 与 え て き た 。病 め る 者 の

'  .. ' k  

生理! は: i u . いやられ、 ?fi す手? の論理! に取 って 変

おし勺ぷ

わる、やがて造るものの感' 陀などは圧泌され

る と い う 、 病 院 の 、 あ る い は JJ J . : I 止の，佳築の車!ri

図 が で き あ が ってきた 。

*  *  *  

場所の峰、作 ｾＡ とでも ＱＱ 乎んだら必切か＿ その 1ii 'j

院はさ註 11¥j の ，t，に 峨 か な 人 の j斗づ か い を 恢 似 し

ていた 。

外 か らμ れ ば 、す っかりと 色 を抗した大正. 1 C

ぁ.、

の符 色 が ｴｲￆ ｪＨの ｉｉｉｔ Ｚ［ｊ ｊ ｾ みにうち熔けて、しかし 、
ｊＺ ｾ￰ ｬＮ＠

また 別 の 鮮 や か な 視 線 を 巡 り 山 している 。 j見

院 は 般 か に 広 大 で は あるが、 周辺を圧するブJ

がフィ y と?i ' i えて、それとは峰、じさせる. ｾ、 。 南

に配して 旧病 棟 が 二 つ 、|付の機能を更改し、

60年 Ijij の 姿 を と ど め て い る 。 1' 1' ｾたから北へか

け て は $ir しく、診? 拐で百円と、そi ' LにHUを11.5 くし

て 病棟 が立ち 、いずれも Ir I 病般から の料分を

伝 え て い る 。枕 界 は l五.f1{つ‘たいから 、処 物 の

愉立1¥に近い古1¥分の畿自iili 校 級 を 迫 い 、や が て 1m

口 ｬＧｩ ｬ ｬ のＩｩＧｩ ｊ ｪｬｬ や 、 Ｇ ｉ ｩ ｬＧの制 ｭｬ に及ぶ 。 似［ｲＺ ｊｾ の ｩ ｦ， ｕｌ

はより妙、流版に統flil J、HilJ 待11 、 操 作 され 、|百j ー

グコ リJ主I也内て凶車Jr In の ｪｪ ｾ ｦｦｾＧ￩Ｇｬｴ 七を Ｑｾ っ ている 。

むろん、その表的はなごやんで、やや古 ｈＡｾ な

欠を含む 。 病院に特イ了なあの病院長 ｌＺ さは ［ｩ ｦＮ ｾを

ひそめ、さりとて布11"1のホテルのように| 人j の

す べ て を 見 せ き って 、会t を 'J I くようなはしゃ

い だ ぷ 振 り も な い 。 !i ! J I くもなく、粍くもない、

ぜ い ひ "

Ｗｾｾ 々として ｉｾＮＧＨｴｾｾ なＡ面 ｈ ＭｲＮカぜある 。 Ｇ主ｾ告 ｅ さを ｪ 河 Ｚ ｪ ｊｪ ー

す る で も な く 、 誇 ら し げ な 村H械を身にまとう

わ け で も な い 。立l i lt 感を微妙な緊艇の上に。|主

せて、まかり! 日Ji 主え' ; f ; 企 ) j もない '1; 壬み、ある

いは ￆ みの ｾｊＺ Ｚｉへ、Ｏ高ち込むような危険性の ＧＱＧ

で 、 き っちりとそのポ↑ 141 をづ| きしめている 。

ぁ

H寺の if，cれに従って、ひたすら色総せ 、D 地をさ

ら し て い く 通常 の 雄 物 と は 災 な って、 H寺I/¥J の

. i l l みを次第に付け明していくような係がある 。

|刈に コ巨って 、 そ の 印 象 は い っそう特色をあら

わすことになる 。 1 < . 、関ホールに入れば、 I人.JI 柁

，ちか

は人の身体に近い部分で絡のタイルのＡ｜ｬ｜ｾｾＡを

比 せ 、 や が て 手 の 胤 か ぬ ところからは ( 1 くそ

の姿を変えて、 ｊｦ ｾ の特 色をあらわしている 。
あ か

ありふれた材質ながら床は、| 可じ花を基本に

Ml まれたノ ぞターンによ って、 JJ1:1放する笠 間 の
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加 藤 力

カ を ひ き 止 め て い る 。通 常 の 病 院 に 見 る 、 あ

の白い蛍光灯の光によって、 I¥IJ ¥々 ま で見す か

せ . " う

されるような空虚で絞' 夢とした! 瓜訟はない 。

病 院 は 白 で な く て は な ら ぬ と い うW慣の' PfHg，

もない 。 公 共 性 と い う 名 に あ ま え た 然 性絡 な

表 情も iWえ、光は低〈 、全体に存在い坊がよど

あ か

ん でい る。 これを 比 れ ば 病 院 の 色 は 続 で も か

ま わ ぬ 。 病 院 に は H刊さもよく似合う 。 ステン

"  
ドグラスカ、らのこもt L l場カミ、 }Aミのt必.j' ;r，の7T主It

が、はたまたが占とした! ! 日 lザl の 11汗さが、立ち

U の

並 ぶ 柱 の 素 材 の 怖 か さ が 、 そ し て 灰 か に 大 正

ひ ff.

ｊｾ ｉ の芸 ［ ｴ を伝える装飾が 、 空間にやわらかな吸

を 述 ん で 、 見 'F 、 象 徴 の カ を 強 め て い る 。 !志

向ｾＡの保証がじかに身に伝わ っ て、 「ああ、今

ここに在る」と 、思 わ ず 言 葉 を 発 す る よ う な

充 実 し た 知 党 の 統 合 の 時 が あ る 。

玄 関 ホ ー ル の 突 き 当 り 、 閉 じ た 空 I/¥J の街皮は、

そ の ま ま 大 出室へと続き 、 そ こ で一 斉 に 外に

向 って放たれる。 自IJ : l L当 H寺の 名伎 を と ど め た

ｩ Ａ ｬｉｾ 室は 、 今も変わらぬ 人 のＺｬＡｾ識を 一 心 にＭｬｬｩめ、

こ の 病 院 の 芯 を j移つく っている 。 市| 五| の刷物

が繁戊して、Ｚｲ ｉｊＺ し、誕の ｴＡｈ 液がｩＱｾじるのか、い

ささかじっと りとした温うえが身体に 触 れ 、 こ

10.' 

こは自然のうべに溢れている 。 ここにあ っては

人のざわめきも、動きも、 pl も 、 皆一 線 に 負

か ら 正 に '1去じて 、心良 い}j，' E宇It として ¥1. むり引; <。

い の ら

病 院 の 管 理 者 は FI <  [ ' 遊びのない設計は生命

u<包 L

も知い」。病 院 の FI、l 古11に 染 み ポ い た 宅 l花さは、

こ こ で は す っか り 姿 を 変 え 光 浴 し た 表 的 を み

せる 。 この Ｎ ，ｾ ｾｾ ｲｬｾｬ な立 Ｏ ｦ ｜ｪ のを' ，' )支 はある ;';11分 だ け

に集 中 し て い る の で は な い 。病 院のすべてに

波 って及び、括的に. i D . し流されるところがな

い 。延 lポ 5 刀、|ムヰとを腿す而 f，'1 な が ら 、 全 力 投

球、いずこも千を抜いた形跡、がない 。 さらに

また、住ITfiiJ 二の 操作だけで‘ 構築された跡もな

Ｎαｾ し

〈、どこそこにも iit るもの の 目差しと、 Jぷ1;1

と、熱芯! と、そして冷徹な技術とが行き j司い

ている 。 iiE るi品位に問、された見えぬ市11分 で の

取りk J lむ 姿 勢 と 、 問 題 の 克 服 に 代 や さ れ た

労 背 と に 、 た だl悦'''11の他はなし、 。 鋭し、観察が

一 つ の発氾!の 契 機 を 生 み 、失日IEの 11 をもって

調 布 に あ た る 。不布11令 と み れ ば 、 た ち ど こ ろ

に工夫に転じ、 'J'; 尖をも って; む 1)(1 を説く 。 村

り強〈周辺をにらみ、やがて; J . f : EJLす れ ば そ の

良 干与をみずから試す 。 こ の 絶 る こ と な い 経 験

の ぷ h' lカ ヘ あ ち こ ち に r'!1. ; とな ってJJl わ t して

いる 。 また、 一 つの手法が、さまざまな効よｾ・

と波紋を 11乎んでいる 。 WIJ えば、 111'11川* からの

rll い も の の 前 川 な ど が そ れ で あ る 。 . l : l ，、処具 、

Ｑ ｭ 明、あるいは山村が、創設 ｊｾｊ の安をその
ょ ん均' え M むの"

まに 、 1与び新しい: g : ｈｮ の ＧＱＧ で ｭＧｊ 、 ｬ 伺 ［ｪｴ ｾ 、感触、

そして fi i J よりも粁l や1' を詐f 1) f云えている 。 そt L

ば か り か 材 料 の ii'j 'i'i に も 役 立 って 、 住 築 コ ス

ト椛 iJi 主にもな って いると IJ ↑J <  0  i来ぷi hl : J.¥位、 長

い探史のＱＧ ＱＧ で ｩｬｬ 築を ＢＵ ｾ んでいる ところがある 。

さらに笠 I/¥J は統〈 。年 J/¥I Ji 千五一行の生命を m

か る 手 術J坊の光i it に 心 打 た れ 、 病 む も の の 心

.BJlを生" った 病 糠 の 処}' I! .に感じ、芝の必られて、

径 の，Wf がる W"kの l呈」ーに抜した新生 児とをに 納 fli

し、Ａ必 ｦｾ ｾＡ をそのまま宇品し、 内 部をリノ、ビリテ

- ; / ョン に 改 装 し た 111'11引点の手法に μ 人り、

や が て j泣後は大阪記念、ホールに行きぷ〈 。 こ

こに弔 って宅 川 の 象 徴 性 は い っ そう、 日l 下Jmを

きわめる 。 ｉｉι 枚、森 ｉｾｉ としたＺ，ＧｪＺＮｪｊ Ｑ Ｑ 気の 巾 て｜

あらたゲコてこれは "AJ ｉｾ 先て Ｔ あ っ たかと、たＡｾ ｉｾ 置を

111] し、1('ーす 。

*  *  *  

同々 ¥' 11，多な| 問題の解決を j自まられる病院処築

で 、 い か に し て こ の よ う な 常 川 の'信 j交を巡り

利 たか 、なとという 問 は今は注し見えよう 。

巡るも の の 途 )J' もないエ ネ ル ギ ー の 欣 i茎と↑ ff

熱の文えとが、今はもう氾! 保もつかなし、 。 泣

る過れ! の '1' でうまいシステムが治、んでいるわ

け で も あ る ま い 。 た だ 、 泣 る も の の 誠jh- 、

ｾ＠ 1  'うじん

そして Ｇｊ Ａｩ ｬ 似なキ Ｑ 仲 ＱＧ と ｉ ｾＧｊ 体とのイ ｆ イ ｬ φ が それを，ｻＧＢ ・

す のだろう か ?

、、 )J記長 と発展、、 この青葉ほど!弘1; を絡めて、

合みのあるコ袋はあるまし、 。 、、断絶と ｾｊ ＮｊｦＮＮ｜｜

が 背 中介 わ せ の "1' で、しかしイ，，) をι 、え践しれi

るか、そ の 伐となるものの必1 } ! ーなことは今日1、

い う ま で も あ る ま い 。

Ｈかとうっとも 以 ｭｬ ｬＮｾＧ 、微キ ＱＱ ).、，，，;: f  ｪ ，Ｚｉ ｾＧＱ＠ ｪ 立 ＿ ｦ ト，， ｾｦ ｲＮ ｊｉｊ 】



日本建築総合試験所だより

大型透湿測定装置

財団法人

建築壁{ 本等の防露計画を行うに| 祭しては、各材料の透混特性を匁l

る必要があるが、これは従来、カップ法、 2 利法等で iHl I定されるこ

とが多かった。しかし、これらの iflil 定法は試料商殺が 0 .1 m' 以下の

ものを対象にしている場合がほとんどで 材料の接合部や重ね合せ

昔日を含んだ形でレの iJli I定は困難である 。

そこで此の度、これらの接合部等を含んだ材料及び壁体の透湿特

性を islI 定て時きるように、超音波川l IRr . 1 f を使用した大型透混 if!i l定装置

を作製したのでその概略を紹介する 。

写真一 1 大型透湿測定装置外観

13- 度調節器 : 山武ハ ネウエル H615A1038

秤 メトラー上JJll C，! ! : 子天秤P C16、秤品 16kg、;fi'lJ支0. 1 g  

熱 屯 対 : C  - C  OO. 2mm 

jL: 度センサー : 両分チ111度センサー( シン エイヒ ューメント)

筒形送風機 . ナショナルエアーカーテン F Y - 0 9 E L D- A

試験装置及び試験方法概要

試験装笹は 図ー 1 及び写真一 1 に示すような鉄骨フレームの内側

にアクリル樹脂板を箱形に取付け、さらにその内表面にアルミシー

トを貼った断湿箱内に、超音波加 ｪｾ 号ｎＺとそのＧｴＧｴ註変化を ｩｦｬｩｬ 定するた

めの上皿屯子天秤をセットしたもので、これは恒温恒湿室( 第 4 熱

実験室) に設置されている。

断i，¥i fi自の内部は、湿度調節器により 1m湿器を O N、OF Fすること

によって、変動幅土 1%以内で所定の温度に剥節する こと ができ、

加湿量 ( = 試料の透湿量) は加担総全体の質祉を屯子天秤て、測定す

ることにより求めるようになっている。また、相対湿度の測定は正月

分子湿度センサー( アスマン通風乾湿計で較正) により行い、試験

{ 本両1H11の空気の水蒸気圧差を求め、これと透温量より透湿係数を計

算する 。

以上、試験装置等の慨婆を紹介しましたが、詳細については音 -

熱 . !(i } J 風圧試験室の十合、上回または小南までお問い合せ下さい。

2.  主要機器の仕様

加 j E 球・超音波加湿器 ( 三菱重工 S H - 4 6 GW)  

鉄1' tフレーム

アクリル板( 1 写 5 )  

内表i萄ア J レミ y ート貼

L  

。

司

自

×

O

司

自

一寸

温度センサ-

:〈一
超音波 ｉ ｊｬｬ ｩｾ ， ｾＣｩｩ

f 一 寸

上皿';IZイ・天秤

試験体取付l井l ロl"lJ i 900X900

。

白

山

，

[

スライドレギュレータ

図 ( -1 法 mm)

750 

装

ｾ＠

A  透型

1. 500 

置
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・営業u寺間 一三ド日 : 午 前 9 U寺~午後 5 時、土曜日 : 午前 9 U寺~正午

;1  大図 - 1



都市気球ｾｾ
都市のエアポケット: 公園

佐々木邦博

1  ラ ・ヴィレット公園 国際 コン ペ

昨年の夏から冬にかけてフランス政府主催

によるラ ・ヴィレ ッ ト公園国際コンペが行な

われた 。パリの下 町である 19区にあった屠殺

場と家畜市場が郊外に移転したのに伴い、跡

地とその付近を再開発しようとする計画の一

環である 。要求された点は第一 に21世紀の公

園の創造であり、ノ f リおよびこの地区に関す

る歴史 ・地理などを詳細に記したノ マンフレ ッ

トがコンペのプログラムに添えられてあ った。

全世界からの応募総数は 471 件にものぼり、

日本からの応募も 59件に達したという 。

現在ノマリ市内にある公園はそのほとんどが

100 年以上も前に造られている 。第二帝政期

( 1852ー70年 ) におけるナポレオン三世の統

治の下でセーヌ県知事に任命されたオスマン

がパ リの改造を手がけたが、このとき道路、

上 ・下水道とともに公園も整備されたのであ

る。パリの東西両端にあるヴアンセンヌの森

とブーローニュの森を改造する一方で、市内

においてはビュ ッ ト ・ショモン公園を新ョたに

建設し、モンソ一公園、モンスリ公園、シャ

ンゼリゼなどを整備した 。 この他に多くのス

クウェアを建設する予定だ ったというが、こ

れは一部たーけが建設されたにすぎない 。 この

ように現在見られる公園はほぼこの時期に建

設されるか整備され、現在にいた っている 。

ノf ンフレ ッ トにおいてもこの点が強調され

ていた 。現在ノ マリにある公園は 19世紀のもの

である、と 。 こうした背景から新しくつくら

れる公園には 21世紀の公園としてのあり方が

ｧｾＡ＠ < 求められていたのである 。 この 100 年聞

の都市の大きな変貌を考えると新しいタイプ

の公園が求められるのは当然のことであり、

論理的だと思えるのだが、はたしてそうだろ

うか 。19世紀の公園がこの 100 年間、激動の

100 年であ ったにもかかわらず存続し、たい

した改造も受けずに現在にいたり、さらにこ

れらの公園に対する不平 - 不満もそう聞かな

いということが気にかかるのである 。

もちろん量的な拡大はこの聞に| 随分と主張

されてきた 。はやくも 20世紀初頭にはユージ

ェンヌ ・エナールがノ ぞりとロンドンとの公園

26 建築と社会/ 1983年 II月号

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

8  ニューヨー クのマンハ y タンには、1858年に計画が決定されたセントラルハークがある 。横方向およそ 8  

o  800 メートル、縦方向およそ 4000メートルの細長い形をしているが、その広さは大阪でいえば長居公園 8  

0  の 5 倍である 。このセントラ J レパークは都心の公固としてニューヨークの人々の憩いの場とな っていた 0  

8  が、近年はだい・刊の状府変ってきたようて' ある 。都心地区の荒廃に伴い、夜ともなると入り込むと 8  

Q  安全が保障できない場所にな ってしま ったのである 。小説家の J ・ゴーテ' イは彼の小説のなかて'セント Q  

δ  ラJ レパークのなかに「毒蛇J を放 して みせた。市民の憩いの場所である公園は、夜だけではな く昼間に δ  

O  も危険な場所にな ってしま ったのである 。 o
0  

0  都市のなかで公園は緑地としての意味が一般には強調される 。都市公国にとってその緑地位はそれほど 0  

8  重要なのだろうか。公園は都市空間のな M 大きな空肘あり、 エアポケ y 卜なのではないだろうカ、。 8  

8  本稿は公闘がもつこうした性格について 、若干の議論を試みたものである 。 ( 鳴海邦碩) 8  

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

ピュット・ シヨ モン公自国 ( アル7 アンのプロムナード ド パリによる )

の面干nと配置の比較やフランス大革命以後の

都市の変化に傑jする考察に基づき公園の総面

積の拡大の必要性を激しく訴えていたのであ

る。 しかし、自に見える結果はなく今日にい

たっており、 100 年以上も前に造られた公図

はほとんど改造も受けていない 。

このラ・ヴィレ y ト公図はノ マリにおいて 100

年ぶりに現れる大規模な公園なのである 。21

世紀の公図の創造とはたいへんに興味をそそ

られる話だが、一方で 19世紀中葉に建設され

た公園が今でもかわりなく存続し、今でも何

のためらいもなく受容されていることもまた

驚きを感じさせる事実なのだ。 そしてこのこ

とが現在の公園のもつ特徴をかいま見せてい

るように思えるのである 。

2.  大阪、 中之島公園

朝 91待、中之島公因。橋の上では会社へ急

ぐ大勢の人々がせかせかと通り過ぎる 。公園

へと足を向ける人は見あたらない 。公図の中

では誰も歩いてはいない 。ベンチや芝の上に

寝そべ っている人、そしてゆっくりとタバコ

の煙を立ちのぼらせながら新聞の朝刊を広げ

て読んでいる老人が主役である 。陽射しが穏

やかに射し込み、ススメが11島いている 。 l;¥t l散

とし、問u，きが止ま っているようだ 。

1211寺。朝とは違う 。ベンチに腰かけ、話に

夢中にな っているグループ。 ウォークマンで

音楽を楽しみながら読書している少女。ゆっ

くりとマイペースで気の向くままに散歩して

いる老夫婦。周囲を全〈見ず、気にもとめず

に語り合 っている恋人たち 。弁当を広げ、談

笑しているクソレープ。ベンチや芝の上で寝そ

べ っている人。 中年のオジサンがジョギング

を始め、親子で来た婦人は子供を遊ぶままに

させてベンチに腰をおろして休み、あるいは

子供をせかして立ち去 って行く 。すべてが混

在している 。人々はばらばらなのであり、統

一性や規範とい ったものとも縁がない 。や っ

てきては自らの時間を過ごし、やがて立ち去

って行〈 。

311寺。ベンチに膝をかけて話をしている人

が多い 。子供と遊ぶ夫婦。高校生のグループ。

中年の婦人のグループ。若いアベ ック。坐っ

ていたり、ゆ っ くりと歩いていたり 。喫 茶J古

に餌をねだりにや ってくる稿。全体として畳

よりも動きが少なく、のんびりとした雰囲気

が漂う 。すべてがゆ っ くりと回転していく 。

611寺。夕暮れ。若いアベ ックが多い 。一人

では何かしら近寄りがたいムード 。怖の上で

は家路につくか酒場を目指す人々が通り過ぎ



ている 。

3  都市のエアポケ ッ ト

人々が通り過ぎ、たたずみ 、語り合い、く

つろぎ、たまには口論なども見かける、これ

が公園でよく見うけられる光崇であり、そし

て ｾ ｪ ｴ もが心の 中 で村ト成している公園のイメー

ジなのだろう 。一人であるいはグループで別

々にや って来て、それぞれが思い思いの時間

を過ごし、やがて立ち去 って行〈 。統一的な

つながりは見出せない。

公園はオフィスを収容しているビルが述な

っている地区ゃにぎわう商庖街とは全く異質

な場所なのだ。言 いかえるなら、者11市の中て

積極的に来している機能、すなわち都市を動

かしていく機能が見当らない場所なのである 。

何かを行なうための場、つまり単一あるいは

複数の限定された目的を持ち、それが指向さ

れる場ではない。むしろ、寝そべろうと走ろ

うと、思い思いの時間を過ごすことができ、

また何もしなくてもすむ場なのである 。定め

られるか指向される目的を持 った場なのでは

なし、。 このため、公園は機能を持たない場な

のだと仮に 言っ てもよいだろう 。

実際には公図管理のための規則があり、ポ

ールを使 った遊びの祭止など拘束されること

も多いのだが、それでさえ祭止事項として取

り上げられているのである 。 これは裏返され

々な機能を持ち 、各々の地区がいくつかの機

能を含んでいるが、公園はこれらの中に 一種

の空白地帯としてぽっかりと存在する 。機能

が働き合う 中で、まるで一種の緩街地帯とし

て存在するかのようである 。 そして逆に言う

なら公園は誰もが積極的な機能を求めないあ

いまいな場なのだと言 ってもよし、 。

ところで公図が持 っている性格、公園のイ

メージとはどんなものなのだろうか。予断と

偏見なのかもしれないがきわめて都会的なも

のなのであり、者11市の一昔11であると私には思

える 。 たとえ内音11がどんなに回図趣味でテザ

インされていようと、都市のー音11なのである 。

公園の遠景として見えてくる乱雑な建物群や

ケパケパしい広告 とネオンがとおれ程気に入ら

なくとも公園は都市の中にこそあるべきなの

である 。

田園風景の中に突如として現れた公図とい

うものはイメージとして様にならない。公園

のイメージは都市とかけ離れたものなのでは

なく、者I1市のイメージと重なりあい、そのー

音11として包含されている 。都市こそがこの無

機能性という特質を持った場を必要としてい

るのであり、農村なのではなし、 。公園は都市

においてその固有の性絡をより明瞭に発揮す

るのである 。

無機能性という特質は逆説的なものであり、

一見わけがわからない殴昧快糊としたもので

た指向性: と 言えなくもないが、規定された目 ある 。だからこそいろいろな要素を取り込む

的が掲げられているわけではなし、。都市は機 ことを可能にするのであり、様々な演出をも

可能にするのである 。従来、公図については

多様なテザインが考案され 、実現されてきた

が、それを許谷するのはこの特質に依拠して

いるからではないだろうか。

ほとんどすべての公園において樹木が摘栽

され、芝生が広がり 、園路が自 由に回 ってい

る。 この他にいろいろと装飾i を加えられ 、1貸

出されているのだが、 もっ ともこれらの事物

は無機能性という性格を阻害しているのでは

なく、うまく包み込んでいるのだ。

またどんなに田図的だと 言われる公園が都

市にあ ったとしても同様なのであ り、都市 と

対立する要素として存在することはない。そ

れはあくまでもこうした性格を持つ場と見な

されるからであり、この性格を包み込んでい

るからなのである 。これからもいろいろな事

物が公固め中に設置されるであろうし、また

多極多様るイメージをそこに与えていくであ

ろう 。

19世紀の公図が今でもそのまま存続してい

るノマリ 。ノf リの公図についてもやは り同様の

ことが言えるのではないだろうか。積極的な

機能を持たないことが改造の必要性を失わせ 、

それらの対1，持につ主がる一因とな っていたの

だと恩われるのである 。 とすれば、 21世 紀に

ふさわしい公図というのはあ りうるのだろう

か。

( ささ き 〈にひゐ 京都大 γ Ｚｨｾ γＧＺｦｭ［ｩｬｬ お ｬ 研究 ＧＭ｜Ｈ ，Ｇ［ＺＧＱＧＮＩ

ピュ ッ 卜・ ショ モ ン公園 [ アルフ? ンの 7 ロムナ ー ド ド ハリに よる )
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住居への発想の転換を

f主i の 商 庖 に 顔 を 出 し て み る こ と は た の し し 、 。 な に か の 期 待 を 求 め て い る 場 合 は 、 と く に た の し い 。 し か

し 、 そ の 期 待 が 得 ら れ な く て も 、 天 井 い っ ぱ い ま で 伸 び て い る 替 棚 に 順 番 に 白 を 追 い 、 失 せ 物 を 探 す か

の よ う に 真 剣 に 取 り 組 む 姿 は 、 第 三 者 が 見 る と 、 滑 稽 に み え る か も 知 れ な い 。 と こ ろ で 、 実 用 書 籍 の 棚

に は 、 多 く の 住 宅 蓄 が そ れ こ そ 、 い っ ぱ い 並 べ ら れ て い る こ と に 気 が つ く 。

そ れ は 、 紙 切 に 『 住 宅 を 求 め る に 失 敗 し な い た め j 、『住みよい家づくり j 、『住宅設計j あ る い は 『 欠 陥

住 宅 j とその数はたいへん多い。これらは、住みよい家づ、くりの知恵を読者にアドバイスしようと意図

さ れ て い る こ と に 違 い な い の で あ る 。 と こ ろ が 、 こ れ と よ く 似 た 述 語 で 『 住 居 j が あ る 。 住 居 学 は 住 生

活 と 住 宅 と の 対 応 に お い て 、 そ れ ら を 解 明 す る 学 問 で あ る 。 住 居 学 の 中 心 は 住 生 活 学 で あ り 、 住 居 の 工

学 的 な 基 礎 学 科 目 と し て 、 住 居 材 料 、 構 造 、 衛 生 、 そ し て こ れ ら を 総 合 す る も の と し て 住 居 意 匠 、 計 画

が あ る 。 こ れ て い 分 る よ う に 住 み 手 に は 住 ま い の 選 択 な ど の 基 準 を 与 え 、 生 産 者 に は 、 そ れ を ふ ま え た 生

産計画をたてるよう補佐するのである。 r住 宅 』 か ら 『 住 居 』 へ と 発 想 の 転 換 を す る と 、 住 ま い 方 へ の

不 満 は あ る 程 度 解 消 す る の で は な か ろ う か 、 い ま わ し い 欠 陥 住 宅 も 。 ( H . 0  N )  

建 築 と 法 律

建 築 物 の 計 画 か ら 始 ま り 設 計 、 工 事 監 迎 、 検 査 な ど の 業 務 を 行 い 完 成 後 引 渡 し に い た る ま で に は 数 多 く

の 関 係 す る 法 律 に 定 め ら れ た 手 続 き を ふ ん で 、 そ の 上 個 々 の 規 制l を ク リ ヤ ー し な け れ ば な ら な い 仕 組 み

になっている。

こ の ル ー ル は 民 間 、 公 共 建 築 の 区 別 を 問 わ な い 。 自 分 の 業 務 経 歴 も 住 宅 、 営 線 、 宅 地 開 発 、 建 築 行 政 と

い っ た こ と に 携 わ っ て き た 関 係 で 日 頃 は 各 種 の 公 用 制 限 の 多 い こ と は 当 然 、 の こ と と し て あ ま り 気 に も な

ら な か っ た が 、 最 近 の 最 気 浮 揚 に か か わ る 各 種 規 制 緩 和 の 芦 の 高 ま り ( 但 し 、 こ の 規 制 緩 和 は 即 諸 手 続

き の 省 略 に は な ら な い と 思 う が ) に と も な い ど ん な も の か と カ ウ ン 卜 し て み た と こ ろ 、 「密接に関係す

るもの J 34件 「 一 般 的 に 関 係 す る も の J 28件 「 用 途 に よ り 場 合 に よ っ て 関 係 す る も の J 40件 、 等 大 雑 把

で あ る が 、 ざ っ と 100件 を こ す 法 律 と か か わ り が あ る 。 も ち ろ ん こ れ ら の す べ て が 要 手 続 き と い う わ け

で は な く 、 設 計 図 、 計 算 書 な ど の な か で ノ マ ス し て い く も の も あ る が 、 い ず れ に し て も 建 築 と い う も の が

か く も 多 く の 法 律 に カ ー ド さ れ て い る も の だ と い う こ と を 改 め て 認 識 さ せ ら れ た 次 第 で あ る 。 ( T 0  N )  

リトルワールド

初 物 の 的 矢 の 生 牡 蝋 や 眺 望 を 誇 る 犬 山 観 光 ホ テ ル の レ ス ト ラ ン 、 織 田 有 楽 の 建 立 か ら 移 築 を 重 ね た 国 宝

の茶室主日峰、と途 中下車を つ づ け て リ トルワールドについた H寺は、秋の日ははや西に傾きかけていた。

リトルワールドは 123万げの敷地、 2. 5kmの 周 遊 道 路 沿 い に 、 現 在10 ヶ国 17棟 の 民 家 の 移 築 と 、 ミ ニ 民 族

博 物 館 の 本 館 か ら な る 屋 外 博 物 館 で あ る 。疏 球 緋 が 議 に か か った 石 担 砧 の 家 、 民 具 や 薪 を 松 み あ げ た 月

山 山 麓 の 家 、 生 活 様 式 を 配 置 し た 諸 道 具 で 語 る 斡 国 旧 地 主 の 家 と 次 第 に 生 活 ! 惑 を 増 す な か に 、 わ れ わ れ

を矯かせたのは隣国の農家の土聞に併を ｮｾ む鶏や、タイ ・ セオ族の家の Ａｉｆ ｴＧ下の豚であり、西アフリカ ・ カ ッ

セーナ族の凶角や円型の土壁を- i i l l ねて囲 った家につなカぐれてなく山羊で、そこには生活の尖いがあ った。

服 部 緑 地 の 日 本 民 家 集 活 博 物 館 、 川 崎 の 日 本 民 家 園 、 犬 山 の 明 治 村 な ど 移 築 集 合 し た 建 物 群 や 、 各 地 の

伝 統 的 町 並 保 存 に 共 通 す る の は 、 生 活 の な い 、 時 と し て は 商 業 化 し た 、 書 割 的 な 白 々 し さ を 党 え る こ と が

あ る 。 こ れ に く ら べ 、 か つ て ス カ ン セ ン の 丘 で 見 た 民 家 や 町 家 に は そ れ が 演 出 と し て も 、 そ の 11寺代の衣

装 を 緩 い 生 活 を 残 し 続 け るEZ とした印象があ った。 閉 館30分 前 の 放 送 に 追 わ れ る 後 半 は 、 も う 民 家 も

M んどる

J民 を 閉 じ 中 は 見 る こ と は で き な か った。 し か し 、 冬 に は せ め て 図 炉 装 や 12L突 でH愛を 加 え て は と 思 い め ぐ

らしながら 一 周 し た と き 、 犬 山 の 笠 は も う 採 れ は て て い た 。 ( Y 0  T )  

民間の活力 と再開発

故 j丘 、 民 間 版 ニ ュ ー デ ィ ー ル ペ い 民 間 活 力 に よ る 都 市 の 活 性 化H というような 言葉 が よ く 紙 蘭 を に ぎ わ

す 。 こ れ ら の 論 点 の ベ ー ス と な って い る 民 間 活 力 と は 何 を 指 す の か 定 か で な い 。政 府 は こ の 不 況 を 脱 却

す る た め に 浮 偽 効 果 の 多 い 卒 業 を い ろ い ろ と や り た い が 、 こ の マ イ ナ ス シ ー リ ン グ 下 で は 予 算 が な し ¥

こ こ に 民 聞 の 資 金 を 利 用 し た い と い う の が 本 音 だ と い わ れ る 。来 た し て そ う で あ ろ う か 。建 築 業 界 に お

い て も こ の こ と は 直 接 関 係 を も っ 大 き な 問 題 で あ る 。 と く に 政 府 が 民 間 版 ニ ュ ー デ ィ ー ル の 大 き な 目 玉

と考える都市再開発の分釘' において、業界の力をわれわれ自身が知 って お く 必 要 が あ る 。

た し か に 民 Il ¥j が所有する資金は大きなカとなるであろう 。業 界 と し て は こ れ ら の 資 金 の 導 入 な り 調 達 に

つ い て は 多 く の 手 だ て と 窓 口をも っている 。 しかし業界がも って い る 力 の 最 大 の も の は 、 や は り 民 間 企

業 と し て 域 って き た 事 業 の 遂 行 力 ・経 営 力 と い え る の で は な い か 。 そ し て そ れ を 支 え て き た ハ ー ド ・ソ

フ ト の 技 術 と 人 の 総 合 力 で は な い か と 思 う 。 民 間 に よ る 再 開 発 卒 業 に も わ れ わ れ の 来 た し 仰 る 役'hリはじ

つ に 大 き な 可 能 性 を も っている といえよう 。 ( S 0  T )  
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，iir  J.1 :  ＧｦＡＮｈｽＧｾ の ｾｴ ｊｬ ￼ 而 を ｾＱ ニ 桜Ｏｪ Ｑ 川 よ り みる

上 大阪松本 h l'fli!i よ り汗1111"1躍 しに 市 i師をみる

イ; :  ｾ ｴｮ 市 全対と 大阪城 を 守 Ｑ ｴ

旧大阪砲兵工廠跡地の第二寝屋川 |と大阪城 石 垣 上 部 面 と 大 屋 根 函 と の 空 隙 は 実 用 上 支

膏 屋 口 に は さ ま れ た 当 ホ ー ル 敷地は、そ の 東 | 陣 の な い 最小 寸 法 の 2. 4mに押え、両者の聞に

西面を太陽の広場や小年里子球場などのグラウ| 緊張関係が働くことを意図した。同様の意図

ンドに接している影響もあ って、 比 較 的平 担 | は 南北客用玄関廻り の 、 左 右 の 石 垣、庇 、 大

な 特 徴 の 少 な い 場 所 で あ った。 こ の 四 面 開 放 | 屋 根 の 支 柱 な ど の 相 互 の 構 成 に お い て も 試 み

の 敷 地 に 16 ，000人 の 文 化 ホ ー ル と い う 大 建 造

物 を 設 け る に 先 だ って 、 建 築 的 ス ケ ー ル を 超

え た 隻 塁 を 築 き 、 敷 地一帯 の あ ら ゆ る 意 味 で

の 整 備 を 行 っ た 。 壁 塁 は 石 積 み と す る こ と に

より 、大 阪 城 と の い わ ゆ る pr OXl mlt y を増加さ

せ 、 当 敷 地 周 辺一 帯 を 大 阪 城 域 に 組 込 む 試 み

をした 。

アイスホ y ケ ー の 可 視 線 か ら 生 れ た 長 短 軸

夫々 125mと90mの 寸 法 を 持 つ 長 円 形 は そ の 長

紬 を 、 敷 地 雨 辺 に 平 行 に 設 定 し 、 南 辺 と 屋 根

周辺とのJ i ' e離 を 50m 常 に 保 つ こ と に よ り 、 史

跡 指 定 地 域 へ の 干 渉 を 押 え る 努 力 を し た 。 な

お 自 己 完 結 的 な 長 円 形 に 対 比 し て 、 先 述 の 石

垣は点、対称、的に配し、総体として、巨大建築

物 に ダ イ ナ ミ ス ム を 与 え る こ と に よ り 巨 大 さ

られた 。 ま た ラ イ ズ の 低 い 屋 根 は 、そ の 頂 部

はある程度の距離を保たないと見えないため 、

近 接 し た 場 合 の 威 圧 感 は 、 水 平 線 を 基 調 と す

る全体によって消される 。 一 方 、 北側 か ら な

どのその遠- 索にあ っ ては、広く延びた石垣と

低ライズの屋根がいずれも水平感を強調し、

そ の 装 商 に 銭 え る 垂 直 指向的 な 天 守 閣 と 対 を

な す 風 景 を 創 り だ す。

ホ ー ル の 内 部 は 、 そ の 機 能 の ユ ニ パ ー サ リ

ティにも鑑み、グレイ ッ シ ュ ホ ワ イ ト か ら ダ

ー ク グ レ ー ま で の グ ラ デ ー シ ョ ン を 基 本 に し

た 無 彩 色 な や 、 メ カ ニ ッ ク な 仕 上 を 試 み た 。

た だ し 観 客 人 数 の 多 少 に 対 応 す る た め 、 椅 子

には赤色系のグラデーションを用い、 ア リー

ナ部分の可動椅子を最も濃くし、 二 階、 三 階

を 低 減 さ せ る こ と を 目 指 し た 。 そ の 意 図 は あ | に 後 退 す る に 従 っ て 淡 く し て い っ た 。 全体 の

る 程 度 具 現 さ れ た と 考 え る が 、 約10 ，OOOm' の | 構 成 と し て は 、 平 面 方 向 は 各 階 と も 同 心 円 的

大 屋 根 と の 釣 合 い か ら 判 断 す る と 、 石 垣 の 広 | な エ ン ド レ ス 動 線 を 骨 子 と し て い る 。 断 面 方

が り 、 ひ い て は 敷 地 の 広 さ が 更 に 大 き け れ ば | 向は二 階を観客出入の主階とし、 一 階 を こ れ

一 層 好 結 果 を も た ら し た か も し れ な い 。ノ | ら観客のサービス施設階とした 。地 階 は 出 演

者 の た め の 諸 施 設 の み 配 さ れ 、 ア リーナに観 | 伝 わ ら な い た め 、 当 初 よ り 完 全 に 電 気 音 響 に

客 を 導 入 す る 場 合 も 出 演 者 必j 線 と は 交 差 し な | て 自 然 な 臨 場 感 を 出 す こ と を 目 指 し 、 残 響 付

い 明 解 な パ タ ー ン を 持 っ ている 。 I 加 や 残 響 遅 延 を は じ め と す る 様 々 な 装 置 に よ

このホールは主として音科上の配慮から、 | り、汎用性と自然性を求めた 。 またこれらを

随所に力を注いでいるが、 三千 数 百 ト ン の 総 | 支 え る た め に 、 ホ ー ル 内 は 人 工 環 境 を 前 提 と

重 抵 の 屋 根 天 井 全 体 も そ の一 面 で あ り 、 雨 滴 | し 、 照 明 、 空 調 の 各 々 に お い て 経 済 性 を 考 底

音 を 含 む あ ら ゆ る 騒 音 に 対 す る遮 断 に 成 功 し | した高性能を追求した 。

た。 その規模ゆえに 一 般 の 文 化 ホ ー ル の よ う I (上 田 信 也 ・ 波 辺 豪 秀 / 日 建 設 計 大 阪 本 社 )

に 肉 声 の エ ネ ル ギー だけでは全観客: に 音 声 が
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間広I品より i有エ ン トランスタf止をみる

北西 よりみる

所 在 地 大 阪 市 東 区 大 阪 城3番1号

敷 地 面 積 36 ，351 . 58ni  

建 築 面 積 14 ，539. 56 ni 

延 床 面 積 31 ，064 . 86 ni 

構造規模 81 、3F; 5 、 R C、 S R C一 部P R C

工 期 昭 和57年3月~昭和58年8月

空 調 朝 日 工 業 社

倉 石 工 業 J V

空 調 大 気 社

=; 令宇土 J V  

衛 生 新 日 本 空 調

大 阪 城 口 研 究 所 J V

電 気 太 陽 工 藤 工 事

ヤマト電気エ ンジニアリング J V

電 気 関 東 電 気 工 事

八 千 代 電 設 工 業 J V

要 皇 護 憲 松 下 電 器 産 業

舞 台 照 明 松 下 電 工

舞 台 機 構 三 精 輸 送 機

電 光 表 示 富 士 通

昇 降 機 日本オーチス・エレベーター

電 言語 日本電気

' 1  
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1 :  100 地 下1階 平 面 図

1 階 平 面 図

南 北 断 面 図

茜 立 面 図

東 西 断 面 図

南 立 面 図

'Ij : 兵 次 J UI. I時l き (Jx_) ー 3 階 '各 町 よ り み た ホ ー J レ全 j;t

〈イC; ) 約 Ｑ 万人の飢梓て喧 Ｎ Ｑ Ｑ っ た， ｈｾＮｭｳ コノサート

( グ' ) ーンの 7 ' ) ーナ床面は、浪茶の耳目でおおわれている)

工芸只{，; J . l : 7 リーナ中央に設けた舞台がレザー光線てる浮びあがる u. r- ms コンサート)







北広. .  

2 階 平 面 図

1  :  1200 3階 平 面 図



アリーナより 見 Icけ' た天 }t

匝I際 デ ザ イ ン フ . L ス テ ィ パ ル を 開 催 中 の 2 附 口 ピ ー と サ イ ン ボ ー ド 民事由 ) J 向 よ η 観客席とアリ ーナ 部 分 をみる
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(1' 1[11 - ili 力 創造〉をモチー 7 とした彫刻 ・河合降三 作「石の詩J



大阪城ホール 施 工 大 成 建 設 松 村 組 、

〈主な協力業者・順不同 P R)

躯 体 北 口 工 務 庖 大阪市阿倍! f 区阪f軒町4- 18- 1 T E L  06- 622- 2761 土 木 事 岩 津 組 大阪市制ぬ区海老 iJ : 5- 2ー7 T E L  06- 458- 1303 

外 情 日本総合緑化 大阪市東区本 町 出 Ｂｩ ｾｔＵＵ T E L  06-941- 2631 外 崎 大 阪 造 函 土 木 大阪市北区立山田Tl 4- 20 T E L  06-361- 0619  

解 体 白 井 建 設 神戸市中央区二古川T2- 5- 7 T E L  078- 242- 1521  外 傷 大 成 道 路 大阪市点区本倒f4- 27 T E L  06- 262- 5426 

ヴ レ ー ン 大 西 建 設 運 送 大阪市鶴見区制到浜町272-2 T E L  06- 91卜3441 建 具 不 二 サ ッ シ 大阪 rli 点区本田T 4 十 1 T E L  06- 262- 2541 

建 具 金 物 日本ドアーチェック製造 大阪市生計区兜点3- 17 T E L  06- 758- 1251 建 具 金 物 リ ョ ー ビ 大阪市淀川区町駅4- 2- 30 T E L  06- 395- 1500 

建 具 金 物 ゴ ー ル 大阪市淀川区三津屋北2- 16-6 T E L  06- 308- 5441 銅 製 建 具 田 島 順 三 製 作 所 大阪市点区平野町2- 10 T E L  06- 203- 4151 

シャツ空一 小 俣 シ ャ ッ タ ー 工 業 火販制出天満悦2-5-3 T E L  06-353-7377 シャ y 宮一 東 洋 シ ャ ッ タ 一 大阪市京区両f何T l - 12 T E L  06-942- 5851 

ガ ラ ス 山 田 商 庖 大阪市西区南駒正4- 30-5 T E L  06- 53卜6871 ガ ラ ス セ ン ト ラ ル 硝 子 大阪市北区切般的2- 5- 10 T E L  06- 345-6431 

左 官 岩 根 左 官 工 業 所 大阪市阿倍野区阪南町5ー14-10 T E L  06-62卜0955 ウ レ 空 ン 床 住 友 ゴ ム 工 業 神戸市中央区筒井町ト1- 1 T E L  078- 231- 4141 

吹 付 渡 辺 産 業 大阪市淀川区新北里 f2- 7- 21 T E L  06- 303引 81 内 装 奨 装 飾 大阪市南区市船刷ーl ト14 T EL  06- 251- 5077 

内 装 佐渡島 大阪市南区南町 Ｚ ｾＡ品 ＴＭＱ Ｒ Ｍ Ｘ T E L  06- 25ト0855 内 装 睦 屋 大阪市東区柄本町4- 20 T E L  06- 25ト6401

EZf2ち5 東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 大阪市東区 J;f 仰 7 T E L  06-943- 1641 塗 装 石 渡 靖 一 郎 塗 装 広 大阪市住吉区帝塚山点ト3-34 T E L  06- 67ト0151

7  ロ ス 川 島 織 物 大阪市北区堂ι3トト5 T E L  0か347-0469 塗 装 ハ ヤ シ 大阪市南区安宝 寺紙通3- 61 T E L  06- 251ー1756

鉄 骨 新 日 本 製 銀 大阪市北区 '1'之仏3十 4 T E L  06- 202- 2201  鉄 骨 春 本 銀 工 所 大阪市大正区市町山6- 20- 34 T E L  06- 552- 1461 

鉄 骨 駒 井 鍛 工 所 大阪市西区西本町 l 十 14 T E L  06引 4- 0331 N  T パネル 康 瀬 鋼 材 産 業 大阪市内区新田T2- 20- 11 T E L  06引 2- 6201

軽量コ ン7 リート 東 邦 パ ー ラ イ ト 太阪市点区森の日中央2ー7ー15 T E L  06-94卜9445 p .  C 板 大 成 プ レ ハ ブ 大阪市京区本田f4- 27 T E L  06- 27ト3651

銅 板 大 久 保 鋲 金 欧w市伴部北3十 21 T E L  06-387-0221 屋 恨 防 水 三 星 産 業 大阪市凶区点町腕ト10- 18 T E L  06-443- 9721 

石 中 村 組 香川県刷 l' 市II 金問f3- 10- 18 T E L  08774- 6- 5050 石 美 濃 国 屋 石 材 料〔郎新例区大ぷ町10- 11 T E L  03- 353-3994 

石 関西石材 大阪市大正区 ｪｪｕｾＷ 十 Ｒ Ｑ T E L  06- 553- 5541 ';l イ ル 青 木 産 業 大阪市内区土佐仰十21 T E L  06-444- 1045 

空 イ ル 川 岸 窯 業 商 庖 大阪市凶区凶本町卜13引 T E L 06- 532-0461 金 属 奥 村 重 兵 衛 大阪市北区凶犬満5十 7 T E L  06- 312- 4131 

金 属 山 陽 金 属 大阪市住吉区住吉2十 6 T E L 時 的4- 0482 金 属 二 ッ コ 一 機 工 大阪市浴区市|判花田I トト7 T E L  06- 582引 21

金 属 臼 田 金 属 大京市中厄内 5- 1- 25 T E L  0720- 73- 5241  金 属 森 下 製 作 所 1"は1市上 ，!!¥f R415の1 T E L  0720-84- 5111 

金 属 柴 田 板 金 大阪市東成区玉津2- 20- 15 T E L  06- 974- 7750 手 ン 主J YZ ア ト ラ ス 産 業 大阪市制定 l正中道3- 13- 11 T E L  06-972剖 01

パ リ カ ー ユ ニ オ ン 大阪市西区市腕江2- 13- 22 T E L  06- 532- 3731 維 工 事 モ リ フ チ 大阪市*淀川区投新 1- 12- 16 T E L  06- 320-0331 

内 装 大 丸 大阪市南区鰻谷中之町38 T E L  06- 252- 0641 内 装 材 ブ リ ヂ ス ト ン 建 築 用 品 大阪市市区市町i以4- 12-8 T E L  06-245- 5471 

デリベントシステム 日 本 フ レ ク ト 大阪市北区芝l U1-4- 8 T E L  06-374ー1355 避 雷 針 大 阪 避 雷 針 工 業 大恥1; 大淀区本庄一州2- 15- 14 T E L  06- 372-6751 



大阪城ホールの企画と大阪21世紀計画

足 立 幸 一

大 阪 城 ホ ー ル は 昭 和58年 10月 8 日「大阪21世 紀 計 画 」 の 開 幕 式 場 と し て こ け ら 落 と し を 行ーった。

当 ホ ー ル は 大 阪 城 公 園 整 備 の 基 本 方 向 の 中 で す で に 提 案 さ れ て い た が 、 「大阪21世 紀 計 画 」 で そ

の い く つ か の イ ベ ン ト を 行 う 会 場 の 必 要 性 か ら 、 急 ぎ 計 画 さ れ た も の で あ る 。

こ こ で 、 当 ホ ー ル 建 設 の 背 景 と な っ た 大 阪 城 公 園 整 備 の 基 本 方 向 と 、 「大阪21世 紀 計 画 」 に ふ

れ 、 大 阪 城 ホ ー ル の 企 画 か ら 建 設 に 至 る ま で に つ い て 述 べ る こ と に す る 。

口 「大阪21 世紀計画」

堺 屋 太 一 氏 は か ね て か ら 、 大 阪 の 復 権 の た め に 、 イ ベ ン ト に よ る 需 要 創 造 を 行 う べ き で 、 昭 和

58年 は 大 阪 城 の 築 城 開 始 か ら ち ょ っ ど 400 年 目 に 当 た る 、 こ の 年 を 記 念 と し て 大 き な 行 事 を 行 っ

て 、 大 阪 に 活 力 を 取 り も ど し た ら ど う か と い う 提 案 を 出 さ れ て き た 。

こ れ を 受 け て 、 知 事 、 市 長 、 大 商 会 頭 、 関 経 連 会 長 、 万 博 記 念 協 会 会 長 に よ る 準 備 委 員 会 が 発

足 し 、 具 体 的 な 方 策 が 検 討 さ れ て き た が 、 こ の 計 画 は 単 に 築 城 400 年のお祭りだけにとどまらず、

21世 紀 へ 向 け て 大 阪 を 世 界 に 聞 か れ た 国 際 都 市 に し 、 豊 か な 文 化 と 生 活 環 境 に 恵 ま れ た 、 魅 力 あ

るまちにしようとして、 「大阪21世 紀 計 画 」 と し て 発 足 す る こ と に 基 本 的 な 合 意 が な さ れ た 。

昭 和57年 2 月 に 「 大 阪21世 紀 計 画 」 の く基 本 理 念> <基 本 構 想〉が ま と ま り 、 同 年 4 月 に 「 財 団

法 人 大 阪21世 紀 協 会 」 が 発 足 し た 。

「大阪21世 紀 計 画J は 、 住 民 の 英 知 と 力 、 行 政 当 局 の 適 切 な 施 策 、 経 済 界 の エ ネ ル ギ ー な ど が

相ま って、

・ 世 界 中 か ら 人 び と が 集 ま り 、 楽 し み 、 学 び 、 交 歓 す る 平 和 な ま ち 0

・ た え ず 時 代 に 適 応 し た 新 し い 産 業 や 文 化 が 生 ま れ 育 っていくまち。

・ 自 由 で の び の び と 暮 ら せ る う る お い の あ る ま ち 。

・ 老 若 男 女 を 問 わ ず 人 び と が 人 生 と 仕 事 に 生 き が い を 感 じ る ハ リ の あ る ま ち 。

こ の よ う な ま ち を 21世 紀 に 向 か つ て っ く り あ げ る こ と を 考 え る 。 こ の た め に は 、 住 民 、 行 政 、

産 業 界 、 各 種 団 体 な ど が 一 体 と な っ て 、 国 際 交 流 や 、 経 済 的 ・ 文 化 的 活 動 の た め の 施 設 づ く り の

気 運 を 高 め 、 そ の 推 進 力 と し て 、 国 際 的 で 多 面 的 な 大 イ ベ ン 卜 を 継 続 的 に 展 開 し 、 こ れ に 必 要 な

国 際 交 流 施 設 や 文 化 施 設 な ど 21世 紀 の 日 本 と 、 世 界 に 役 立 つ 機 能 の 充 実 を は か る こ と と す る 。

こ の 計 画 は 、 昭 和 58年 10月から 21世 紀 の 幕 あ け ま で の 18年間にわたって展開するもので、 「大

阪 築 城400年 ま つ り 」 を は じ め 、 昭 和64年の「大阪近代 100年記念」、さらに関西新国際空港の開港

を と ら え 、 集 中 的 な 行 催 事 を 展 開 し ょ っ と す る も の で 、 長 期 間 の な か で い く つ か の ヤ マ 場 を 設 け 、

大 型 の 行 催 事 を 集 中 的 に 実 施 す る と と も に 、 情 報 機 能 の 充 実 、 各 種 施 設 の 整 備 、 都 市 景 観 の 向 上

な ど 、 国 際 都 市 に ふ さ わ し い 施 設 づ く り と あ わ せ て 総 合 的 な 効 果 を あ げ る よ う に 計 画 を 進 め る も

のである 。

「大阪築城400年まつり J は、「大阪21世 紀 計 画 」 の 初 頭 を 飾 る も の と し て 展 開 さ れ る 一 大 集 中

行 事 で 、 大 阪 城 の 築 城 に 着 手 し て か ら ち ょ う ど 400 年 目 に 当 た る 、 こ れ を 機 会 に 歴 史 を ふ り か え

り、 21世 紀 に 向 か う わ れ わ れ の あ る べ き 姿 を 考 え 、 国 際 的 、 文 化 的 、 経 済 的 な 都 市 づ く り の 第 一
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歩 に し よ う と す る も の で 、 各 種 イ ベ ン ト が 計 画 さ れ て い る 。 主 な 道 路 、 公 園 、 河 川 、 港 湾 、 催 し

会 場 な ど あ ら ゆ る 場 所 を 会 場 と し て 、 国 際 的 な ひ ろ が り の あ る 多 彩 な イ ベ ン ト が 展 開 さ れ る 。 当

「大阪城ホーノレ」では、 「大阪21世 紀 計 画 」 の 閉 幕 式 典 、 オ ー プ ニ ン グ 特 別 コ ン サ ー ト 、 国 際 デ

ザ イ ン フ ェ ス テ ィ パ ル 、 大 阪 国 際 フ ァ ッションフェスティパル、 l 万 人 の 第 九 コ ン サ ー ト な ど の

開 催 が 予 定 さ れ て い る 。

口 大 阪 城 公 園 の 整 備 と O B P計 画

大 阪 市 総 合 計 画 審 議 会 は 、 大 阪 市 長 の 諮 問 を 受 け 、 大 阪 城 公 園 の 整 備 の 基 本 方 向 に つ い て の 報

告 を 行 っ た 。 大 阪 市 に お い て は 、 こ の 基 本 方 向 に 基 づ い て 整 備 を 進 め て き て い る 。

こ の 報 告 に よ れ ば 、 大 阪 城 公 園 の 整 備 の 基 本 的 な 考 え 方 と し て 、 史 蹟 を 中 心 と し た 歴 史 公 園 と 、

都 心 に 立 地 す る 大 公 園 の 性 格 を 併 せ も つ こ と か ら 、 広 〈 市 民 や 内 外 か ら 訪 れ る 人 び と に 親 し く 利

用 さ れ る よ う 総 合 的 に 整 備 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め に は 、 文 化 財 に 恵 ま れ た 特 別 史 蹟 と し て の

大 阪 城 に ふ さ わ し い 整 備 を 行 う と と も に 、 大 都 市 の 中 心 に あ る 公 園 に 望 ま し い 施 設 を 整 備 す る こ

と に よ り 、 公 園 に 活 気 と 魅 力 を 与 え る こ と が 必 要 で 、 さ ら に 公 園 へ の ア プ ロ ー チ は 利 便 性 を 高 め

る必要がある 。 また難波宮公園、 O B P な ど を 含 む 周 辺 地 区 は 、 大 阪 城 公 園 と 一 体 と な っ て 、 す

ぐれた文化 的 環 境 と 市 街 地景観をつく る よ う 、 十 分 な 配 慮、がなさ れ な け れ ば な ら な い 、 と さ れ て

いる。

大 阪 市 で は 、 大 阪 城 公 園 は 上 町 台 地 と 淀 川 、 大 川 、 中 之 島 の 河 岸 で 形 成 さ れ る 大 阪 市 の 「 水 」

と「みどり J の 景 観 を 構 成 す る う え で 重 要 な 位 置 を 占 め て お り 、 大 阪 城 、 大 川 、 中 之 島 と 連 続 す

る 地 区 は 、 御 堂 筋 を 中 心 と し た 新 大 阪 か ら ア ベ ノ に 至 る 南 北 の 業 務 軸 に 対 し 、 南 港 ま で 至 る 東 西

の 文 化 軸 と し て 21世 紀 に 向 け た 大 阪 の ま ち づ く り に 大 き な 役 割 を は た す こ と を 認 識 し 、 中 間 報 告

をもとに整備を進めている 。

施 設 整 備 に つ い て は 、 本 丸 を 中 心 と す る 地 区 は 城 に ふ さ わ し い 環 境 と 景 観 の 形 成 を は か る 、 こ

の た め 各 櫓 の 改 修 、 石 垣 の 修 理 な ど を 行 い 、 東 部 地 区 は 、 市 民 の 森 、 太 陽 の 広 場 を 中 心 と し た 広

〈 市 民 の ス ポ ー ツ 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン や 集 会 に 利 用 さ れ て い る が 、 こ れ を 一 層 高 め る た め 、 野 外

音 楽 堂 の 建 設 が 進 め ら れ て き た が 、 さ ら に ス ポ ー ツ 活 動 を 中 心 に 、 大 規 模 な イ ベ ン ト な ど が 可 能

な 、 都 市 に ふ さ わ し い 場 を 整 備 す る こ と が 緊 急 の 謀 題 と な っ て き た 。

大 阪 城 公 園 へ の ア プ ロ ー チ の 整 備 に つ い て は 鉄 道 、 パ ス を 中 心 に 対 応 す る 必 要 が あ る が 、 と く

に い ま ま で 整 備 が お く れ て い る 東 部 か ら の ア プ ロ ー チ に つ い て 、 京 阪 京 橋 駅 か ら O B P 地 区 肉 を

経 て 大 阪 城 に 至 る 歩 行 者 専 用 道 路 の 都 市 計 画 決 定 を し 、 そ の 整 備 を は か る と と も に 、 東 北 部 か ら

のアプローチとして国鉄環状線の京橋、森之宮の中間に新駅の設置をみた。

大 阪 城 公 園 の 北 側 に 寝 屋 川 、 第 2 寝 屋 川 、 国 鉄 環 状 線 に 固 ま れ た 26ヘクタールの区域がある。

こ の 地 区 は 戦 後 箪 需 工 場 が 民 間 に 払 い 下 げ ら れ た 土 地 で 、 土 地 の 所 有 者 が 開 発 協 議 会 を つ く り 再

開 発 計 画 を 進 め て き た 。大 阪 市 と し て も こ の 地 区 は さ き に の べ た 東 西 文 化 軸 の 東 の 核 と し て き わ

めて重要な地区であるので、開発協議会と共同して開発構想、の検討を行ってきた。

この計画を O B P 計 画 と 呼 び 、 そ の 内 容 は ス ー パ ー ブ ロ ック方式の導入により大規模街区とし、

そ の 中 に ま と ま っ た オ ー プ ン ス ペ ー ス を と り 、 さ ら に 河 岸 に は リ バ ー サ イ ド パ ー ク を 設 け て 大 阪

城 公 園 と 連 続 す る 公 園 の 中 の オ フ ィ ス 街 を め ざ す 。施 設 計 画 と し て は 、 国 際 都 市 大 阪 の 新 し い 顔

と な る 新 し い 活 力 を 生 み だ す 業 務 機 能 の 集 積 を 図 り 、 夜 で も 活 動 を 失 わ な い 業 務 施 設 、 ホ テ ル 、

文 化 施 設 、 会 議 場 、 シ ョ ー ル ー ム 等 を 誘 致 す る 。 計 画 宅 地 面 積 約 18ha、 延 床 面 積 約86ha、従業員

人 口 約45 ，000入 、 畳 間 人 口 延 べ 100 ，000 人 の 新 し い 都 心 機 能 を 形 成 し 、 活 力 あ る ま ち づ く り を 進

めるものである。

51 



52 

現 在 松 下 興 産 の 手 で 西 日 本ー の 超 高 層 オ フ ィ ス ビ ル 「 ツ イ ン 21J が着工されているが、 K D D

の 情 報 セ ン タ 一 、 ホ テ ル な ど の 進 出 計 画 が 進 ん で い る 。

口 大 阪 城 ホ ー ル の 企 画

大 阪 市 は 、 ま ち づ く り の 目 標 と し て 「 快 適 な 生 活 が で き る ま ち J I広域的な役割をはたすまち」

「 新 し い 文 化 を つ く る ま ち 」 を 基 本 に し て 、 魅 力 と 活 力 の あ る ま ち づ く り を 進 め て き て い る が 、

近 年 の 交 通 ・通 信 の 発 達 に よ り 各 地 と の 結 び つ き は ま す ま す 緊 密 と な り 、 さ ら に 世 界 に 聞 く 大 阪

と し て 広 域 的 視 野 に 立 ってその役割をはたすとともに、今後の余暇社会に照らして市民が健康で‘

文 化 的 な 生 活 が で き る ま ち づ く り が 強 〈 望 ま れ て い る 。 そうい った 観 点 か ら ス ポ ー ツ お よ び 文 化

施 設 の 整 備 状 況 を み る と 、 大 阪 に は 市 民 の つ ど う 場 所 と し て 1 - 2 万 人 程 度 収 容 で き る 屋 内 の 広

域 的 中 心 施 設 が な く 、 国 際 も し く は 全 国 レ ベ ル の イ ベ ン ト の 開 催 さ れ る 機 会 が 少 な い 状 態 に あ り 、

大 阪 の 国 際 化 、 文 化 振 興 の 面 か ら ぜ ひ 大 規 模 な 催 し 物 が で き る つ つ わ が 必 要 で‘ あ った。 ま た 大 阪

城 の 整 備 の 基 本 方 向 か ら も 、 こ う い った 施 設 を 大 阪 城 公 園 東 部 に 設 置 す る こ と が 望 ま れ て い た 。

一 方 さ き に の べ た 「 大 阪 築 城 400 年 ま つ り 」 の 計 画 が ま と ま り 、 多 く の イ ベ ン ト が 開 催 で き る

会 場 と し て 大 型 の 集 会 施 設 の 必 要 性 が 生 じ て き た 。 と く に ミ ラ ノ 市 で 開 催 さ れ て き た デ ザ イ ン関

係 の 国 際 イ ベ ン 卜 で あ る ミ ラ ノ ビ エ ン ナ ー レ が ミ ラ ノ 市 で 開 催 不 能 に な り 、 昭 和 田 年 か ら 大 阪 で

開 催 さ れ る こ と に 決 定 さ れ 、 こ れ が 国 際 デ ザ イ ン フ ェ ス テ ィ パ ル と し て 「 大 阪 築 城400年まつり」

の イ ベ ン ト の一 つ に 組 み 込 ま れ る こ と に な り 、 デ ザ イ ン 会 議 、 展 示 に ふ さ わ し い ユ ニ ー ク な 展 示

場 の 設 置 が 急 が れ た 。

そ こ で こ れ ら の 目 的 に ふ さ わ し い 規 模 、 機 能 と も 第一 級 の 施 設 を 建 設 し 、 国 際 的 、 全 国 的 レ ベ

ル の 文 化 ・ ス ポ ー ツ 等 の イ ベ ン トを開催することによ って、内外の交流を深め、大阪の国際化、

文 化 ・ ス ポ ー ツ の 振 興 に 寄 与 し よ う と し て 、 当 ホ ー ル の 計 画 が 進 め ら れ て き た 。

当 初 こ の 計 画 が 持 ち あ が った の は 、 昭 和 56年 9 月頃であ った。 完 成 期 日 が 昭 和58年 10月 と 定 め

ら れ て い る の で 、 工 期 が 間 に 合 う か 、 建 設 可 能 な 用 地 が 確 保 で き る か 、 が 最 大 の 問 題 点 で あ った。

工 期 に つ い て は 、 基 本 設 計 、 実 施 設 計 、 建 築 工 事 、 設 備 工 事 を 並 行 し て 行 え ば ど う に か 可 能 と の

結 論 を 得 、 用 地 に つ い て は 、 大 阪 城 公 園 内 で の 建 築 可 能 場 所 、 太 陽 の 広 場 、 旧 砲 兵 工 廠 跡 、 東 北

隅 の テ ニ ス コ ー ト 用 地 な ど が あ げ ら れ た が 、 大 阪 城 公 園 内 は 文 化 財 包 蔵 地 で あ り 、 埋 蔵 文 化 財 の

調査が必要で・あ った。 そ こ で 基 本 設 計 に 取 り か か り な が ら 埋 蔵 文 化 財 の 調 査 を 実 施 し た 。 幸 い な

こ と に 旧 砲 兵 工 廠 跡 は 明 治 初 年 に 砲 兵 工 廠 が 建 設 さ れ た が 、 そ の 建 物 の 基 礎 が G L 以 下 2 m に 及

び 、 埋 蔵 文 化 財 は そ の 時 期 に 取 り 鼓 さ れ て い る こ と が 調 査 結 果 判 明 し た の で 、 砲 兵 工 廠 跡 地 約 3

haが 当 ホ ー ル 建 設 用 地 と し て 確 保 さ れ た 。

基 本 計 画 に 当 た り 、 当 該 敷 地 は 都 市 公 園 の 中 に あ り か つ 風 致 地 区 内 で あ る た め 、 特 別 の 規 制 に

対する考慮、が必要であ った。主要用途は体育館としながら多目的に利用が可能で・あること、長観

に対する配慮、を誹ずることなどいろいろな条件が加えられた 。

ま た 事 業 主 体 と し て 、 大 阪 市 の 外 郭 団 体 で あ る 株 式 会 社 大 阪 市 開 発 公 社 が 建 設 を 行 う こ と と し 、

大 阪 市 は 公 社 に 対 し 、 補 助 金 を 交 付 し た り 、 貸 し 付 け を 行 った。工 事 中 に 運 営 団 体 と し て 、 財 団

法 人 大 阪 城 ホ ー ル を 設 立 し 、 財 団 法 人 で 運 営 を 行 う こ と と し た 。

以 上 大 阪 城 ホ ー ル の 建 設 の 背 景 と 企 画 か ら 建 設 ま で の 経 緯 に つ い て の べ た が 、 企 画 か ら わ ず か

2 カ 年 と い う 非 常 に 短 い 工 期 で 完 成 で き た こ と は 、 設 計 者 で あ る 日 建 設 計 、 施 工 者 で あ る 大 成 松

村 共 同 企 業 体 、 そ の 他 の 方 々 の 絶 大 な 努 力 に 負 つ こ と が 多 か っ た 。 こ こ に ふ か く 感 謝 す る 次 第 で

ある。 ( あ だ ち こうい ち 大 阪市総合 計画局 技術監 )



大 阪 城 国 際 文 化 ス ポ ー ツ ホ ー ル

建 築 計 画

上 田 信 也

川 本 賀 ー

延べ30，OOOm' を越える世界でも類稀な内容を持つ当ホールの建設

が決定されて以来、 2 年弱の年月で企画から施工まで無事完了でき

たのは関係各位のご協力によるものであるが、とくに企画面での大

阪市総合計画局および経済局、あるいは設計 ・施工面での大阪市開

発公社のそれぞれのご関係者のご教示に負うところが多いことを、

巻頭に申し述べ謝辞に代えたい。

配 置 計 画

この建物は大阪城公園の北東部に位置し、旧大阪砲兵工廠跡地に

計画したわが国最大の多目的ホールでレある。敷地が開設公園の一部

であることも勘案し、用途は従来のいわゆる多 目的ホールの範鳴を
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日本武道館

' 64 

福 岡 国 際

セ ン タ ー

'81 

代 々 木 国 立

室 内 競 技 場

' 64 

54 

延面積 ( m' )

収容人貝( 人)

アリーナ

( 附属施設含まず ) 面積 ( m' )

固定 10 ，874 

移動 3，228 

19，502 2，513 

事iliD.出 865 

(一辺23m)

15 ，027 
正八角形

1  F 仮設 6. 000 

2  F 可動 2. 500 

13. 085 3，249 

3  F 同定 1，500 

( 57X57)  

10，000 

固定 11 ，000 

25 ，396 移動 2，400 3，400 

13，400 

大阪減国際文化スポーツホール

( アリーナ内 アイスホ ッケー )

領岡国際センター ( 2 階)

表 2 類似施設の規模・機能

アリーナの アリーナの

主たる目的用途 その他の用途
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図 1

わが国における類似施設

1  :  2000 

代守木国立室内続技場 ( 2 階)

ー「 新組聾J Iるよリ ー



越え、屋内体育館や展示場の機能も包含するものとして企画された。

敷地はその北面が第二寝屋川の保全区域に接し、東西面はそれぞ

れ太陽の広場および少年野球場に挟まれ、南面の一部が大阪城背屋

口に開けている 。 この南面は最も大阪城に近接していることを考慮

してできるだけ建物を敷地境界から離す配置を考え、最終的に南辺

より 5 0 m離してドーム外周を設定している 。

後述する石垣は四周とも可能な限り敷地い っぱいとるように努め、

敷地の形状を利用しながら不整形な石垣を基本的には点対称に構成

し、南西部と北東部のそれぞれ 2 階にメイ ンアクセスを想定した。

管理者および身障者などのグラウ ン ドレベルでのアクセスは、車の

進入が既設の新嶋野橋経由に限られていることを考慮して南東部に

した。 また練習室やレストラ ン等の利用者、あるいはアリーナのみ

を使う催し物などの出入りには、 グラウ ン ドレベルで北西から入れ

るようにした。

なおメインアクセスのうち南西部の方は、上述した新鴫野橋およ

び背屋口の経由が確定していたが、北東部については、国鉄環状線、

都品阿倍野線、 O B P からの新橋などと の接続が未確定な事態で計

画を進めざるを得なか ったが、大量の観客を扱うには 2 カ所のメイ

ンアクセスが必要でレあることは、当初から理解されていた。

規 模 お よ び 機 能

事業決定がきわめて急であ ったために、つねに事業規模および内

容は、その時点での事業予算を考慮しながら詰められた面もなくも

ない。( 表 1 )  

現存する主要な類似施設は、 表 2 および図 1 に示すところである

が、われわれに与えられた命題は、日本武道館よりも観客収容能力

および性能において優れているものを建設することであ った。

欧米には展示場あるいは屋内体育館などの単独機能的なものは、

規模と性能においてわが国のそれらをはるかに凌駕するものが数多

くあるが、本計画の求めるような多目的的なものではない。米国の

いくつかの大学に見られる大規模多目的ホールは、観客収容能力は

満足しているが、アリーナ部が小さい ( テニスまたはパスケ ッ ト一

面を原則としている ) とか、諸設備がやや簡便すぎるなどの点で見

劣りがする 。

一方近年ノ マリやシドニーに建設された MU LTI -PURPOS E  HA L L  

も規模と性能において、われわれの求めるも のよりやや下位に属す

るものと見られた 。すべてアリーナ形式とならざるを得ないこの種

類のホールのアリーナの大きさは、アイスホ ッケーを前提にして決

定された 。アリーナ部の可動席を総観客数から差しヲ |いた約11 ，000 

人が段床部でもっともコンパクトに入れる平面形を考え、同心型の

長円形とした 。

全体の機能は、上述のアイスホ ッケーや 160m6 トラ ックの室内

陸上競技 ( これは現在欧州、| で公認されている最短のもの。わが国に

は基準は未だない ) にて広さが、テニ・スによ って高さがそれぞれ決

まる体育館として、あるいはアリーナ面上でのセンターステージや

スラストステー ジ的構成を中心に競演会、演芸会、音楽会などがで

きる多目的ホールとして、さらには十分な耐力を持つアリーナ全域

を用いる展示場としてそれぞれ成立することが求められた 。時には

相克する内容をどのようにして共有させるかが、限られた時間と予

算の中でのテーマて'あった。

因みに延床面積約30 ，000m'は、日本武道館より1 . 5 倍多〈、観客

〆 クプ

ヴ

図 2 主要な入口

(空〉

収容能力が約 500 席しか多くないことを考えると、全体が比較的ゆ

ったりと作られていることになる 。石垣部分は、内部機能をその大

部分が持たず、工作物として申請し、延床面積には計上していない。

観 客 ゾ ー ン の 平 面 計 画

約11 ，000名の観覧席部分の収容能力のうち、約 9，000席を固定席

とし、これを同心円状にも っとも効率のよいレイアウトを行うと、

放射方向に 22段の構成とな った。各段のピ ッチは用いられる椅子の

厚みや、ホール的要素を加味して、体育館としてはやや上級な90cm

とした。観客席部分の観客の出入りは、計14ヵ所ある中間レベルに

設けられた扉を用い、入室後約半数ずつがさらに下方か上方に進む

こととする 。

最後部周辺にはギャラリーを設け、必要に応じてピンスポ ッ ト等

を設置するほか、避難出口より石垣上部の広場に避難できる動線を

考えた。建物全体のも っとも特異な形状の長円形は、かくして柱ス

パ ンにて長径 125m、短径9 0 mの、屋椴伏にて長径 132m、短径97

m の寸法を持つこととな った。

この長円形は、敷地南辺に平行に長軸をおくことにより大阪城へ

の影響を最小限に留める手段とした。観客のアクセスは 図 2 のよう

に、南西および北東の 2 カ所とする理由は先述したが、これはまた

建物入口前に設けるこれらの広場からの敷地外へのビスタがもっと

も良好なところでもある 。点対称的に配された石垣は目形の動きを

創り出し、きわめて自己完結的な長円形を補完し、全体の烏聞社にお

いて長円形を城域に融合する視覚上の働きを担うものである 。

これらの 2 ヵ所のアクセスを経て、エントランス ロビーに至った

観客は、幅約 5 mの同心円形回廊式ロビーを巡ることにより最寄り

の観客席入口を 14 カ所の中から探すこととなる 。 この一周約 400 m

のロビーは上下 2 層に積まれ、下層ロビーは観客席出入口をまった

くもたず、もっぱら洗面所や売庖などのために供せられる 。

これは建物全体を税層にして平面的な拡がりを抑え、敷地の狭き

や工費の節減に対処する試みの一つであると同時に、 10，000人以上

の大量の観客が一つのロビーをさまざまな目的に、共時的に用いる
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危 険 の 可 能 性 を 減 ら す た め で も あ る 。

上 層 ロ ビ ー か ら の 観 客 席 へ の 入 口 扉 は 遮 音 を 考 慮 、 し た い わ ゆ る ホ

ー ル 扉 で あ る が、 答の 頻 繁 な 出 入 り に 鑑 み 、 シ ン グ ル と し た た め 、

建 物 外 部 の 音 や 光 の 入 り や す い エ ン ト ラ ン ス ロ ビ ー近 く は 避 け た 14

ヵ 所 と し た 。 こ れ ら の 14 ヵ 所 は 規 則 的 に 纏 め ら れ 、 下 層 ロ ビ ー へ の

6 セ ッ ト ・12ヵ 所 の 階 段 と な り 、 下 層 ロ ビ ー か ら 、 さ ら に ア リ ー ナ

に 至 る 観 客 用 の 6 ヵ 所 の 階 段 に 連 続 し て い る 。

下 層 ロ ビ ー に お け る 階 段 ・洗 面 所 ・売 庖 ・電 話 コ ー ナ 一 等 は す べ

て 1 セ ッ ト と す る よ う な 平 面 形 と し 、 パ タ ー ン 化 と す る こ と に よ り 、

大 型 サ イ ン と 併 用 し て 観 客 が 予 知 し や す い よ う に 努 め た 。

出 演 者 お よ び 管 理 ゾ ー ン の平 面 計 画

出 演 者 お よ び 搬 出 入 関 係 は長 円 形の 北 辺 直 線 音1¥の ア リ ー ナ レ ベ ル

に 、 管 理 ゾ ー ン は 南 辺 直 線 部 の グ ラ ウ ン ド レ ベ ル ( 南 練 ) お よ び ア

リ ー ナ レ ベ ル に 纏 め た 。 ア リ ー ナ レ ベ ル の 円 弧 部 は 東 西 辺 と も 機 械

室 に て 占 め ら れ て い る 。 な お ア リ ー ナ レ ベ ル で は こ れ ら の 諸 機 能 は

ア リー ナ 外 債IJ の 装 廻 廊 で 結 ば れ 、 ア リ ー ナ 使 用 中 も 支 障 な く 十 分 な

サ ー ビ ス が で き る 動 線 を 確 保 し て い る 。

出 演 者 お よ び 出 場 者 は 多 目 的 ホ ー ル と し て も 、 体 育 館 と し て も 、

か な り の 多 人 数 に な る と 推 測 さ れ る の で 、 大 型 の 控 室 兼 更 衣 室 を 洗

面 所 ・シ ャ ワ 一 室 ・浴 室 付 き で 2 組 そ ろ え 、 催 し 物 に よ っ て は 男 女

に 分 け る な ど の 用 い 方 が で い き る よ う に し た 。 ま た い わ ゆ る 個 室 の 控

室 や 主 催 者 事 務 室 等 も 、 こ の エ リ ア に 設 け る と と も に 、 つ ぎ に 述 べ

る 附 属 練 習 室 お よ び そ の 控 室 に も 繋 が り 、 機 能 を 補 完 し う る よ う に

な っ て い る 。

ま た こ の エ リ ア は 搬 出 入 経 路 に も な り 、 ピ ッ ト を 用 い れ ば 3 .7 m

の 高 さ の ト ラ ッ ク が 直 接 ア リ ー ナ に 乗 り 入 れ て ゆ き る 構 造 と な っ て い

る。

一 般 に あ ら ゆ る 種 類 の ホ ー ル あ る い は 展 示 場 は そ の 設 営 時 間 を 最

小 に す る 努 力 を 強 い ら れ て お り 、 床 仕 上 材 や 床 強 度 な ど の 検 討 と 相

侠 っ て 、 機 動 性 の あ る 搬 出 入 を 計 画 の 骨 子 の ー っ と し た 。

南 東 部 の 入 口 か ら ア リ ー ナ レ ベ ル の 南 直 線 部 に 至 る 管 理 ゾ ー ン に

は 、 管理者、 V 1  P 、 身 障 者 な ど が 利 用 す る 諸 室 が 纏 め ら れ て い る 。

すなわち、管理事務室や各種会議室および中央監視室 、 Ｑｾ 賓室、身

障 者 用 洗 面 室 や エ レ ベ ー タ 一 等 が そ れ ら で あ っ て 、 一 般 観 客 用 南 北

広 場 の よ う に 、 階 段 を 上 り 下 り し な く て も よ い 。 - f t 賓 室 か ら は i't :er 

!討 へ 数 段 の 階 段 に て 到 達 で き る 断 面 と な っ て い る 。

表 3 屋 根 架 構 の 梅 造 形 式

鉄 骨 ト ラ ス ド ー ム コンクリートド ーム 吊 電車 造 空 気 膜 構 造

屋 根 架 構 の

構 造 形 式

システム立体トラスドーム、または平 場所打ちコンクリ- r ，またはプレキ サスペンション締造 ＭＱＨＢＨ膜、 ］ｭｾｾ またはビーム方式

前トラス同組み合わせによるドーム ャストコンクリート

精 進 力 学 上 の 検々の荷重条件に対して安定、材料的 キレツやクリープに対する解決が必要. 長大スパンが可能である . 長大スパンが可能.

特 性 にも信頼性が高〈、重量に対して強度 重量が大きくなり、下部精進への負担 メインケーブルと直交する方向の風街 空気圧の制御に細心の注意. が婆る .

が大きい. が大きくなる。 軍などは不安定.
中央吊荷量、風伯盤、吋? などに問題.

朝町
施 エ 性 実績も多〈確笑である. 場所打ちの場合は、高所作業によりコ 吊り材の強力を計画i画。) に施工するの 原理的には平易だが、わが闘では実績

いろいろな施工法も考えられる. ンクリート打設が困雛. は入念な管理が必要. 全体にかなりむ がない. 施工時の風や雪への対策が必

進
ずかしい. 要.

性
経 済 性 軽量化が計れるので、下部機造への負 重量が大きく地工性が悪いため、経済 支住やアンカ一等内総工、あるいは全 経量化が計れるので. 経済的.

J且も少なく、やや経済的. 的でない. 体の繁雑きを与[ 1 . して、やや非経済的. ただし、空気圧保持のためのランニン

調E
グコストが必要.

屋根面の耐久性 十分な防錆処理をすれば良好. 場所打ち的場合のキレツ、プレキャス 風による繰返し荷量で、支持やや按合 膜材の耐周年限は比較的短いと考えら

トコンクリートの場合的ジョイント部 部の疲労による劣化対策が必婆. れる .

等の問問が多い.

外 観 必要なライズは摘造形式により幅がある. ライズ11大きい. 周辺は低〈抑えられる. 周辺部が全体または一部分高〈なる . ライズは小さくしなければならない.

形

周辺は低〈抑えられる.
周辺1; 1 : 低〈抑えられる .

内 部 空 間 必要空間は確保しやすい. 必要・:zli :1U1は確保しやすいが、中央部が 中央部が下がり、体育館には不合理な 必要空間の確保のために、風に注意し

態 高くなりすぎることもある . こともある。
ながら全体を上げるか、アリーナ商を

地下に下げることもありうる .

屋 根 材 料 軽量コンクリ - r ，A L C板、金属板、 コンクリート防水仕上げ 金属板、プレキャストコンクリート、 股

政およびこれらの併用 タイル打込みプレキャストコンクリート 膜

室 内 音 響 屋線形状は普響上好ましくない. 屋機形状に沿った吸ff 処理には限度が 屋恨が下方に凸形となり、拡散形とな ライズが平坦なので、 ドームよりは有

吸青天井を別途設ける必要がある。 ある.
るので有平11. 串1.

慶
遮 音 コンクリートなどの屋倒材料を用いる 良い。 プレキャストコンクリートを用いると 紫材の遮音1 ' l は小さい.

と良い.
良いが、金属板の場合は惑い.

被

話E 光
良い. 良い。 良い。 不可能.

空 関 負 荷
透過日射がな〈、屋機材の選択によっ 良い. 良い. 透過日射があり、 rt 流負制I も大きく、

ては最も小さくできる.
最も大きくなり、益事い.

性
防 露 断熱材を併用しうるので、最も良好な

性能としうる.

良い。 良い。 屋械断熱が劣るため、最も惑い.

換 気 ・ 排 煙
頂部モニターを設置すれば、自然換気 同左

方式および形状によ ってはモニタ 設 室内を常時加圧しておく必要があるの

自E

が可能.
置がむずかしい場合もある . で自然換気は不可能。

各 種 吊 物 装 置 集中荷量Iには最も対応しやすい. 対応しやすい. 局部的な集中荷量に 1; 1 : 対応しにくい. 最も対応しにくい.

メ ン ァ ナ ン ス 防錆に留意すれば問題はない. キレツや目地から町防水対策が必要で 吊り材や支持部町疲労に対するメンテ 膜材の補修および張り替えが必要であ

ある .
ナンスが必裟であり、むずかし い. 防 る.

水上も有利な形態でない場合が多い.

法規および防災 実績も多〈、問飽はない. 材料が耐火的で、問題はない. 特に問題はない. 膜材の耐火性に雌点があり. 恒久住物

上 の 間 短 点

として法規上も問題がある .

代表的な実施例
ピトリア( スペイン )農産物家畜展市場 y アトルキングドーム 代々木国立室内綬技場 ポンティ 7 .，' 7 : " - ルバードーム

ヒューストンアストロドーム
ニューヨ - 7 7ジソンスクエ 7 ガーデン ミネソタハン 7

'

) ーメトロドーム

本計画に対する 長岡形町平面形では外周リングの応力 施工性および室内各種性能は鉄骨ドー 権造上も耐久性に問題がある . 吊。} 物 昔、光、熱、耐久性などに問題が多い.

全 体 評 価
が大き〈なるなど、1 t 円形ほどこの構 ムほどよくない. 等の集中荷量にも対応しにくいので、 また、わが国には実績がないため、手

造形式を有利には使えないが、笑周上 左 2 つよりもよくないと与える . 続き上時聞がかかる .

問題ない. ただし、景観上ライズを最 最も景観上好ましくない.

小にする必要がある .
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F付 属 施 設 の 平 面 計 画

敷地北蘭の石垣下のスペースには、第二寝屋川の眺めを前提にし

たレストランと、 2 層分の断面を利用した練習室 を設け、北面から

の独立使用できる入口を用いて、それぞれホール本体とは無関係に

も用に供せる平面とな っている ( 北線)。

レストランへの食品の搬入はアリーナへの自動車による搬入口を

経てダムウェイターにて持ち上げる 。 またこれと逆の経路によって、

練習室を宴会場に用いる際のケイタリングサービスも可能である 。

練習室は P R C打放し部と、吸音処理をした強度のある合板仕上部

とにより仕上げられ、出演前の 1) ハーサルや、出場前のウォームア

ップに用いるほか、特大の控室としても利用できる 。

断 面 計 画

建物全体は、既存の景観保全のために、地下部分を多〈作ったり、

屋根を、しかもその周縁部をとくに下げるなどの手段により、全体

を低くする工夫を凝らした 。すなわち、 表 3 に見られるように、大

屋根の構造方式に 4 つの手法を比較した。

周縁音[1を下げる点からは、鉄骨トラスドーム、コ ンクリートドー

ム、空気膜の 3 つが同等の評価を得るが、遮光や遮音などの点で空

気膜はきわめて劣るので、鉄骨ドームまたはコ ンクリートドームが

残ることとなる 。ついで中央部の高さも内部機能に必要な最小高で

よいとすると、スノ マンに比べて低ライズのドームの断面となり、コ

ンクリートより 鉄骨の方がライズの下| 浪域が大きいことも理由のひ

とつとなり、鉄骨ドームによる低ライズの大屋根を採用した 。

アリーナレベルからの最大の有効高が要求されるのはテニスであ

って、一般に 15m程度とされているため、スピーカ一寸法を加えた

21mの天井高を中央部に確保した。アリーナ部は地階とし、水圧を

考慮して仕上面にて G L - 3，4001こ留めたが、アリーナ面の乾燥や断

熱に緩み、 二重スラブとしたためアリーナ部礎板下で G L - 4，760、

周辺部礎板下で G L - 5 ，400 とな っている 。

観客席先端部のアリーナとの有効高は 2 m600 とし、通常の中型

トラ γ クはそのまま場内に入れるようにした。平面形を小さくする

には、可視線との関係でこのように有効高を必要最小限とせざるを

得ず、これ以上の高さの搬入時には搬入口の床ピ ッ トの重量を揚げて

3  m700の有効高を稼ぐ方式とした 。

観覧席の出入口は約 9，000席のほぼ蚤心に該当する G L  +  4 ，800 

のレベルに設定し、南北のメイ ンエン トラ ンス前の石垣広場高もこ

れになら った。 このレベルを 2 階とし ア リ ー ナ 菌 と の レ ベ ル 差

8  m200 の間に G L  + 1，000の高きで 1 階を挿入し、下層ロビーや売

庖等の用に供した。

観客席最後部のギャラリーのレベルに合わせた最上部石垣広場に

より、南北エントランス部以外は全周をとり巻いた 。建物全体を大

阪城天守閣石垣より低〈抑え、屋根全体には緩やかなむくりをとる

ため、 9 段約 5 mごとに勾配を徐々に下げる必要があり、最ノj、勾配

試験で確かめつつ、 9 段に按分した 。

ギャラリ一部の天井は、そのまま外部のプレコンの庇に繋がる断

面であるが、約 400mのサ ッシ面積を最小にするとともに、庇を低

くする景観上の前提から 2 m400 の高きとし、そこから中央部の天

井に向け向心円状に高くしていった 。ホール内容積は残響時間を短

縮するためにも必要最小限とすることが求められた 。

立 面 計 画

敷地全域が風致地区および史跡指定地区内にあることを考慮、し建

物外観は高さを抑え、も っとも高いところも視点から離れた中央部

にするなど、全体に威圧感を減ずる姿勢で立面の構成を試みた 。築

城400 年記念事業というモニュメンタリティの要求される建物では

あるが、約 1 kmにおよぶ石垣の長さ、約 10，000m'の銅板主主屋根等、

構成要素の各単位が大きく、それだけで顕著性はおのずから生まれ

てくる 。

もっとも見通しのきく南北面の立面にはとくに意を払い、上下 2

段に組み合わせた石垣の上に大屋根が浮く構成を主旨とした。石垣

および屋綴とも水平線を基調とし、その両者を繋ぐカ引ラス外壁には

縦方向の動きを採り入れ、石垣と屋根庇を緊結する働きを持たせた。

このガラス依殺しの建具は、南北エントランス部では石垣の切れ

目に沿 って 2 層の高きとなり、 3 階の円弧昔日と連続して夜間の催し

物の際には光の輪となって外から見えることであろう 。総高さ 2 5 m

強の立面の約半分に該当する部分が庇を含めた屋根寸法であり、ガ

ラスM : を含めた下部が残りの半分という比例になり、建物に陰影を

つける大屋根が全体の上半分を占めるという和風の雰囲気を醸しだ

しているかも知れない。

およそ5. 000mXO. 350mの寸法をもっ0. 4- 0 .5mmの厚さの銅板は、

本来の緑青発生までの 5 - 1 0年聞の耐久性を保証する化学処理によ

る緑青ー色のエ ッチングが施されている 。長尺で大量の銅板に大きな

色むらがなく、しかも比較的長年月にわたり退色をおこさない化学

処理の方法については、着けられる色柄の調子とも関連してさまざ

まな試みが繰り返しなされた 。

延べ8 ，000 m' を越える石垣は瀬戸内と恵郊の花筒石を用い、平均

厚 15cmの割肌仕上を基調とし、隅石には大型の石をノミ切り仕上げ

にて使用した 。石垣の勾自己は「法線群の包路線J に目IJ ったが、積石の

感じを出すために石のノ マターンづくりを再三行い、またそれぞれの

石に丸みをだすために縁をおとすなどの細工を加えたためきわめて

手間を食い、予定していた工程をオーバーしてしまうほどであった 。

これらの細工をしても平坦になりがちなため、公園局の指導のもと

に、 4 割を上限に適度のきび石を混ぜ破調をつくる努力をした。

石垣の平面形は必ずしもすべてを古来のそれに類似きせず、とく

に南西および北東隅には鋭角の平面を作り、エント2 ンスへの方向

感を出すと同時に、現代的な趣も創りだす試みのひとつとした 。石

垣広場の周囲に配された手摺や大屋根庇を、いずれもプレコンとし

たのは、石垣と、色や量感上連続させられる材料であると考えたか

らであり、建物内部にも基本材としてしばしば用いた 。

ホ ー ル 内 装 計 画

ホール内部の意匠は、基本的には建築音響を前提にしたものであ

る。 ホール建築音響計聞は電気音響計画と対になっており、 N H K

総合技術研究所の指導を仰ぎながら設計を進めた。建築音響計画は、
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4.0 

2. 0 

63 125 250 500 1  K  2  K  4  K  8  K  

一一一一一一ｾ ー 周波数Ｈ出Ｉ

・一 一 ・ A パターン / 仮訟ステージ、パイプ精子 2. 300設置 1  

ｉ 袖幕、一文字幕、大黒幕、ホリゾント ｾＴ 点の平均値Ｏ

x - - x  スポーツパターン( 備品一式なし)

図 3 空席時のホール残響時間周波数特性

遮音と吸音対策に尽きるが、当ホールの設計の目標として N C3 0以

下の音場を確保することを共通の目標として定めた。これは昨今の

文化ホールの N C  20- 25の恭準からはやや劣って見えるが、電気音

響に依存したホールて'あり、セミクラシ ックコンサートまでが限度

であること、あるいは多人数の観客の避けえないざわめき等を考慮

に入れると、このレベルは必要十分であると判断される。

70ホン程度の航空機または電車の騒音と、降雨時の雨滴音とを遮

断する大屋根およびガラス建具の設計が外部騒音対策の骨子であ っ

た。先に比較したように、屋根には遮音対策の答易な軽量コンクリ

ートが現場施工できる鉄骨ドームを採用し、さらに断熱吸音材を銅

板との聞に挟んだ屋根断面とした 。雨滴音は金属板王手き屋根にはし

ばしば発生する盲点であるので、鋼板裏面に剛性を高める処置を施

し、かつ屋根面総合の雨滴音の模擬実験をあらかじめ行うことによ

って遮音力を確認した。

一方外周延べ l ，OOOm'のカヲス建具には蔽殺しにより対処し、 14

カ所の非常口の権扉にも同レベルの遮音性能を求めた結果、期待し

ていた基準を満足で‘ きるものができあがった。

観客席下は足元吹出しのチャンパ一、機械室、洗面所等が連続し

ており、スラプ下には原則的に吸音材をとりつけ、チャンパーや機

械室部には二重スラブとする処置をしたため、これらの個所からの

騒音は防止できた。一方アリーナレベルにおける機械室に関しては、

アリーナとの問にサービス廊下を一周させることにより遮音するこ

とカずできた。

延べ1 l 0，OOOm'を越え る大気積のしかも長円形のホールは、本来、

音響的にもっとも好ましい状態になく、残響や反射により明瞭度は

きわめて低下する。したがって観客が8 0 %入った状態でもっとも明

瞭度の要求される講演会に適した1 . 25秒程度の残響を笑現できるよ

う、天井、観客席床、一部の壁、椅子、ガラス壁等に、グラスウー

ルの吸音材、カーペット、パンチングウオール、布貼りの椅子、 l吸

音カーテン等々をことごとく採り入れ、吸音に努めた結果、低音域

を含め自然な吸音性能をもっ音場が実現できた。( 図 3 )  

この特性は空席昨にも1 . 5 秒と短〈、観客の多少に対する変動霊

も少ないため、使いやすいと考えられる。最適の残響時間は催し物

によって1 . 2 秒- 1 . 8 秒程度の幅を持つゆえに、電気的に付加する

方式により、観客数との相関関係により容易に調整できるシステム

をイ結えている。

ホール内の使用材料はこれら吸音材を押さえる多孔質の金属板ー

エキス パンドメタル、パンチングメタル、鋼管格子一一等や、これ
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らととり合う鋼板パネル等が顕著に自につき、壁から上は中性色の

メカニカルな仕上げに統ーした。

これと関連して椅子の締造部および観客席の床全域はダークグレ

ーに揃え、これらと対比的に椅子の表面とアリーナ床面には、それ

ぞれ赤系統および背緑の有彩色にて仕上げた。

その他建物全般にわたっては、そのスケールを適切に表現するこ

とを狙って、中性色~暗色を基調にし、必要に応じて赤や緑の色彩

を菌己した。

防 災 計 画

この建物の防災計画においては、不特定多数の入館者の安全と、

災害の発生および拡大防止を基本条件として進められたが、なかん

ずく一万数千人の観客の避難退出が最大の課題であった。( 図 4 )  

幸いにも、この施設は景観上の配慮から四周に段層状の石垣基壇

を設けており、これらの基壇広場を利用して多用の避難ルートが確

保できる断面構成を組んだ。すなわち、観客席の上段ゾーンは 3 階

z主主

屋外広場

.1!! 

ｾ＠

図 4 避難計画概念図

ギャラリーから直接屋外上層広場に避難し、広場階段により 21培エ

ントランス前の下層広場に誘導される。観客席下段ゾーンは 2 階ロ

ビーを通過して南北エントランスを出、玄関前広場に避難する。

また 2 階ロビーの東西 2 カ所の避難出口からは地面レベルへの直

通避難階段を設け、エントランス広場側への避難集中を防止すると

ともに、ロビー内の避難退出時聞の短縮を計っている。 3 階レベル

の上層基壇広場は東西合わせて約 6，500m' 、下層エントランス広場

は南北合わせて約 4，OOOrがそれぞれあり、いずれも退出者の一時避

難の場として安全といえるであろう。

つぎに催し物によってはアリーナにも多数の観客を入れることが

想定されるが、その場合には、アリーナ周聞の 6 ヵ所の階段にて 1

階ロビーに退出し、東西に設けられた避難出口より直接地表面に出

られる動線とした。またアリーナから南北棟を経由した避難路も確

保されている。

以上のように通常の劇場形式の観客席" に比べ、アリーナを囲むス

タンド形式の場合、観客席後方すなわち建物全周に避難ルートが確

保されるため、大群集を収容する施設としては比較的短時間の退出

が可能となり、計算上て' は通常時に約 3 分程度となる。災害の発生

および拡大防止の商では、防災上の「筈戒域」すなわちサービスゾ

ーンや諸室を南北練に纏めた集中管理しやすい構成とし、一方避難

ゾーンである ロビ一等は防災上の諸設備の設置に加え、徹底した内

装の不燃化に努め、相互の区画を強化することにより「安全域J を

構成している。

( う え だ し ん や 開 設 計 大 阪 本 社 制 部 長)

か わ も と よ し か ず 向上 設計部只j



大 阪 城 国 際 文 化 ス ポ ー ツ ホ ー ル

構 造 計 画

鵜 飼 邦 夫

全 体 計 画

この建物は、配置図に示されているように、中央部分に 125mX  

9 0 mの長円形ドーム屋根を持つ地下 1 階 ・地上 3 階建のホール本体

と、南玄関 ・ロビー ・事務管理部門 . ｩｾ 賓 室 等からなる Ｑ 階建の南

糠と、北玄関 ・ロビー ・会議室 ・レストラ ン ・トレーニング室 ・搬

入口等からなる地下 l 階 ・地上 1 階の

北練と、東および西に拡がる 1 層の東

. 西ひろばから構成されている 。

ホー j レ本体は、屋被を鉄骨造、スタ

ンド部分を鉄筋コンクリート造 ( 一部

鉄筋鉄骨コ ンクリート造) とし、南棟

および北棟は鉄筋コンクリート造 、東

西ひろばは鉄骨造とし、それぞれの棟

は構造的に切り放し、独立させた計画

とした 。

以下、ホール本体の構造計画につい

て述べ る。

基 本 計 画

建築計画上からの要求事項

この建物を計画するにあたり、各方

面からさまざまな要求が出されたが、

その主なものをあげる 。

音楽、各種ショウ 、文化的催し物、ス

ポーツ等の開催が可能であり、このた

めの機能を有する 16 ，000人収容のホー

ルて。あること 、したがって質の高い空

調 ・音響 ・照明等の設備、舞台装置等

の設置が可能なこと 。

(2) 建設場所は、風致および史跡指定

地区にあり、周囲の環境と調和する必

( 0 @ @  

要がある 。

(3) 敷地形状から、東西に長い形で配置されること 。

(4) 短い期間で完成できること 。

以上を念頭に入れ、構造計画を行 った。

構造計画

・建物高さ

建物の高さをできるだけ低 くし、巨大さからくる威圧感をなくし、

周囲の環境と調和させるため、建物をできるだけ地下に埋める案を

検討した。 この結果、アリーナ基礎面を常水位菌付近の S G  L -4. 8 

m とし、約 2. 5 mの水位上昇に対しても浮き上がりが生じないよう

に計画した 。

・屋線形状と構造

屋根形状は、長円形低ライズドームが要求された 。この形状に適

する構造として、 ①鉄骨平面トラスを組み合わせたドーム、②鉄骨

システムトラス、 ③空気膜について検討した 。②については、応カ

が大き く適用範囲を超えること、およびトラス内を設備空間、メン

テナ ンス空間として利用したいこと、 ③ については、機能的な面で

それぞれこの建物には不適であり 、①の構造を採用した 。

・主要構造

短辺9 0 m、長辺 125 mの鉄骨造長円形屋根ドームは、両端の半円

形 ( 直径9 0 m) 部分は、球形の一部、 中央直線部 ( 3 5 mX 9 0m ) は、

円筒状て¥ライズは 9. 3mである 。構造は、中央部梁成4. 0mの平面

トラスを 図ー 1 に示すように組み合わせ、立体とし、周囲には、屋

綴ドームの水平スラストを拘束する目的でテンションリングを配す

図ー 1

建築と社会/ 1蜘 年 11月号 59 



る構造とした 。部材は、形鋼を主としたきわめて一般的なものを採

用し、経済性を計った 。

この屋根ドームを支持する柱は、外周音[146本の鉄骨クロスセクシ

ヨン柱とし、 3 階では鉄骨鉄筋コンクリート造とし、力の無理のな

い伝達を計った 。

3 階床以下のスタンド部分は鉄筋コンクリート造 ( 一部鉄骨鉄筋

コンクリート造) とし、鉄筋コンクリート耐力壁を、円周方向には

外周部とアリーナ周囲に、半径方向にはスタンド下部に、均等かっ

全体として対称的になるように配し、この部分の耐渓設計について

は、ルート I を満足するように計画した 。

・基礎構造

地盤を地質的にみると、上町台地の北東端に接する沖積平野にあ

J1i立体トラスモデル

s  

s  

振 動モデ ル

固有周期と振動形

1次 T = O.689SEC N = I . 46Hz  

60 

線材置換金体モデル

下部スタ ン ド部分を含めた

モデル

図 - 2

2次 T=O. 683SEC N= 1 .47Hz  

3次 T = O. 655SEC N=1. 53Hz  

4次 T = O.526SEC N = 1. 91Hz  

26次 ア = O. 167SEC N = 6.02Hz  

46次 T = O.094SEC N = l O.65Hz  



たり、地層は、埋土層、 j村氏層、洪積層の 3 層に大別され、 G L -

8. 0 - 10. 0m付近を境にして j村氏層から洪積層に変化している 。

洪積層は、粘土層と砂質土層が交互に 2 層確認されている 。 した

がって建物は、上部砂質土層を支持層とする杭地業 ( P C 杭 A 極500

4 打込み杭) として計画した 。

設 計 方 針

長期荷重設計

・固定荷重に対して

屋根ドーム部分の特徴は、固定荷重が比較的大きく、屋根ライズ

が小さいことである 。 したがって固定荷重に対しては、屋根荷量施

工完了までい ったん 31省鉄骨柱頂部でテフロンを用いたすべり支ゑ

で支持し、上部構造のみで自己釣合状態にし、応力変形状態を的確

に把握するとともに、水平移動にともなう柱の応力を緩和する方法

をと った。

・温度荷重に対して

この極の建物では、温度変化による応力変動を無視できない。 こ

の建物では、屋根を銅板仕上げの下に断熱材 ( 硬質ポリウレタ ンフ

ォーム t = 2 5mm) と軽量コ ンクリート ( t = 8 5  p  = 1 . 4 ) とし、断

熱性能を高めている 。

屋根鉄骨と下苦11柱との接合時期を中間期 ( 5 月頃 ) とし、温度影

響そのものが少なくなるようした。 したがって屋根を支持する構造

体と、スタンド部分の温度差は 20. C として設計した 。

この結果、屋棋構造体の応力変動は、外周テ ンシ ョンリ ングが固

定荷重時の34% と最も大きく、他の部材は 14% 以下とな ゥた。なお、

屋中艮軽量コ ンクリート床板は、伸縮目地を設け、この部分の伸紛に

よる構造体への影響をおよぼさないようにした。

短期荷重設計

・地長荷重に対して

通常、体育館等の建物では、屋根椛造そのものの耐震設計は、重

視されていない。 これは屋般質量が小さく、十分安全でUあると考え

られるためであろう 。

この建物では、固定荷量が比較的大きいこと、大空問機造である

ことから、十分な検討が必要と考えられた 。 このため、この設計で

は、静的震度設計により仮定された断面をもとに、下部スタ ン ド部

分を含めて、建物全体を立体構造物としてモデル化し、立体振動解

析を行い、耐民性の検証を行った。

屋線構造各部は、スタンド下音11入力で 200gal 入力時弾性となる

ようにした。

以下、立体振動解析の概要と結果について、紹介する 。

解析方針 (注 1 )  

(1)  振動系は、上部鉄骨ドームと下部スタンド構造物を一体とした

モデルとし、地民動の入力位置は、下部スタンドの最下階床レベル

とした 。

(2)  質点は、屋根面に 9 質点、外周部は鉄骨柱柱頭、 3 階床、 211皆

床、 l 階床に各 6 質点、計33質点とする 。 自由度は、屋根面質点に、

各 3 自由度 ( 水平 2 、鉛直 1 ) 、外周部質点に各 2 自由度 ( 水平 2 )  

の計75 自由度とする 。なお、昼桜面に 21 f ! 点をと ったモデルについ

てもあわせて解析し、上記モデルと、屋綴面の主要な振動モードを

比較し、質点数による 誤差の少ないことを硲認した 。

(3) 減衰定数は、 1 次を 0. 02 とし、各次は、円振動数に比例するも

表一 1

¥込さと! X 方 向 Y 方 向 Z 方 向

Case 1  

EI -Centro EI -Centro 

NS  l OOgal  E W  70gal  

Case 2  

11 

"  
E W  70gal  NS  l OOgal  

Case 3  

住友生命仙台 住友生命仙台 住友生命仙台

NS  l OOgal  E W  96gal  

Case 4  

11 11 

E W  96gal  NS  1∞gal  

〔注〕保用法の慨要

記録最大加速度 般大述l!r

EI -Centro  cal if. NS 1940. 5.18  

11 E W "  

住友生命仙台ピル NS 1978.6.12  

(l芸城 県e中地波)

E W 

UD 

のとした 。

319.2gal  39.7kine  

215.9gal 33. 6  11 

250.9gal  

240.9gal  38.7 11 

90. 8gal 

UD36 

11 

(4)  地汲波外乱は、 表ー 1 の組み合わせによる 2 方向入力、

入力とした 。

3 方向

(5) 解析方法

モーダルアナリシスによ った。 ( 65次モードまで考慮)

(6) 振動モデル

屋 械トラスの応力解析は、架構の対称性から、全体のｾをとり出し

た立体トラスとして行っているが、立体振動解析を行うには、非対

称モードも表現できる全体モデルが必要となる 。立体トラスを全体

モテ'ルに拡張すると膨大な演算時間を要するため 、図 - 2 に示すよ

うに、線材置換をし、全体モデルを作製し、立体振動解析を行った 。

この立体モデルによる振動解析結果より 、地震時設計荷重を設定し

たが、音11材の応カ算定にあた っては立体トラスとして、行った。

なお、立体トラスモデルと、線材置換モテツレとの適合性は、 同一

荷重条件による変形が、ほぽ一致 ( 誤差士写: t 5  % ) とすることに よ

り確認した 。

・風荷重に対して

屋根面に作用する風荷重は、既往の風洞実験、建築学会の建築物

荷重指針 ・同解説等を参考にして、 図 - 3 に示す A の荷量を想定し

た。 また屋根面の安定性を検討するため、 B 、C の荷量 case につい

ても想定した 。c ase A は固定荷量と反対方向のため、またB 、Cc as e

は応力増加は少なく、問題とならなか った。

(7  
rて皿、

{ c = - 0 5  

P=125k9/m'  

P=: ! :  IOOk9/m'  

A  B  C  

全体吹上げ荷量 短辺方向片荷重 畏辺方向片荷重

図 - 3

(3) 雪荷重に対して

雪荷重は、最深積雪量50cm ( 100kg/ m') を採用した 。雪荷重につ

いても片荷重にな った場合の検討をし 、問題のないことを確かめて

いる 。

注 1 ) 参考文献 rCBRCJ 第31号

( うかい 〈にお 日;建訟計大阪本社指造部副部長)
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大 阪 城 国 際 文 化 ス ポ ー ツ ホ ー ル

はじめに

設 備 計 画

関 伸 二/ 大 高 一 博 ( 空調、衛生設備)

山 田 恒 春/ 竹 村 繁 幸 ( 電気、特殊設備)

当ホールは 16，000人を収容するスポーツおよび文化的イベントを

行う多目的ホールで、ある。その設備設計およひ施工に際して、短期

間に解決しなければならない課題が多数あって、枚挙にいとまがな

いくらいであった。スケジュールに追われながらも事業主である株

式会社大阪市開発公社大阪城国際文化スポーツホール苧設本部建設

課松嶋課長、岡田設備係長、安井設備係長の適切な指導を仰ぎ、音

響面ですま日 :本放送協会総合技術研究所音響研究部の技術協力を得、

必要なシミュレーション、模型笑験も加えて設計をまとめ、施工さ

れた 。また空調計画においては、東京大学生産技術研究所村上研究

E 三ヨ

二1二二プ

室の協力により、模型実験を実施した。

以下に建築設備、ホール特殊設備の計画についてその概要を述べ

る。

空 気 調 和 設 備

(1)  熱源設備

当建物はホールを中心とし、練習室、管理事務室、控室、レスト

ラン等使用時間帯、負荷特性の異なる空調ゾーンが多数存在するた

め、各室の使用目的にあわせ、つぎの熱源系統 ・方式を採用した。

・ホール系統 都市ガス直焚冷混水機

・南棟系統 空冷ヒートポンプチラーユニット

・北棟系統 空冷ヒートポンプチラーユニット

・レストラン系統 空冷ヒートポンプ型ノマッケージエアコン

(2)  空調系統並びに空調方式

空調系統 ・方式は、各室の使用目的、負荷特性等を考慮、し、決定

した。主な系統の空調方式慨要はつぎの通りである。

(2) ー 1 ホール系統

ホールはスポーツから文化的イベントまでこなす多目的ホールでる

あり、観客席とアリーナで構成されているが、観客席を主体とした

空調計画を行っている 。当ホールは最大収容時約16，000人という大

空間であり、観客席は前部席と後部席とがあり 、その床高さは最大

9  mの差があるため、ホール系統空調機は前部席系統、後部席系統

5  思

ｌ 一一ｾ

「一一昌二昌一一「

も

も

、 2  F L  

I  F L  

図 1 ホール空関断面図
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の 2 系統を設け、おのおの単独制御を可能とし、観客席の温度環境

の均一化を図った。

空調方式は単一セントラルダクト方式を採用し、ホール天井内低

迷シングルループダクト配管とした。 l次出口は天井スリット部にノ

ズルユニットを設けており、後部席系統は冷暖房時いずれも同ノズ

ルより冷 ・温風送風としているが、前部席系統は、冷房時は同ノズ

ルより冷風送風、暖房時は客席座席下に設けられた特殊吹出口より

温風送風を可能とした。また、吸込口はアリーナの使用に支障なき

ょうアリーナ両端コーナ部床面に設けてある。

ホール部分使用時には、可変送風量とするため前述したノス. ルユ

ニットに C A V装置を設置し、ホールの使用状態により中央監視盤

にて C A Vユニットのパターン制御を行っている。

(2) 一 2 南北諸室系統

当系統は管理事務室のほか、会議室等小部屋が多〈存在しており、

室の使用状態により各室制御が行えるよう単一セントラルダクト+

ファンコイルユニット併用方式を採用した。

( 2) - 3  レストラン系統

他の系統の使用有無にかかわらず、レストランは単独営業を可能

とするため、熱源、空調機とも単独運転を考慮し、空冷ヒートポン

プ型ノマッケージエアコン方式を採用した。

(3)  換気設備

館内の便所、湯沸室、機械室、電気室等に第 l 種~第 3 種換気を

行っている。

ホールには、イベント内容により発生する臭気、煙、もや等の対

策として、アリーナ天井内に 4 台の排風機を設置している。また、

ホールの空調効果を向上させるため、ホール天井内にアリーナ循環

装置が設けてある。

(4)  排煙設備

不特定多数の来館者の安全を期すため、排煙方式は原則として機

械排煙方式を採用している。排煙系統は、ホールは天井内 2 系統、

一般諸室および外周ロビー等は 5 系統の区分としている。

(5)  省エネルギ一計画

当ホールは 16，000人収容の大規模ホールであり、イベント内容も

スポーツから文化的イベントまで非常に多目的に使用されるため、

各イベン卜内容に対し快適な空調空間を提供するとともに、つぎの

省エネルギ一計画の導入を行っている。

・熱源機器 ・ポンプの台数制御

- 外気冷房および空気全熱交換器の採用

.  CO
2監視による取り入れ外気量制御

・ホール部分使用時可変風量制御

・冷却塔親子モータ一切替え命11御

衛 生 設 備

(1)  給水設備

当ホールの特性としては、イベントの有無、内容により、水使用

勺が大きく変動することである。

飲用水系の水質を保持するため、本建物では、受水槽および給水

配管は上水系統、雑用水系統の 2 系統方式を採用しており、また、

飲用水系統はループ配管方式とし、上水系統残溜水は雑用水受水槽

へ還水している。各受水槽の貯水量は中央監視盤室にて常時監視を

行えるよう表示を行っている。

表 1 ・空関・衛生設備機器構成表

機 器 名 仕 機

冷 1邑 水 機 ガス直焚二重効用形 ( 25%省エネルギ- l I : 1 ) 3 0 0 US RT  X  3 台

( ホール系統) 加熱能力 774. ∞oKc al! H 、冷水入口 12"(; 出口 6"(;

溢水入口 54.9"(; 出口 60"(; 、冷却水入口 32"(; 出口 38"(;

中圧ガス 8 6 C (4. 5∞Kc aI! H .  1. 5∞. mAq)  

レy プロ形 8 0 US R T  X  2 台、冷水入口 12"(; 出口 7"(;

ヒートポンプチラー 温水入口 40. 47"( ; 出口 45"(; ( 冷却能力 200. ∞OK伺l ! H

Ｈｾｴ 諸室系統Ｉ 外気 35"( ; D. 8 加熱能力 182. ∞OKcal / H 外気 0"( ; 85%R H)  

レンプロ形 5 0 US R T  X  2 台. 冷水入口 12"(; 出口 7"(;

ヒートポンプチラー 温水入口 40. 52"( ; 出口 45"(; ( 冷却能力 200. ∞OK 臼 l/H

{ 南諸室系統) 外気 35"( ; D. 8 加熱能力 113. 0∞K 田 I / H 外気 0"( ; 85% R H)  

ポ ン プ m 冷温水ポンプ 8 台、冷却水ポンプ 4 台

冷 却

*  

a)  押込通風式向流' I ' J ( 超低騒音仕様)

3 0 0 US RT  X  3 台

d)  カウンター7 ロ一丸型( 超低騒音仕様)

4 5 US R T X  1 台

ア リ ー ナ 循 環 装 置 ( ターボ7 アン 5. 820C附- I x 190mr nAq X  5. 5附 X 1 台/ セ 川 、

X 4 セ y ト

排 煙 7 ァ ン m 合計 7 台 ( 外周 ロビー系統 4 台・荷捌室系統 1 Ei . ホール系統

2 台)

A  H  U 型 空 調 器 a  ホール系統

(計13台) 40，∞OC附- I x 117mr nAq X  2 台( 22剛 X 2)  

O Aユニ y ト 27. ωoC附- I X 4 5 mr nAq X 2 台 (7 . 5KWX 2 )  

X 4 セ y ト

R F  40. ∞OC附- I x 叫 mr nAq x 2 台(11剛 X 2)  

d  外周ロビー系統

22，∞OC MH X88- 103mmAq X ( 1l - 15KW)  X  4 台

c. 更衣室東系統

14 .  5 4 0 CMHX 8 9 mr nAq X 7  .5附 X 1 台

R F  4  . 6 4 OCMHx 3 2 mmAqx  1. 5KWX  1 台

d.  更衣室西系統

11. 980CI V任I X 87mmAqx 7 . 5KWX 1 台

R F  4，2 5 OCMHX 5 8 mr nAqx 2. 2KWX 1 台

e  南ロビー系統

19，3 3 0 CMHX  l 08mr nAq X  15附 X 1 台

R F  9 . 03OCMHx 58mr nAqx 3. 7剛 X 1 台

f  管理室系統

9，5 1 0 CMHx 8 9 mmAq x 5  . 5KWX  1 台

R F  9 . 030CMHX58mr nAqx 3. 7KWX 1 台

g  練習室系統

20.  240CMH X  8 6 mr nAq X  11附 X 1 台

R F  ＱＸ ， ＵＴＰｃｾ 心Ｍｉ ｸＵＵｭ ｲｮａ ｱｸＷＮＵ 剛 ｘ 1 台

P  A  C 型空翻; 綜 a. 電気室系統

( ヒートポンプ型も含む) 3 0 US RT、16. 200CMH X  2 0 mmAq  (機外 ) X ( F5. 5、 C7. 5KW

(計 3 台) X  3 ) X  1 台

，みaι -
水 得 飲用水用 F R P  ( サンドイツチ)

60m' X 1  (  2 僧式) ・3 ml X 1  

雑用水用 F R P  ( サンドイツチ)

8Om' X 1  ( 2 槽式) ・80m' X 1  

自 動 給 水 装 置 a. ' 飲用水用ユニ y ト

(  2 ユニ y ト) 変流量ポンプ多段渦巻 50O x 260 t / 四 X 4 0 mX3. 7KWX 2 台

定流量. r . ンプ多段渦巻 50O X 2∞t /凹，X 4 0 mX 3 .7KWX 1 台

b  雑用水用ユニ y ト

変流量ポンプ多段渦巻 80OX6∞t / mi nX40m X7. 5剛 X 2 台

定流量ポンプ多段j両巻 80O X550 t / mi nX40m X7. 5剛 X 1 台

真 空 式 給 湯 機 500，∞OKc al! H( 2，∞o  t /H、 8. 300t / H 2 回路)

最高使用圧5 0 m ・伝熱面積 9. 9m'

ガス消費量 14. 2Nm' / H( 6C) X  1 台

ガスバーナーNox50ppm( S  %換算) 以下

貯 t晶 糟 a  本館系統 5，∞o t S US 444 6  t  模型 X 1  

(計 2 缶) 最高使用圧 5. 3kg/cm'

b  北機レストラン系統 1，∞ot S US 444 6  t 竪型 X 1  

最高使用圧 5. 3kg/cm'

ポ

"  

プ 頬 排水ポンプ

水中型カ ッタ付 50OX200 t / 醐 X 8 m X2. 2剛 X 4 台

水中型力 ，1 付 50OX100t / mi nX 8 mX 1. 5KWX 4 台

水中型 65OX350t / mi nX 8 mX 1. 5KWX 4 台

水中明 50O X  100 t /mi nX 8  m XO. 4KWX  9 台

消火ポンプ

屋内消火栓用多Eめ品巻 125O X  1，5∞t / mi nX70m X  37 民.wX 2 台

スプリンクラ用祭主渦巻 100OX 900t / 醐 X 6 0 mX  18. 5附 X 1 台

屋外捕火栓用多段渦巻 125世X 1，400t / 皿nX 7 0 mX  37 KWX  1 台
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給水方式は、建物高さの制約上、高道水槽を設置できないため、

上水、雑用水系統とも加圧ポンプ ( 吐出圧一定制御 ) 方式を採用し

た。なお、上水 ・雑用水とも原水は大阪市市水を利用している 。

(2)  排水設備

館内は汚水、雑排水の 2 回路分流方式とし、 1 .  2 階系統は直接、

地下系統はポンプ U P により屋外会所に接続。屋外会所にて汚水、

雑排水を合流の後 、大阪市下水道本管に放流している 。

(3)  給湯設備

都市ガス直焚真受給1易機によるセントラル給湯方式を採用し 、浴

室、シャワ一、更衣室、レストラン等への供給を行 っている 。給湯

系統は本管系統と練習室系統の 2 系統とな っている 。その他、附属

諸室の一部には電気湯沸器による単独給湯を考慮、してある 。

(4)  都市ガス設備

大|阪仮 yカyゲ自スス{ 供共絵中圧本管管2 より中圧 A (臼3.0 K一9. 9 K )  のカガ酔ス圧にて

{ 供共給を受受，け、敷地内カ

調圧して館内に供給している 。ホール用空調熱源て・あるガス直焚J令

温水機には中圧 B 供給とし、給湯用ボイラ、レストラン厨房等へは

低圧に調圧した上で供給している 。

安全装置としてガス漏れ笹報設備を各ガパナ一室、熱源機械室に

設け、中央監視盤室にて常時監視するとともに、中圧管には緊急遮

断弁装置を設け、遠方遮断操作可能としている 。

(5)  消火設備

当ホールは多目的ホールであり不特定多数の人々が来館するため、

来館者に対する安全計画を最優先とし、基本設計の段階より消防当

局と協議を行い、つぎの消火設備を設設している 。

- 屋内消火栓設備

・スプリンクラー消火設備

. ハロゲン化物消火設備

- 屋外消火栓設備

- 連結送水管設備

. 防火用水設備

電 気 設 備

(1) 電源設備

当ホールの受電設備

容量は 5，OOOKVA であ

る。これは当ホールが

国際スポーツ競技から

文化的各種イベントに

適応し得るよう、通常

の照明、空調、衛生'i !j:

i原のほか、つぎの特殊

電源を用意したもので

ある 。

- 舞台照明設備 3s64W173/ 100V 

- ホール音響設備 l f 3W200/ 100V 

- 大型映像設備 3s63W200V 

- 電光表示盤設備 3s63W200V 

第 1 電気室

500KVA 

150KVA 

200KVA 

200KVA 

- テレビ中継車電源 1s63W200/100V 60 K V A  

・展示動力電源 3s63W200 V  500 K V  A  

- 展示照明電源 3s64 W173/ 100V 500KVA 
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⑤ 

① 第 1 ilt9i 室

② 第 211[気室

③ 第 3 電気室

④ 発電機室 ・蓄電池室

⑤ アリーナ天井への E P S

⑥ アリ ーナ天井への E P S

一ー一 地階幹線ケー プル ラ y ク

図 2 電気室と幹線ルート

屯気室の位置と幹線計画は、催し物が行われるアリーナに対して

「遮音性」、「動線計画J および' 屯路の「経済性」を考慮して、 図 2

のように決定した 。

なお、電気室の供給区分はっさの通りである 。

- 第 l 電気室 ホール音響、展示照明、展示動力

B - 2 階の照明、動力

・第 2 電気室 舞台照明設備

アリーナ天井の北フe ロック照明設備

・第 3 電気室 大型映像、電光表示盟主設備

アリーナ天井の南フe ロック照明設備

(2)  非常電源設備

停電時の非常屯i原として冷却水不要、小型車王塁、低騒音でかつ振

動の少ないガスタービ ン駆動発屯機 l ，OOOKVA を設置した 。

なお、対象負荷としてはつぎの通りである 。

・防災動力 ( 排煙ファ ン、消火ポ ンプ、非常コ ンセ ン ト等)

・非常照明 ( 蓄電池10分後の非常照明、客席通路誘導灯)

・保安動力 ( 自動給水ポンプ、排水ポ ンプ、アリーナ必よぴ運用室

系統空調器、シ ャッ タ一等)

・保安照明 ( 通常照明の約20%)

. ホール音響

・テレビ中継車

非常照明( 10分間容量) 、客席通路誘導灯並びに受変屯機線、中央

監視悠 ( 防災を含む ) 制御電源として全密閉型望書屯池700AHを設置

した 。

(3)  中央監視盤設備

当ホールで催される各種イベントに |努し、安全で、快適なホール環

境を維持するため、複雑多岐にわたる各設備機苦誌の効率的運用と維

持管理が、少数の要員でできるシステムとし、 C P U、 C R T により

約5，000点 ( 防災含む ) の集中監視、計 iRl J 、制御を行 っている 。

主 な機能はつぎの通りである 。

- 受変電 ・発屯機の監視・制御

・デマンド制御、力率指1 ] 御

・発電機の負荷制御、復電制御

Ｎ ｾ調動力 ・ 照明のスケジュール発停

. 照明の公演別ノ f ターン制御

- 各水槽の水位監視並び、に各5十is1J値の上下 11.良監視

. 各機器の運転 ・故障時の雑印字記録

- 各計調IJ 値の日報作成

・保守管理系統インターホン ( 電気室、機械室)

(4)  防災設備

当ホールは不特定の人が多数集まる ので、防災計画( 避難を含む )

は最優先でなければならない。 このため防災設備については法的規

制lによる設備ばかりでなく、消防当局の指導を得て、正確に、かっ

容易に火災の予防、消火、管報、避難が行えるシステムとした 。



防災監視盤は保守 ・保安要員の重複をさけるため前述の中央監視

盤と列盤 ( CRT は防災専用) とし、この監視室を防災センターとし

てアリーナ主出入口と管理事務室との中間点に設け、相互連絡が容

易に 1Tえる位: 置とした 。

主な機能はつぎの通りである 0

. 自火報 ・防排煙の監視 . flj lJ 御

- 防煙夕、ンパー ・排煙口とファン類の連動制御

. 方、ス漏れ監視

- 誘導灯信号装置

( 消士丁)

- 非常放送設備

・非常電話設備

- 無線通信補助設

備( 消防用、笹察

用)

I T V に よるア

リーナの状態監視

- ホットライン系

中央監視室

統インターホン( 管理事務室、音調室、競技事務室、表示盤操作室)

(5)  照明設備

アリーナで催される各経イベントを大別すれば、①スポーツ競技、

②展示会、③集会、講演会、④コンサート、演劇となり、照明設備

はこれらに適応し、しかも国際的会場であるので「テレビ映り」の

良い全般照明でなくてはならない。

(5) ー l 光源の選定と照度

上記③④の場合、低照度 ( 150 l x) でよいが、演出上、調光を要求

されるのでミニハロゲン電球を使用し、中照度 ( 500 lx ) を必要とす

る②③および高照度 ( 1 ，5 0 0 lx) を必要とする①に対しては高演色、

高効率のメタルハライド放屯灯を使用することとした 。

とくに①の場合、鉛直面照度も確保しなければならず、器具の形

状と配置の決定に際してはコンピュ ータ シミュレーションを行い

これを模型実験 (ア リーナ全域、縮尺 1/ 50) にて照度分布、グレア、

テレビ映り等を人聞の目で確認する手法をとり、建築意匠との調和

を考慮しながら 図 3 のように決定した。

600 I1  330 

3  F L  +6090 

図 3 照明器具断面図

( 5) - 2  パターン点滅

アリーナ天井の照明器具総数は約 1 ，8 0 0 台もあり、これをイベン

トごとに係員が選択して点滅していたのでは主催者に対し ft 重な時

聞の扱失を与えることになる 。 したがって、前に述べたようなイベ

ント種別ごとやアリーナの使用範囲ごとに予め点滅ノマターン( 約80)

をコンビュータにセ ッ トしておき、中央監視盤より容易に操作でき

るようにした。

図 4 に点滅パタ ー ンを

示す。

(6)  弱電設備

( 6) - 1  電話交換機設備

電子式自動交換機( 内

線60/96 回線) を使用し

た。舞 台運用諸室の電話

機は、呼出し表示ランプ

付 きとした。

(6) 一 2 電気時計設備

ロアリーナ部 口客席部

図 4 アリーナ天井照明の点滅パターン

親時計は水品発振式ラジオコントロール付きとし、大型映像装置、

電光表示盤にもパルス供給を行っている 。

( 6) - 3  同時通訳用アンテナ設備

国際的な会設がアリーナで行われてもよいように 、アリーナ全域

および貨資rff，にループアンテナを布設した 。

( 6) - 4  テレビ共聴設備

ヘ ッ ドエンド装置を設け、商業テレビチャンネルのほか、アリー

ナ内の I T V カメラおよび大型映像装置用カメラの映像も分配して

いる 。

表 2 電気設備機器構成表

受変電 3s63 W6 . 6 K V 本線、予備線引き込み

総受電容量 5，OOOK V A

真空しゃ断器、油入変圧器、閉鎖型配電盤

発電機 3s63 W6 . 6 K V  l ，OOOK V A 、ガスタービン駆動

蓄電池 会密閉型鉛蓄電池 7 0 0 AH

中監盤( 車防災監視皇室) C P U、多重伝送方式

自火報、防排煙

非常放送

非常電話

電気時計

電話交換機

C R T  X  2  (電力および防災用)

タイプライタ X 2  ( 臼報および雑印字用)

R 型自火報 150L 、防排煙 250L

l ，560W 

5 0 L  

水品発振式ラジオコントロー J レ付き

電子自動交換機( 内線60/ 96 L )  

その他 IT V 、テレビ共聴、インターホン、同時通訳用 l レー

プアンテナ、自動車管制、無線通信相I i J l . 力、道tar 針 ( 線

上導体式)

ホ ー ル 特 殊 設 備

ホール内全景
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ホール音響機器精成表

数 量

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

2

1

1

3

5

1

1

3

1

1

1

1

1

悶

初

犯

印

お

8

4

8

2

8

2

5

2

1

1

ぱ

制

拙

初

6

3

ば

ω

お

2

4

2

M

2

ロ

9

5

2

2

4

1

1

6

8

2

2

2

1

2

ば

1

1

 

親 機

子 機

アンテナ

アンテナ分配ifit

Ｓｬ ［ ｾ 吊

2 点吊

l 点吊
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s

・
l

・-a
'
a
，
，

，，，，

0

0

0

6

4
・

×

×

×

 

離

離

き

距

距

向

遠

近

下

J

I

I

'

t

i

z

-

-

、
、44 分散スピーカクラスタ

45 ステージサイドスピーカ

46 ステージフロントスピーカ

47 はね返りスピーカ

48. モニタスピーカ

49. 運営スピーカ

50. コンデ ンサマイクロホ ン

51 ダイナミ ックマイクロホ ン

52 ェアモニタマイクロホ ン

ＵＳ 場内 ノ イズよｾ音マイクロホ ン

54 ワンポイ ン トステレオコンデ ンサマイク

55 エコ一室用スピーカ、マイク

56. ワイヤレスインターカム装 lli

58. 吊? イ 7 遠隔操作盤

59 分岐コ ンセント盤

60 アリーナ壁面コンセント鍛

61 客席マイタコンセント鐙

62 記者席ジャ ック盤

63 記者席イヤホ ンジャ ックボ ックス

64. 客席廊下コ ンセント

65.  i't 資席7 イタコンセ ン ト悠

66 髭外取付7 イクコ ンセ ン トポ ックス

67 コンセ ン トプレート鎖

称

表 3

1  . 主音声調整卓

2  サブミキサ

3  電子制御コネクンヨン架

4  手動ノ マッ チ盤

5.  GE Q . ワイヤレス受信機製

6. 出力制御架

7 . μ C P Uオペレータ白

8  ピークメータ盤

9. リモー卜コ ン トロール鍛

10  イ ンターフェース架

11 プリセ ッ ト架

12. 中央遠入力架

13. 中央速電力増幅架

14 中央近入力架

15 中央i l i : 1屯力増何i架

16. 中央下向入力架

Ｑ ＷＮ 中央下向ｾ力増幅架

18 分散入力架

19. 分散t l 1力 t背中高架

20 ステージサイド L 入力架

21 ステージサイド R 入力架

22 ステージサイド電力剤師架

23.  FB . 巡営等電力増幅架

24 モニタ切換架

25. 予備電力増幅架

26.  ｖｃａ マスタフェーダポ ｾ '1 ス

27. アナウ ンスフェーダポ y クス

28.  100W +  100W電力増幅器

29.  200W+200W電力増幅総

30.  400W+400W電力増幅総

31 . チ ャン ネルデパイダ ( 3 way)  

32. グラフイ y クイコライザ

33 リミ y ターコンプレ y サ -

34 ワイヤレス受信機

35 ワイヤレス送信機

36 ア ンテナ分配若手

37 ワイヤレスア ンテナ

38. 移動用ア ンテナスタ ン ド

39 テープレコーダ

40 カセ y トテープレコーダ

41 レコードプレーヤ

42 デジタルエコー7 シン

43 中央集中スピーカクラスタ

名

吊マイク昇降装誼 ( 電動式 )

苦ol'機
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当ホールで開催されるいろいろなイベントをサポートする設備と

して、音響、照明、吊物、移動舞台、舞台諸幕、大型映像、多目的電

光表示、得点表示、テレビ中継補助設備 ( 以下、ホール特殊設備と

いう) を設けた 。

設備の企画、設計に際して、このような大ホールでスポーツから

文化的イベントまでをこなす施設の例は圏内はもちろん海外にもあ

まり見られないものであり、圏内では東京の国立代々木屋内競技場、

日本武道館 、福岡の国際センターなど、海外ではアメリカ各地の大

空間スポーツドームなどを参考とした 。 また、その道の有識者、現

場に従事している人達の意見を聞く場を何度か持 って参考にさせて

もらった 。この意見聴取は工事期間中も何度となく行 った。

当ホールの建築音響、電気音響および騒音防止の設計、施工につ

いては、ホールの形状が長円形で音響的に特異なものであるため、

日本放送協会総合技術研究所の技術協力を仰いだ。

大阪21世紀計画の一環として、当ホールはその中心的施設として

各種イベ ン トの開催が約束されている 。特殊設備においてはその企

画、設計にどのような設備を盛り込むかを、今日までの各種イベン

トの流れ、今後どのようなニーズが生まれてくるか、このビッグホ

ールにはどんなイベントが相応しいか洗い出し、その目指すテーマ

をホ音と光。に置くこととした 。光には映像、表示も含んでのこと

である 。このホールに集う 一人ひとりがドラマの主人公であり、耳

で聴き、目で視、からだ全体で触れる感動に浸 ってもらおうという

趣向である 。

最大16，000人を収谷するうつわと、それぞれの特殊設備の持つ機

能を有機的に結合し、ビ ッグイベントの演出創造が可能なメモリア

ルホールはできあがった。 しかし、今後このホールが長い問 、大勢

の人々に親しまれるようになるにはハードの維持管理はカ2 りではな

く、時代に即したソフトの積極的な開発と新しい設備の導入が大き

な課題であろう 。

つぎにそれぞれの特殊設備について、概要を順を追って説明する 。

なお、移動舞台、諸幕については別途備品として購入されたもので、

説明を省略する 。

(1) ホール音響設備

本設備はホールで使用される電気音響設備である 。ホールは空間

容積が110 ，0 0 0 m'余もあり、従来の体育館と同程度の仕上であれば

残響時間が非常に長くな ってしまう 。形状が長円形という音響的に

非常に処理しにくい空間であり、面積も 10，0 0 0 m'余で非常に広い。

このため音声は残響の長さによって明瞭度を欠き、広さによって音

圧低下を招〈 。 したがって建築仕上に多量のl吸音材を使い、できる

限りテ. ' '/ ドな音場衛11御のしやすい空間とした上で、電気音響設備を

駆使することとした 。

性能上では、最近の文化会館と同程度以上のものを目指し、シス

テム上では、電子式残響i付加装置、エコールーム等も採り入れ、持

込機器、中継放送および後述する大型映像設備等との受け渡しも十

分考慮、した 。出力系のスピーカシステムは、ホール中央天井にメイ

ン集中クラス夕、客席上部天井に音圧不足を補強する 18基の分散ク

ラスタを吊り下げ、両者聞に時間差を持たせて駆動する集中分散方

式とした 。舞台を使用する場合はステージサイドおよびステージフ

ロントスピーカを併用する 。場内の音圧レベルは、低い場所で90dB

以上としているので、ほとんどの催事には十分である 。 とくに大音

圧を必要とする催事には随時持込機器にて対応することができる 。

アリーナ周壁および客席内その他各所には入出力用コンセント盤を

設けている 。

入力ラインは、各所の盤およびコンセントにマイクその他入力機
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骨号

l  主幹盤

2  分岐主幹ｾＺＡ

3  分岐鍛

4  調光ユニ ット盤

5. 中継盤-l;1J{J' 鍛

6  負手:j 切 替 盤

7. 調光操作r : l

8.  ' i l Lチクロスパー鍛

9  操作場所- l ; 1J H表示盤

10.  C R T ディスプレイ

11 プリンタ

12. カラーサイン装置

13. 映写室遠方操作悠

14 可綴恒リモコン盤

A ステージ

1  サスフライダクト

2.  Ｗ Ｎｾ ノマ ーホリゾントダクト

3  サイドサスライトコンセント盤

4  制l タワーライト

B ステージ

l  サスライトコンセント然

2 . 7ッパーホリゾントライトコンセント盤

3  サイドサスライトコンセント盟主

C ステージ

1. タワ ーライトコンセント! l ヰ 4  

2  サスライトコンセント悠 8  

3  スピーカゴンドラコンセント鍛 2  

4  スピーカゴンドラライト 6台

アリーナ、客席、シーリングほか

1  . ウオールコ ンセント盤 5  

2  客席開閉器盤 8  

3. シーリング開閉器盤 4  

4  シーリングライトコンセントダ7 ト l 式

5  スポ y トライト 380台

6  アッノマーホリゾントライト 120台

7  ロアーホリゾントライト 20台

8. キセノンピンスポ y トライト 6台

9  スタンド他付属品 I 式

数 量

1

i

z

A

E

A

O

o

q

d

司

A

'

A

-

I

'

A

司

A

1

・A

1

A

'

A

司

A

9

d

T

A

a

q

a

q

 

税;

舞台照明機器情成表

才，機

表 4

n

u

c

o

a

“. 

qι
 

する催事も、以上の設備

を組み合わせて照明可能

である。

調光用電源トランス、

調光ユニット盤類は、 A

舞台後方 l 階の第 2 電 気

室に設け 、調光操作卓、

電子クロスパー卓からリ

モート f柔千乍カずできる。 ま

た、アリーナ内、映写室、

中央監視盤からも、簡単

なリモート操作ができる。

調光操作卓には記憶調

光装置、 CRTディスプレ

イ、ハードコピープリン

タを組み込み、調光操作

の簡便化、誤操作防止、

調光データの確認、記録

を行う。

もう一つの特徴ある装

置は、音の変化に合わせ

て明かりを変化したり、

電飾をいろいろなノマター

ンで点滅する装置である。

これは音楽を伴うショー

レビュー、楽器演奏等に、

音と光をリアルタイムで

音響調整室

器を接続し、映写室内分岐コンセント盤、音響調整室手動パッチ盤

を経て、電子制御コネクション架に至っている。 μ C P U卓のパター

ン選択により、外部入力 384 回線を予め設定されたパターン内容に

より主調整卓に接続される。入力信号は主調主主主主でミキシング、音

量調整、イコライジングをしたあと出力制御架を経て、アンプ室に

送られる。アンプ室の各機器はμ C P U卓からパターンコントロール

でディレーマシンの出力選択、 GE Qの入出力 7 トリクス、 V C A コ

ントロール、スピーカーライン選択がされ、外部スピーカに信号出

中央集中スピ ーカ

力される。

本設備ではその他、催事運行のための 12局ワイヤレスインターカ

ム装置を用意した。

(2)  舞台照明設備

舞台! 照明は、 A . 8  .  C  3 種の舞台設i I T パターンを主に、 f催事の

演出上重要な役割を担う光( 明かり) を効果的に当てられる調光シ

ステムを構成した。

A . B . C 舞台の上部にはサスペンションスポットライト群、タ

ワースポットライト群 ( C舞台のみ) を吊り下げることができる。

天井にはシーリングスポット室を、ホールの平面形態に合わせた長

ドッキングさせ、一層厳

り上がりのある f盗事にしようと考えたものである。

(3)  吊物機権設備

吊物機構設備は、音響および照明設備ほど目立つ華々しさはない

円リング状に設け、ロングスポットライト、フォロー用シャープス

ポットライトを設置できる。アリーナ周壁には移動照明器具用の電

源パネルを 5 ヵ所、客席最後部にはフォロースポットライト用電源

ボックスを 8 ヵ所に設けている。アリーナ全面を演技面として使用
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B ステージ

吊物機構

大型映像表示盤

と分散スピーカ

舞台照明調光室



( せき山……一一管¥
お お た か か ず ひ ろ 向 上 設備部只 l

ゃ ま だ っ ね は る 同 上 設偏見主計五管 j

た け む ら し げ ゆ き 向 上 設備部貝/

7 ベット、カタカナ、数字記号等は検40字、縦10字合計400字が表

示できるほか、ひらがな、漢字、図形等が表示できる。光源には、

21 ，600個の小型ランプがf変われている 。主としてスポーツ競技の出

場選手の登録紹介、競技データ等の表示に使用する 。得点表示は各

操作盤からの入力により A . Bチームの得点、サーブ権、セ ッ トカ

ウント、タイムアウト、残時間30秒ルールの時間を表示するもので、

アリーナ周辺に 3 組 ( 1 組は 2 面) の表示盤を設けた 。 3 組の表示

盤はそれぞれの組で単独表示に使用することも、 3 組をマルチで同

一表示に使用することもできる。

(6)  テレビ中継補助設備

当ホールでは、ビ ッグイベントのテレビ中継の機会も多〈見込ま

れるので、カメラケーフツレ以外の中継に必要な電源、音声回線、映

像モニタ回線、打ち合わせ: i l 主総回線、電話回線等を用意した 。設備

内容については、在阪テレビ各局の中継技術者委員会との打ち合わ

せによってまとめたものである 。 カメラケープルについてはケーブ

ル、コネクタの仕様が各社禁なるのと、カメラ位置が催事ごとに異

なるため、中継の都度、中継車より仮設で配線することとし、屋外

駐車位置からアリーナ内まで容易にケープルを引き込むことができ

るものとした 。

以上、各設備の概要を述べたが、終わりに当たりこれらの設備の

設計、施工に際し並々ならぬご協力をいただいた関係各位に誌上を

借りて感謝の意を表する次第です。読者の方々にはこの概要が何か

の参考になれば幸甚です。

待できる 。

ホール内にテレビカメラを持ち込み、催事の桜様を即放映できる

ほか、録画再生、スロー、コマ送り、静止画再生ができ、後述の屯

光表示、得点表示設備からの情報をインターフェースを経て表示す

ることもできる 。調整室からの映像信号は館内のテレビ共聴システ

ムへも送出し、テレビアンテナ端チのある諸室の一般テレビ受像機

でも見ることができる 。音声系は前述の音響設備と述動させている 。

(5)  多目的電光表示、得点表示設備

本設備は大型多目的屯光表示装置と得点残時間表示装置で構成さ

れている 。

多目的屯光表示盤の表示面サイズは横9 .6 m、縦3. 6mで、アルフ

電光表示、得点表示操作室得点表示盤

電光表示皇室

終わりに

が、催事を陰で支える重要な設備である 。

A . B ・C 舞台上部を中心に幕、飾り物、看板、照明器具等を吊

るす装置で、屯動ドラム巻取持降方式を採用した 。中央集中スピー

カクラスタが取りついているゴン ドラ本体も重要な本設備の一つで

あり、催事の種類によってスピーカの高きが変化できるよう、昇降

式にな って いる 。 また、ゴン ドラ下部には 2. 8 トン程度のものが吊

り下げ可能とな っている 。 A 舞台上部天井は、電動パワーシリンダ

による開閉式としており、吊物パトン類を天井内に格納できる 。 B

・C 舞台上部の吊物バトン類は、使用しないときは取り外しもでき

るようにしている 。

吊物の昇降操作は A および B 舞台の下手側アリーナ周壁面の遠方

操作パネルにて行うとともに、移動式操作卓ても行えるようにした。

(4)  大型映像設備

本設備は、圏内初の屋内設置の超大型テレビ( 画面サイズ横5. 94

m、縦3. 52m ) である 。光源には47 ，520個の小型カラーランプが使

われている 。画面

には、テレビ局と

同じような調箆室

からあらゆる映像

ソースを加工調整

して映し出すこと

が可能でhある。こ

れをf盗事の中に取

り込み、今までに

ない演出表現が矧

吊物機材耳操作盤

大型映像表示盤
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大型映像操作室

吊物機構機器構成表

機 総 名 '

A ステージ

1  . プロセニアムカ ーテ ンバトン

2. カーテンバトン

3. 重量バトン

4  .  1 f I 伍バトン米カーテンバトン

5. ライトノ〈トン

6  可動天井

B ステージ

1  プ ロセニアム バトン

2  カーテンバトン

3  重量バト ン

4  . ライト ノ〈トン

5. 一般バトン

C ステージ

l  スピーカゴンドラ

2  ライトバトン

3  ライトタワー

4. 垂れ鮮バトン

5  多目的吊上装自主

称
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大 阪 城 国 際 文 化 ス ポ ー ツ ホ ー ル

施 工 計 画

施 工 上 の 問 題 点

宮 田 安 雄

若 松 常 美

当初、この工事入手と同時にプロジェクトを発足させ、最大の問

題となる工期に対する検討を開始した。工J t rl 2 ヵ月 ( その 1 工事)

の約50 ，000m'の掘削と障害物撤去に対する未俗認工事量の不安、工

期14ヵ月 ( その 2 本体工事) に対する約 10ヵ月の工期不足 ( 経済工

期24ヵ月として) の検討対策が最大の課題であ った。

さらに、公園内の特殊事情 、特種建物としての難易度等も含めて

諸問題点をあげると、

(1) 敷地が大阪城公園内に位置し、当敷地への大型車による進入路

がない。進入路、仮固い、現場事務所等の設置にも 、公園内のtt 重

な樹木がその都度問題となり、その移植および養生等を先行して公

園局と打ち合わせし、解決しなければならないなどの特殊事情。

(2) 当敷地は旧陸軍砲兵工廠、戦後の鉄骨工場棟基礎等、予想され

る多量の地中障害物の解体撤去と、その処分方法の検討と、埋没の

恐れが多分に予想、される不発一屯爆弾の探査。

(3) 建物形状が平面的に広がった形であり、工程的に各所同時に施

工せざるを得ず、その平面施工計画。

(4) 大スパン大屋線鉄骨建方の検討。

(5) その他、各工事工期短縮につながる工法等の検討。

工 程 計 画 と 管 理

当工事を無事、工期不足の( その 1 工事) 2 ヵ月、( その 2 本 体

工事) 14ヵ月内で完成させるための最大課題でもある工程管理は、

最も重要であり、当初より各工事にわたる検討を行 った。 さらに工

事進捗に伴い再検討をしつつ、より工期短縮、品質向上につながる

処置および方法、工法等を採り入れたのである 。以下に一部を記述

する。

(1)  地中障害物のうち、 陸軍砲兵工廠の予想以上に多量な花開岩基

礎石( 平均0. 6mX O. 9 m X 2 . 0 mと 1. 08m') 約3，000個の処分は、本

来O150以内に砕岩し、場外処分とな っていたが、処分よりも再利
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用を与え、 11の城とも H乎ばれる大阪城公園と現イt'. 捺倫中 の鶴見緑地

公園に引き取りをお願いし、処分方法の簡略化により、当初相当な

工期遅延が予想されたが、ほぽ工期内で処分完了が果たせた 。

(2) 地下ピ ッ ト部、耐圧盤、地中梁の施工方法の簡略化と、 二重ス

ラブ別枠を打ち込みとし、型枠解体作業をなくし、上部作業の促進

を佐保する 。

(3) 綴体工事は、全工区を八分割し、同H寺に進める 。

(4) 段! 末等の型枠を鋼製にて作製し、作業性の向上と、コ ンクリー

ト打放しおよび直仕上による仕上工事の省略化を目指す。

(5) 大屋恨デ ッキ裏の主断熱用岩綿日欠付を中止し、外断熱にウレタ

ンシアヌレートを用いて、同等以上の性能を確保し、施工性をも高

め、工期短縮を計る 。

(6) 大ス パン 大屋恨鉄骨建方計画にて、大幅工期短縮を計る 。

(7) 仕上工事のうち、湿式工法をできる限り乾式または半乾式等に

変更する 。

以上の問題等を検討しつつ工事を進めたが、全工期を通して ( そ

の l 工事) 掘削および地中障害物撤去工事工Jtfl 2 ヵ月、 ( その 2 工

事 ) 本体工事工期14ヵ月という短期間に、これだけの工事誌をいか

に消化するかの検討ばかりであ った。 ( 本体工事工程表参照 )

掘 削 お よ び 地 中 障 害 撤 去 ( 写真A ・B . C参照 )

当敷地は、戦中まで陸軍砲兵工廠の建物群が多数あり、戦後は鉄

工所の工場棟が林立していた 。 そのおのおのの基礎が埋設されたま

まであり、かつ戦中の爆弾集中投下による不発弾埋没の恐れも多大

にある 。掘削範囲は全面爆弾探査を行い、その結果、埋没の恐れの

ある場所は、その都度試掘を行い、確認しつつ作業を進めた 。当初

50，000m'の掘削を 2 ヵ月で完了するには 1 日約 1，300m' ( 1 ヵ月作

業日数20 日として ) を掘削、搬出せざるを得ず、その上多量のガラ

混じりでは、その仕分けにも時聞がかかり対処できないため、対岸

O. B . P敷地内に最大8 ，000m'程度度は仮置きできる用地を確保し、

そこでガラ混じりの土は仕分けしながら場外搬出を行った。

さらに前記地中障害撤去と教育委員会による文化財調査、および

不明給水管 ( 旧陸軍時代の物と思われる ) O300か ら の 多 量 湧 水 の

処置等を行いつつ、約2，900 m'の花筒岩基礎石、約 4，500耐のコン

クリート、レンガ等ガラの解体撤去および約 3，900本の松杭撤去を

掘削工事と並行して行 った。

最lfultl 羽は掘削用重機 ( パケ ッ ト容量0. 7m') 4 台、障害物解体お

よび積み込み等用重機 ( 砕岩機ほか ) 11台、搬出用 11屯ダンプ70ム

( t 屈削土50台、解体材20台) が、約10，000m'の掘削音11に稼動してい

たのである 。

杭 地 業 工 事

既製 P Cパイル先端特種シュー付き O500 、約 1，150本を 2 台の油

圧ハンマーにて直打ちをした 。 ( 写真 D)

地形が台地の端部に位置し、支持層の傾斜が大きいため、掘削完

了範囲より多数の試験杭を打設し、実長を決めつつ杭製作を行わざ

るを得ず、工程は杭打ち工程よりも、製作工程がネ ックとなった 。

また地中障害のうち旧陸軍砲兵工廠初期の平炉( 溶鉱炉) 基礎は、

GL - 1 0 m近くまでレ ンガおよび花閥岩の大塊として残されており 、

この撤去には相当の工期と費用がかかるため、杭打設位置はロ ック

オーガーにて削孔しすることにした。 ( 写真 E )

このような状況下で初めて使用し、故障の多いのが欠点といわれ

ている油圧ハンマーによる施工も、平均20本/ 台/ 自のペースで大き

な問題もなく、予定通り約 2 ヵ月弱で完了したのである 。

基 礎 工 事

B  地中障害物解体徹去
D  .  tま験抗打( 油圧ハンマー) E . 抗打状況( 最後方はロ ックオーガー機)
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基礎躯体は杭打ち完了昔日より全工区を八分割にし、施工できる所

から、順次かかり作業動線を各工区確保しつつ、杭打ち完了時には

全工区で躯体工事が行われた 。

そのうち耐圧盤と基礎地中梁はコンクリート打設が困難で与はある

が、同時施工することにより、耐圧盤上の地中梁 R 選出しをなくし、

側型枠材の二重スラブ施工前の搬出と床および立ち上がり部のコン

クリート面の仕上げを先行完了させてから、二重スラブ工事にかか

った 。

さらに、二重スラプ型枠の解体は、工程的に上部 ( 地階部) の支

保工解体、片付けが完了しないと型枠材撤去が速やかにできないし、

上階片付けを待ってピ ッ ト内型枠解体撤去を行 っていては工期的に

も大きなロスになる 。 また、型枠材の搬入、搬出にも多日数を要す

るため、二重スラプの型枠にはキースト ンプレートを用い、織入材

料の簡素化と解体拠出の皆無とにより、上階作業を速やかに進めら

れるようにした。

蝿 体 工 事

概 要 鉄 筋

コンクリート

約 4 ，300屯

約 43，000m'

型 枠 約150 ，000m'

基礎工事時より行われた全工区を 8 工区に分割して、各工区同時

に躯体工事を進める方針を貫き、地階より 3 階までの鉄筋コンクリ

ート( 一部 3 階鉄骨鉄筋コンクリート ) 工事を完了させた。 なお躯

体工事故盛期には生コン業界の再三のスト等に脅かされつつも、連

日のように平均200- 500げのコンクリー卜を打ち続け、工期遅延を

最小限に止められたことは、関係者の自に見えない多大な努力の現

れである 。

躯体工事に伴う憂出しは建物全体が楕円形のため 、曲線ばかりの

作業である。客席曲線段床をも含め、 R および角度出しには種々の

型板を作り、角度出しには専用の特種ベンチマーク等の設置、さら

にレーザーレベル、光被距離計、鉛直器等の最新機器を駆使し、躯

体工事が速やかに進行すべ〈対処した。

さらに特種型枠となる曲線段床型枠は 、銅製型枠を各段に合わせ

て作製し ( 全数21段 x 2 工区分) 、水平に転用することにより、型

枠工事の難易度と工期不足を克服した 。

さらに仕上工事の段床モルタル塗り仕上をコ ンクリート直仕上に

することにより、湿式工事により場内の汚れおよび養生期間、モル

タルの浮き等による手戻り作業等の回避ができ、仕上工事の品質向

上と工期短縮をも達成できた 。

仕 上 工 事

前項ても触れたごとく、仕上工事全般においても湿式工法の乾式

工法への変更、およびやむを得ぬ湿式工法においてもその比較検討

等によりさらに高品質が得られ、作業進捗に伴う他作業への影響が

少ない仕上への変更をお願いし、工事の速やかな進行を得、仕上工

事の工期短縮を計った 。

なかでも大屋綴の仕上工事においては、工期短縮を計るため V デ

ッキをフラ ッ トな作業床が得られる L デ ッキに変更し、後続作業の

安全および作業性の向上が確保された 。

さらに、施主 ・大阪市開発公社並びに設計監理 ・日建設計および

大成建設技術研究所仕上材料研究室、音響研究室 、環境研究室等の

協力指導を得、水勾配、遮音 、雨滴音等の各種実験を行い、それぞ

れのデーターと各種資料による検討を重ね、その結果、内部断熱の

テ'ッ キ裏約 10 ，000m'の岩紛吹付をやめ、当作業所特注の一般ウレタ

ンより耐熱、耐mに優れた硬質ウレタンシアヌレートを用いた外断

熱に変更したのである 。

さらに、テ '/ キ上の軽量コ ンクリート ( 比重1 . 5) 、軽量モルタル

( 比重1 . 4) の仕様については、釘が打てさらに強度もある軽量モル

タル ( 強度135kg/ c m' 、比重1. 42) を業者と開発し、 一度打ちにて必

要強度と厚みを確保し 、作業の単純化を計った。

屋根裏岩綿吹付を中止することにより、大面積 ( 約8，000m' ) の

吹付用天井足場の不要、および岩綿吹付中の粉塵等による他作業へ

の影響また高所作業の減少による作業の単純化、車面湊作業の回避、

安全性の確保、作業環境改善等のメリ ッ トが多方面に波及し、計り

しれない工期短縮と品質確保が達成できたのである 。

大 屋 根 鉄 骨 工 事

1  施工方法の検討

当初より、この建物の施工に当たり長辺 125 m ' 短辺9 0 mと大ス

パ ンを有する大屋線鉄骨建方が全体の工期の要となり、もしも工期

厳守さらに短縮できない場合には、その後の作業に多大な影響を及

ぼすことは明白であ った。工事入手より早々にプロジェクトを組み、

全体施工計画と並行して、とくに鉄骨建方計画を大成建設大阪支庖

技術課を中心に総力をあげて検討を始めた 。

まず施工方法の基本方針の決定に先立ち、工法として、

(1) 地上にて鉄骨全体を地組みし、大型油圧ジャ ッキを使用して全

体を同時に所定位置まで引き揚げる V S L リフトア ップ工法。

(2) 鉄骨揚重位置を特定位置に限定し、所定の高さで水平に移動す

るトラベリング工法。

(3) 所定の高さまてー仮設構台を組み、その上で鉄骨組み立てを行う

在来工法。

の三工法を候補にあげて検討を始めた 。

検討の結果、 V S L リフトア ップ工法は、鉄骨が正規の高さまで

揚がり、固定できるまでに他の工事が進められず、工程的に好まし

くない。 またリフトア ップ支持点を少なくすると鉄骨補強の必要が

あり、補強なして・は46ヵ所同時にりフトア ップする必要があるのと、

リフトア ップ高さ ( 約 16m) が低いために工法として無駄が多すぎ、

費用面ても好ましくない。

つぎにトラベリ ング工法による施工だが、建物本体の躯体が完全

に終了した段階で施工されるため、工法的、作業的には好ましいの
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であるが、平面計画において防虫悶定位置がある程度広い範聞を必

要とすることにより、建物周辺附属建家等の作業が鉄骨建方完了ま

では全くかかれない状況になる 。附属建家も含めて短期工経で完成

させる必要がある当工事では、工期ロスは犠牲が大きすぎ、さらに

ぬ霊位置も工期的および形状的に 2 ヵ所必要となり、スライド用施

設にも多大な費用がかかり、係用するには問題が多すぎる 。

残された工法は、仮受構台による従来工法とな ったが、建物の形

状、周辺附属建家の進捗状況等を考慮すると、アリーナー建家外か

らの大トラス ( 3 0 m、約10屯) 建方は、重機の作業能力をも含めて

非常に事件しし、。 またアリーナー内部による建方においては、中央部

に仮受梢台があり、大トラス建方 lこ必要な 150 屯クローラークレー

ンの動線は 1 - 2 階部分の段床極体を後打ちにすることにより確保

できるが、鉄骨搬入路、 トラス竪型地組み架台、鉄骨置場、相番50

屯クローラークレー ン、20屯油圧クレーン等の作業および動線スペ

ースも必要になる 。おのおのの作業ilff J 線を検討し、スムーズな鉄骨

建方!JifJ 線を確保するには、さらに中央仮受構台の下部に各郵J線等に

対応できる十分な作業スペースの確保が必要条件とな ったのである 。

2  . 仮受構台の支保工方法の採用

当初、仮受構台の支保工として枠組み、ペコサポート、大型サポ

ート、 H 製鋼等による組み立て、解体時の安全性、作業性、経済 d性、

および工総的( 短縮可能なこと ) 計画検討をしたが、強度的に下部ス

ペースが十分取れず、新たな支保工による再検討が必要とな った。

アリーナ一大屋線鉄骨約 1，700屯を最大 2 0 m以上のス パ ンにて支保

できる部付を保した結果、溝型鋼を基材にした 2 mX 4 mの N T パ

ネルの組み合わせによる断面 2 mX 2 mの B O X柱および梁による

仮受構台を設けることで必要条件は満足できた。なお、 N T パネル

による仮受構台の建方および解体は施工面、安全面においても他支

保工方法より作業内容の単純化や安全施設の確認も十分に計れ、工

期短縮には最良の方法と確信したのである 。以上で仮受構台の支保

工方法が決定した ( 写真 F ・G . H参照 )。 なお仮受構台に使用し

た鋼材は柱、梁の N T パネル約 500 屯、上部ジ ャッ キ受架台等 H 型

鋼約 300 屯である 。

3  鉄骨建方方法の検討

鉄骨建方方法の検討( 右上図の 4 点を参照) であるが、当初の計画

では 、大トラスの梁最が最大 4 m、上下の附属取付ピース等を含め

F . 仮受精台全景

-・圃... でl

Ｎｾ＠ .. .. .... .. ｾＮ｡ ＢＢ ｾｾＢＢ ＢｾｾｭＵ＠

F! ??j 1! ?.  

-・;，.
O ! 唱圃置費T-ー苧帽 曙 掴

G  仮受構台上部構
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H . 仮受構台下部構

下 ｾｮｮｲ 語、
仮設構台組立

スタンド躯体工事

鉄骨外周トラス組立

大屋根鉄骨ジャッキダウン

鉄骨中央リング組立

スタンド鍾体工事

正向町二首

仮設構台解体

スタンド組体工事完了

ると 4 .5 m- 5 . 0 mとなり、 3 0 mの大トラスを工場で二分割( 15 mX  

4. 5- 5 . 0m) まで組み立てて運搬することは、現状では許可が取れ

る見通しも立たず可能性も少ないと断定し、アリーナー内部の段床

R  Cn巨体後打ち範囲内で工場より小物にて運び込んだ部材を、 I也組

みすることとした 。

ただし、この方法によると 1 ヵ月で46本の大トラスを建方完了さ

せるには工程的、平面的余裕が全くなく、トラス1也組みは夜間作業

で行わざるを得ない。

さらに rr日n単位の精度が要求される組立作業内容では、一夜で大ト

ラス 2 本分の地組作業は、相当の覚悟を持ってしても冬季( 12月)

でもある自然条件下では工期厳守は危まれた 。

そこで根本的に考え方を変える必要があり、当初可能性も少ない

と判断していた工場による大トラス二分割までの組み立てと、その

組み立てられた二分訓トラス ( 15 mX 4 .5 - 5 . 0 m) の遂縦方法を再

検討することにした 。工場組み立ての件は鉄骨業者と再三の打ち合

わせにより可能とな った。

4  運搬

つぎの運搬の件であるが、運搬業者等の過去の経験による判断で

は許可は取れないという意見が大多数であ ったが、施主でもある開

発公社の賛同を得て、各関連官庁等への打ち合せも積極的にご指導、

協力を受け、再三の打ち合せ検討の結果、特殊条件付きで深夜指定

時間内、指定ルート厳守をも って許可されたのである 。 これにより

当初より懸念されていた幾多の問題点は解決され、鉄骨主主方の実施

詳細検討に入 った。

5  . 移動用ステージ

まず建方重機の選定であるが、作業動線がアリーナー内でもあり、

大トラス( 約10屯) の建方よりも作業範囲の遠い外周部に設けられ

るテンションリング梁 ( 約13屯) の建方と 、中央リング部の中央ト

ラス( 約25屯) の建方に 150 屯クラスのクレーン性能が必要となっ

た。さらに、重機移動範囲の床状況、および移動頻度等を考慮し、

150 屯クローラークレーンを決定した 。なお床状況は後打ち躯体を

残した状態であり、 1 m以上の段差もあるため、 H 型鋼および磁工

板にて移動用ステージ( 1 台約14 t  X  6 台) を作り、クレーン自体で

移動させ、中央仮受構台の回りを自由に移動できるよっにした 。

( 写真1 )

6  . 排煙ダクト取り付け

工場より組み立てられて搬入される二分割の大トラスを、いかに



K . トラス地組み

L . 中央トラス建方 M . 外周トラス建方開始

N . 中央リング部建方状況

地組みするかの検討であるが、当初より問題となっていたトラス内

全周に設けられる 2 91Jの排煙ダクト( 断面 : 1 . 3 mX l .3 m) の施工

は、 トラス建方完了後では荷揚げおよび水平移動も鉄骨水平、垂直

プレースや附属物が障害となり、さらに一時的でも取り外すことも

できないため困難と思われ、最ー終的には天井仕上工事にも悪影響を

及ぽす恐れも十分考えられる。5 J 1 j 途工事ではあるが、ことの重要性

を考え、積極的に設備業者と打ち合わせを行い、当初、後施工を予

定していた当排煙ダクト( 1 本の大きさ: 1. 3 m X 1. 3 m X 6 .0 m) も、

大トラス建方と並行して施工することにしたのである。( 写真 J 参

照)

7  .  トラス地組み

ただし、安全確保と工期短縮には、このダクトと、取り付けに必

要なジョイントダクト( . e =600) と、 トラス繋梁上下弦材の本締

用足場の地上による先行取り付けを可能にする必要があり、二分割

のトラス地組みをたてた状態にて行う必要が生じたので、各トラス

ごとのキャンパーおよび通り、全長等を mm単位でレ調整でh きる竪型地

組架台の検討を、昇降施設、移動作業床等、安全施設をも含めて計

画した。( 写真 K 参照)

0 ・外周トラス建方状況

8  . 中央リング部建方状況

以上の計画準備により、中央リング部の組み立てから鉄骨建方作

業が開始された。中央リング全体の平面および垂直におけるセッ ト

精度は、周囲46本の大トラスが納まる条件として 5 mm以内でセット

される必要がある。その精度範闘で仮受構台上に各 トラスをセット

するために、下弦材の位置を正確に固定するためのガイドお よび

各支持点のキャンパー出しを行い、トラスを降ろせば位置決めが完

了するような受台を設けた。( 写真 L . N参照)

以上の準備を行い、順次中央より中央部リング部のトラスを セ ッ

トしたが、仮受講台上の荷重状態が変わるにつれて構台全体が積載

荷重状況により一方向へ移動するのであった。そのため、各支保工

問に O16の建て直しワイヤーを張り、チェーンプロックにてその都

度正規位置へ戻した。

9  . 外周トラス建方

以上の方法で中央リングを誤差 5 mm 以内で与組み立て、 外周トラス

の建方へと進んだ( 写真M 、 O 参照) 。大トラス建方は57年 11月末

に開始され、当初予定通り 1 日2 本をセットし、 57年 12月29 日に最

終トラスの建方を完了させ、念願の工期厳守とさらには短縮( 鉄骨
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;澗ト'i4伊。: p . 指令室降下量表示パネル

搬入、鉄骨建

第一地組架台

第二地組架台

建方サイクル工程参照) をも達成できた 。

10 . 油圧ジャ ッキの解放

.. ，.， 

鉄骨建方完了に引き続き約 1，700 屯の大屋線鉄骨を受けている仮

受構台の解体を行う大工事が控えている 。解体工事に先がけ、各支

持点における油圧ジャッキの解放( ジャ ッキダウン) をしなくては

ならない。ジャッキダウン管理事項として、全体の降下量および水

平移動が中央指令室にて常時把爆でき、降下ごとの油圧ジャ ッキの

圧力および支持点部状況、降下に伴う外周音I1の水平スライド量等の

確認が必要で、ある。各主要部の降下量調1) 定は、その位置よりステン

レスワイヤーを池上部へ降ろし、そのおのおのに大成建設本社技術

室開発の特種センサー( 写真 P) をセットし、その数値を mm単位で

中央指令室のパネルに表示させ、各主要音I1の降下量管理をした。さ

らに大屋根鉄骨全体の水平変位の把握は、大屋根鉄骨の中央音I1にタ

ーゲ ッ トを設け、地上の中央部に常設した鉛直器にて監視し、動き

を常時把握した。

その他の硲認ごとは各担当貝を各フ' ロックごとに配置し、無線機

および専用インターフォン等にて逐次中央指令室に報告をし、その

数値を図面およびグラフに表し、全体の大きな動きを各専門担当者

にてチェ ックした。

油圧ジャ ッキは山留用の 100 屯ジャ y キを

使用したため、 2 - 3 台の小フ喰ロ y クから中

ブロ ック、大フe ロックと配管を設け、油圧管

理を小より大フゃロ ックへ順次行えるようにし、

問題点が発生した場合には小7' ロックにて即

時対処できるようにした。

ジャ y キダウンは、当初、降下ストローク

を10mmとし、第 1 日目は中央リング部の中央

プロックを前日の予行演習をもとにきめ細か

い手順に従い試験的に注意深〈実行し、 3 ス

トロークでジャッキ解放を完了させた。 2 日

目は降下ストロークを 10mm- 最終30mmの範囲

で行い、 6 ストロークでジャ y キ解放を完了

した 。最終解放ストローク終了時で大屋根鉄

骨の中央部は約 110 mm降下、外周リング部も

順調に水平スライドし、当初予定範囲内の降

下量、移動量ですべての解放が無事完了した。

11. 仮受檎台の解体

足場企且

油圧ジャ ッキ解放後は、仮受構台の解体に

かかったが、組み立て時より条件は非常に悪

〈、上部鉄骨 、周囲後打ち躯休部施工中での

作業であったが、構台組み立て時に解体を含めて検討設置した安全

施設で十分な安全作業が確保され、予定より短期間で無事解体を完

了し、後続仕上工事にかかれた。

その後、屋根工事、天井工事の進捗に伴い、屋根重量が増加する

につれて降下量は比例的に増大し、最終的には約 250 mmの降下量で、

これも予定範囲内で安定したため外周テンションリンク官I1の水平ス

ライドも止まり、下部柱頭への固定をもって大屋根鉄骨工事を無事

完了させた。

なお、この工事中には、施主 ・監理鮒大阪市開発公社、設計 ・監

理鮒日建設計各位のご協力、ご指導を得ましたことをこの誌面をお

借りして心より御礼申し上げます。

( にみ日…や竹…た…や…す刊お 大 … 化 似Wい…ス付ル……ポトん一一刊一一y川小……一一ホトh…一一一引→叩吋Jル崎岬レ噸嚇新糊築工…糊叩……同陥叫企餓業

体作1業監所所長 l  

わカか‘ まつつねよし 同 上 係 長 l  
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インターロッキングブ、ロック

21世紀の輔舗猿材

巴 田 幹 事 園i
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開発企画 住友セメント株式会社

大阪ロードマスター株式会社

本社 〒541 大阪市東区本町4丁目 27番地第2有楽ビル 8 1

T E  L  06 (266) ｏｂＷＳｾＶ＠

工場 〒596 岸和田市内畑町2101番地

T E  L  0724 (79) 0043代表
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どうあるべきか、

内外装のこれから怯・.

奥村重兵衛欄は、建築物のより高い居住性を考

え定場合、天井及び間仕切こそガ内部空間創造

のルーツであり、建築物の雰囲気を決定するも

のと確信しています。金属天井及び間住切材の

バイオ二戸である当社は内部空間創造に関する

あらゆる技術を誇っています。

大阪戚ホール

大阪減ホールは、「大阪築獄400年まつり」で幕開けす

る「大阪21世紀計画」のメモリ戸ルとして建設されだ

規模機能ともに日本愚高級のホールです。当社ガ施

工担当しだこの巨大な楕円型戸リーナ天井は宿りボル

ト不要の工法を録用し、大屋銀僑造材の軽量化のだめ

lこ細かい工夫ガ足まされましだ。このクラスウールを政

きつめだ壮大な工キスパンドメタj レ天井の下では、多

目的に使用される総合ホールの雰囲気にふさわしい大

阪の発展を担う音楽 ・文化 ・スポーツ等の催しガ叙多

く展開されることでしょう。

所在絶大阪市東区大阪奴3 - 1

建 物 線 模 飽 下 T 階胞」二3 階

建策面積 14 ，540111' 

廷床面積 31 ，065111' 

座 叡 敏 15，500席

戸リーナ償83. 4m 縦48. 2m

天井高21m 天井面横9，500111'

天井仕儀エキスパンドメ切l息U 粉体障割強装

クラスウーJ同ラ60 321<g/111' 充煩

片面クラスクロス駈

O K U-J U' リ戸ル・システム

・内外章受創作パネル

. OKU.J U式パーティションヨステム ポNS- P' NS- P 

W 、、 防火第126号 第127雪・第242号/ 1時間耐火縄造

W1008 ・W1052、2 時間耐火縄造W2104 ・W2110/ 遜

音縄造第4 号 ・5 雪 45号 . 59号・ 61号

・装飾天井、クロッn 一、、

チェックル/ フロック/ マイルドチェックル/ 戸ンブ

リ/ キャストル/ メタルクロリ戸/ サ二一ライン/ サ

二一スパン/ レインボー/ バイブル/ ワイヤネット/

戸ーテイスト/ フォーカス

. OKU.J U式経質霊長骨天井・間仕切< . J IS製昂〉

・片面壁システム、"，，-!W工法、、

・天井点機口 、、A しT S，、

. OKU.J U式システムシーリング、、AしT S工送、

、、J ライン工法、、

・天井防煙盛〈固定式・可l 1 J 式〉、、ケムノン、、

OK U-J Uグループ

大淀金属工 業 側 臼 進工 業 側 側大向商会 三 栄軽金属側・ 二シネ側・

側巴建 第一産業側・附戸モウ ー高知 中 央 建 何 側 新 巳 本 建 工 側 藤

田産業側 ー吉野建材居 附佐膝忠七商后 ー備}総本建材居・側総岡高会

岩崎木旬開・ 第- ' ) e易側 索建工側 申元建材工業開

E E明円唱

⑩ 奥 村 重 兵 衛 株 式 会 社

本 往 干5 3 0 大阪市北区西天濁5 T目3 番7 号 o ( 06 )3 1 2 ・4 1 3 1聞

東京( 03) 437.3361 名古屋( 052) 522・5 4 3 6 福岡( 092) 291 .0 4 5 9

仙台( 0222) 65. 6568 却縄( 0988)5 3.6 8 5 0
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ヲ》牢

美しし、フロアを演出します3

大阪械国際文化スポ- ': ; ホールロビー

、、シーザ "は、国産初のタイルカーペットで、す。

そのすくやれた特長のかずかずは・. .

・不快な臭いがありません。

・寸法安定性がすくやれています0

・静電防止対策も万全です。

・防炎認定を受けて l '<1す。

・耐久性、 11及音性にも富んで、います。

・穿囲気に合わせて、フロアデザインが演出で、きます0

・簡単に施工、敷替えがで、きます。

・メンテナンスが容易です。

・省エオJ レギー効果は抜群で、す。

大阪戦国際文化スポ ツホール

• � 牛ｾ｟ｩ，，ＺＺｊ［Ｇｩ・ ｭ 調ＺＺＦＱ・ ｅ ・冒 ｅ

Caes a-， 

ゆたか主インテリアライフをお届けする情報のブランド

住江織物株式会社

本社 ・大阪支庖 ・大阪市南区商船犠3- 11 -20 T E L 06(251)∞81 支后 ・東京

営業所 ・札幌/ イ山台/ 併問/ 新潟/ 金，尺/ 名古屋/ 岡山/ 広島/ 福岡

連絡所 ・盛岡/ 大宮/ 千葉/償浜/ 京都/神戸/松山



A アリーナ床面積 / 3，560m'

・発，主主 / 除J大阪市開発公社

・訟計・監理 / 倣J日建設計

・元締 / 大成・松村共同企業体

- 高精度・高能率を実証

レーザ一光線による下地精度チェック法を導入。

・耐荷重性・平担性の確保

下地修正兼耐圧層にエポキシモルタル「グリップコートG40J

を機械施工。

・耐傷性・弾力性・構造クラック追従性の向上

アリーナ床(競技面)仕上層は、硬度調整ウレタンを積層塗装。

主主主! 当完usヲイヲ

フ

ロ

ア

ー

。住友司会正JFf全戸会社

- 神戸 / 本社建材部 干 651 神戸市中央区筒井町 1丁目1 - 1 n 078-231-4141 (大代表)

・東京 / 建材営業課 干107 東京都港区赤坂1丁目ト12 溜池明産ビ J レn03- 585- 9147 (代)

| ぉ問合せは、住友ゴムまたは下犯の施工・発売元まで |  ・北海道側住ゴム産業北海道n 011 (864)  2675 ・東京附住ゴム産業東京n 03(585) 4461 ・東京側ラザ 宮03(904)  2701 

・東京富国ゴム俄畑03 (765)  3231 ・長野 側 甲 州 屋n 0262(26)  31 02 ・石川オ イラー骨割合0762(42)  4551 ・愛知附住ゴム産業中部n052 (774)  2122 

・大阪紛住ゴム産業 (大阪) n 06(458)  1216・大阪側早瀬商会宮06 (358)  2351 ・大阪コバヤシ建エ側宮06(532)  4527 ・兵庫平口創業側宮078位21) 5877

・広島側住ゴム産業 宮0822 (4η0380・岡山脚住ゴム産業 n0862(73)  4526 ・香川脚住ゴム産業四国n0878(21 )  0483 ・愛媛紛住ゴム産業四国宮0897 (34)  3321 

・愛媛附住ゴム産業四国n 0899(32)0114 ・高知脚住ゴム産業四国宮0888 (45) 5851 ・福岡鮒住ゴム産業 宮092(474) 1565 ・福岡岡械産業側n092(281) 3755 
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歩く。走る。跳ぶ。

チチヲインターロッキング、ブロッえ

80 

五より 11のH寺代と叫ばれる今日、道路等の舗装材

にあって真に質を誇れるのが、チチブインターロ

ッキングブロ ックです。従来の舗装材にはない数

々の優れた特長を持ち、人間味あふれる潤いのあ

る環岐を創造します。歩道、車道はもちろん公園、

建築物の周辺舗装等々。どんな用途にも幅広く対

応いたします。理想的なオフィス街の実現に、都

市空間にマ ッチする新時代の舗装材チチフ。インタ

ーロッキングブロ ック をご活用ください。

③ イ ン タ ー ロ Y キ ン グ ブ 口 一 元

チチブ建材販売株式会社

本 社 / 〒113 東京都文京区本郷卜28-17 荒井ビル 宮 03( 815) 171 1<<骨

太阪管鷺所/干541 大阪市東区淡路町4- 25 埼玉ピル 宮 06(227)0317<<0

広島営輩所/ 干730 広砧市中区国泰寺町 1-1-5 今村ピル 含082( 241 )3059(f 0  

仙台営業所/干980 仙古市二日町17-18 千葉興業ピル 含0222( 63) 犯 39(f0

金沢営業所/ 〒921 金沢市森戸 1-91西インター土井ピル 宮0762( 40) 237I<<t!

明信Jlstc寓1E!

太陽セメント工業株式会社

太陽ブロック工事株式会社

本 社 大 阪 rli 似尚氏 ei ' - t 4T Fl 22得 9 -!} f t  06 ( 464)  2201 

高 槻 工 助 高 槻 市 峰 崎 南 2 丁目 285番 l 号 f t 0726 ( 77)  1821 

泉 北 工 場 布 石 市 町 砂 3 丁目 12- 2  f t 0722 ( 68)  0055 

I  L B 工 場 向 石 市 町 砂 3 丁目 39- I  ft0722 ( 68)  0055 

( チチプ I L  日大阪工場版先地工代理前)
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圃圃圃 Ｎｕ ｬＮ 佐，ＮＮＮｾ

圃圃圃ｾＮｉ廼画局古田竺冨圃圃・

蛍光 X 線による定量分析比の示す通り、

木曽グラニットは御影石と同質であり

叉その置感は快適怠空間づくりにふさ

わしい舗装材です。

ＮＭ、恒 ＧＺｉｾＮｲＮ __  .  

圃圃園陸協• . l { 説鋸重量富匝=・・・

強叙怠昂貨と共に、歩行感覚に細か怠

配慮を施しましたＮｾ特の構造ガ、雨

に漏れても滑ら怠い安全性を確保して

います.

- ・・・rI/J.'J，.... ｾＧｉｬ＠ _ _  .  

圃圃園時彦調軍司凋圃匝ヨ圃圃圃

管理の行き届いた工楊で生産される日

東の舗装材だから施工も簡単.

腹群のモルタル鍍着住素材。レイ戸ウ

トも自在に展開できます.

天然の御影石をより f! l ! < 、やす〈、より働能的に‘

3 ミリ ー10 ミクロ ンま で 頼 粒 状 に分 解 . これを.  

.tl!高圧 加工 L1300" C の高黙で焼結させたのが、

人工 の 天 然 石・木村グラニ ッ ト" です.

〈特長〉

・ 御 影 石 と 同 質 ・ 同 量 感

・ 御 影 石 と 同 等 の 耐 久 性

・ 滑 ら な い 安 全 仕 上 げ

・ 施 工 が 容 易 な 短 工 期 繁 材

・レイアウトが自由なシステム石材

・ 経 済 的 な 価 格

-_'J.l J::佐，:"...祖国

- - 隠 語 肩 書l面白銅匝盟国圃

その卓魅した耐久性! 立、各署Eの実厳デ

ータでも実鉦済み. あらゆるプランへ

の導入ガ可能です。

Ｍ・・ ｲｉＮｩＮｭＺＮ Ｑ ｊＮ ｕＧ｝ ， 首ｾ

- ・・・馬事届沼童謡E 3 1 _

カラーサイズも一段と充実. さまざま

怠現渇lこ重量符の風格を表わし、街と、

そして人との調和も鮮やかなコントラ

ストを見せます.

Ｍ・・ Ｚ｛Ｑ 岨 ｾＧｊＢ ｛ｩ 唖血 ｩｪ ｲＮｬ・・

- ・・・曜窃ヨ: ¥1" I f i m市語・・・・

トータルコストガ格安、ｾ自の量産体

制を確立し、豊臣昂のコストタウンを実

現するととも! こ施工牲の両面からより

画期的な製昂開発をしました。

新製法の天然御影石

木曽k k亙豆E

株式会社日東建材工業
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建む法の改善、省力化をめざす二

ニッケンスター製品

・K D橋 ( wトラス〕 ・L T 支柱 ( K トラス〕

・プレガーダー〔銀桁橋〕 ・鋼製山留

=・3 勿: J : : l ' 3- : -

ヒロセ
虞瀬鋼材産業株式会社

. 大 阪 本 庖

大 阪 市 西 区 新 町 2 - 20 ー 11

電 話 06( 532) 6201 ( 大代表) ⑥550

・本 社

大 阪 市 西 区 新 町 3 - 5 ー 7 ( 永光ビル)

電 話 06(532)  620 1  ( 大代表) ⑥550

・本社分室

大 阪 市 西 区 南 掘 江 2 - 6  - 1 9  

電宮古 06( 534) 1071 ( ダイヤルイン) ｾＵＵＰ＠



伊奈

デザインタイル

タイルの歴史と伝統をそのままに

選りすぐれた逸品をお届けしま主

流麗な線画で描〈アニマルモーション

野趣ただようタイルで1九

I na 

伊 奈 製 悶

大 阪 支l苫 干550 大 阪 市 西 区 新 町 1- 7- 1

T E L  06- 532-6081  

• 
大 阪 シ ョ ー ル ー ム T E L 06- 532- 4001  

日 曜 祝 日 も 営 業 し て い ま す.

当 社 パ ネ ル タ ン ク は 清 掃 等 の メ ン テ ナ ン ス 時 を 考 慮 、 し

発 売 当 初 よ り 補 強 の 為 の 内 部 引 張 り は 有 り ま せ ん 。

F . R . P 製タンク

，ゃJ L 9 : ' ?

引張り補強の無い構造でも地震 に充分耐えうる

ニとが写真の耐震実験により立証されています。

営 業 品 目

・F R P複合板パネルタンク

. F R P複合板一体形タンク( 角型・丸型)

. F R P単板一体形丸型タンク

. F R P タワータンク( 鉄塔、基礎工事共)

・F R P複合板耐熱貯湯タンク( 角型・丸型)

. F R P複合板耐熱膨張タンク( 角型・丸型)

・s u s ・鉄・アルミ 角型パネルタンク

. F R P複合板 R I 廃液貯溜槽( 鉛板遮蔽)

・F R P耐蝕機器( プラント)

. F R P ライニング工事

・その他 F R P成形品

奈良工機株式会社

本 社 工 場 干639- 22 奈良県御所市小殿161

T  E  L  07456- 6- 1855 

F A X  07456- 6- 1857 

大阪営業所 干 541 大阪市東区南久太郎町ト29

T  E  L  06- 261- 4841 

F A X  06- 261- 4842 
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スライド 立. . t ! >フロアーコンセント

日直独自の設計による

2P15A接地極付両面コンセントを開発

Ｍｅ ・ ｅ ・・ ｅ ・薗前回 ｾＺ ＭｩＮＡｩｩｉ ｾ ｬｉ ｄＮｲ .. 'lili制 E ・E ・

極性まで配慮した安全でスマー トな両面型。

スラ千ド立上り式 l  

不使用時にはプレート 内部に絡納、じゃまにならない埋め込み式、使

用時には軽〈引き上げ左に回転させればロック状態になります。

-・・・・・・・・・・・・E 諸島通1・r_iIi認E 宣幸宿直

日亜独自の安全で丈夫な設計が、多〈の皆様より、実績と信頼をい

ただいております。

風雨をシャットアウ卜する

r等気圧理論」

超高層ビルでは、雨は上から降るとは限りません。ピル風という独

特な風にあおられるなどして、横からも、時には下からも激しく降り

ます。それらをシャッ卜アウトするのが、サツ‘ ンという傘なので可九

厳し ｌ 、条件化のヒツレではたいへんｬＮ Ｇｾｌ 、水密性能が要求されま丸

不二サッシは、その高い水密性能引等るため、カ ーテ ンウオールや

サッシに「等気圧理論」を応用しています。

雨と風とが同時に作用すると、室内と室外て1ま圧力差が生じます。その

l時、すき間の一方の{) ! i Jに水があるふたとえ小さなすき間て‘ あっても、水

は! 王カの高い方から低L 、方、つまり室外から室内に佼入してしまうので‘

す。これを最も効果的に解決するには、すきまの両fJ! IJ の気圧差がなくな

るような構造にすればいL、わけで丸これが「等気圧理論」です。

「等気圧理論」の応用など、超高層ヒツレでっちかった不二サッシの技

術は、マンション用サッシをはじめ住宅用のサッシにも確実にフィード

パックされていま丸超高層ヒ‘ 〉レt同じサッシの傘が様々な建物を

風雨から守っているのです。

サッシの歴 史は不ニサッシの歴史

E 両軍事司

干103東京都中央区日本橋室町ト3( 日本橋

大栄ビル) T EL. ( 03) 279- 1611 ( 大代表)

{ 2P15A接地極付)

思日E 盆属興業株式会社

本 ヰ土 大阪市北区西天満 3 丁目 14番 12号 T 530  

TEL  06( 364)2771番( 代表)

東 京 支 底 東京都大田区東椛谷5丁目20番15号 T144 

TEL 03( 743)2295番( 代表)

名古屋営業所 名 古 屋市 熱 田 区 内 田町 316 番 地 T 456 

TEL 052(682)6446番( 代表)

福岡営業所 福 岡 市 東 区 社 領 2 丁目 23番 26号 T 812

TEL 092(611) 8958番( 代表)



- 熱源機、貯湯槽、ポンプユニ y ト類は給水圧力

により、屋上または地上にまとめて設誼する 。高

層住宅の場合は給水に合わせてゾーニングを行い、

給湯圧を調整する 。熱源機は 出力90，000 Kcal/ hの

ユニ y 卜を、負荷に応じて述絡する 。(図 2 )

給 鎗 給

渇 渇

水 (i!I )( 往 )

- - ，- - ，- - . - -

715 

H E A T S の設計3 .  

ガ

ス

率は、 15- 20%程度として設計することができる 。

・各住戸の給湯使用品には相当なばらつきがあり、

ぱらつきを吸収する意味でも、熱源を一つにまと

めることは、きわめて有効な手段となる 。

この特性は 、2. で述べる給湯使用状況の調査結

果からも明らかである 。 また省ス ペース性、建築

プラ ンの自由度の地加は、住宅が r1まから質の時

代へ」といわれる今日、多様なプランを目ざす設

計者に、大きなメ 1) γ トをもたらすものである 。

種々の条件を考慮し 、建物のグレードに合わせ

て能力を自由に設計できる HE A T S は、使用者、

設計者のニーズに合 った システムといえる 。

1 1 0  

住棟セントラル方式の

概要と設計

正男西野

- 住棟内配管はできるだけ短くなるよう設計する 。

HE A T S では、配管内の温度を維持するため常

時少量の温水を循環させでいる 。 このため配管か

らの熱損失分だけ、個別設置方式よりランニング

コストが苦IJ 高 (5 - 15 %、金額にして 800円 - 1500

円/ 月 ・住戸) になる 。配管からの熱損失は、配管

延長に比例するので、 l 本の立管から 2 住戸へ分

岐ーしたり、給湯還り管をまとめて l 系統にするな

ど、配管延長を 旦型空

短〈設計すれば ー/ ' " 塾至宝

ランニン グコス 1i U
出斗一一「

トをおさえるこ
ーー ーー ー

- _1- _1_ 1  

とができる 。 ま 斗唱，，. j μ 叫。斗。 ω。|

た、適切な保温 叶 屯 叶4 叶Q 叶唱叶。 |

材の選定、保温 ー- 一一 一 苧一一 一|

厚さも重要な要 斗<> ok， ok， 0-1。 斗<> 1

素である 。(図3) 図3 60戸の場合の経済的な配管系統

・配管材料は耐久性を考感し、ステ ンレス鋼管を

用 いる 。

6，0∞ 

後器類設置スペース図 2

HE A T S が採用されたマ ンシ ョンで、給湯使

用状況を 1 年間調査した結果を 図 1 、表 1 に示す。

〔調査 したマ ンシ ョンの規模〕

・規模 / 3 L D K - 4 L D K 中心

・給湯能力 / 16号相当 ・各住戸

・集中熱源能力 / 360，000K ca l/ h

年間平均給湯負荷2 .4Gc a l /年 ・戸は、近畿圏で得

られた他の給湯使用実績i直ともよ く一致し、標準

的な値といえる 。 また図 l から、閉じマ ンション

内でも給湯負荷のばらつきが大きいことがわかる 。

これらは、 戸別給湯 システムの場合の給湯豆、 さ

らには給水量設計データとしても使用できる 。

2  集合住宅の給湯使用状況

70戸

HE A T S には、給湯 システム (HE A T S I)、

給湯暖房 システム ( H E  A  T  S 日) 、給湯冷暖房 シ

ステム (HE AT S I D)、ソーラーヒーツと鐙富な

バリエー ションがあり、建物グレードに合わせて 、

それぞれ選択できる 。 (写 真)

信頼性、経済性をより高め、用途に最適な シス

テムを目指し、排熱回収装置やガスエ ンジン ヒー

トポンプとの組み合わせ、また負荷に応じた運転

措IJ御方式等の研究開発もすすめている 。

4 . バリ工ーション
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写真 ソーラーシステムと組み合わせたSOLAR

HEATS 

まきお 大阪ガス株式会社営業部営業設備チーム係長)

建築と 社会 / 1983年11月有

( にしの

0.0  0. 5  1.0 1.5 2. 0 2. 5 3.0  3. 5 4. 0  4. 5 

s  s  s  s  s  s  s  s  s  s  

0.5  1.0  1.5 2.0  2.5  3.0  3.5 4. 0  4.5  5.0  

( 給湯負荷 Gcal! 年 戸)

年間給湯負荷の分布平均2. 4Gcal /年. f:主戸

給湯使用量と料金

70 戸 の 平 均 最大給湯使用f主戸

給 湯 量 給 湯 伺 給 湯 量 給 湯 用

ガス料金 ガス 料 金

(111. 6Ot )  (円) (111 . ω t )  (円)

1 月 6. 5 9，400 13 .4 17，400 

2 月 5. 9 8，6∞ 9.4 12，500 

3 月 5.9  8，600 8.9  12，000 

4 月 5.0  7，000 9.5  11，600 

5 月 4. 1 5，400 8. 3 8，800 

6 月 3.3  4，200 6.5  6，400 

7 月 2.8  3，600 5.6  5，200 

8 月 2. 9 3，700 7. 3 6，300 

9 月 2. 8 3，600 5.6  5，200 

10月 3. 9 4. 800 7.6  7，900 

11月 4. 3 5，900 7.4  8，700 

12月 5. 1 7，300 9.6  12，000 

合Jr 52. 3 72，100 99. 1 114，000 

平均 4 .4111 / 月 6，000円/ 月 8.3111 / 円 9，500円/月

図 1

表 1

戸

数

/

棟

内

全

戸

数

(

%

)

集合住宅において設備、とくに厨房設備や浴室

はますます充実する傾向にある 。 これに伴い、給

湯機 絡も多くの機種が開発され、その機能向上も

著しい。 このような状況の中で、集合住宅向けの

暖房給湯システムとして、マ ンシ ョン全体の熱源

を屋上等の l ヵ所に集中して設置し、パイプで各

住戸へ給湯または暖房を行う住練セ ン トラル方式

- HE A T S ー を開発した。

HE A T S は、昭和55年以降、ファミリータイ

プの 7 ンションはもちろん、最近ではワ ンルーム

タイプのピジネスマンションや、 学生寮にも多く

採用されており、今後その普及が予想、される シス

テムで、ある 。

特長として、つぎの 4 点をあげることができる 。

①豊富な給湯量と安定した湯温。

②機器の操作 なしに、カラ ンをひねるだけで使え

る利便性。

③各住戸に機 器を設置しないため、省ス ペースで

あり、建築プランの自由度が地加する 。

④ 1 ユニ ッ ト内に 4 台の給湯器を組み込み、負荷

に応じて運転台数制御を行う高効率のマルチ型熱

源機 の採用 、予備ポンプの組み込み、全自動運転、

さらに定期保守点検制度の導入等、信頼性、安全

性の高いシステム織成。

豊富な湯量は、豪華な厨房設備や浴室をセール

スポイントにする最近の集合住宅において、今後

ますます求められる要素であり、操作性について

も使用者の大部分が主婦であることを考えれば同

様といえる 。 このため、給湯能力のより大きな機

器が必要になる 。 HE A T S はこの点、集中して

熱源を設置するのでスケールメリ ッ トが得られ、

個別設置式に 比べかなり小さい容量で、大能力の

給湯が可能になる 。 これは、集合住宅がつぎのよ

うな給湯使用特性を持 っていることによる 。

・集合住宅の給湯同時使用率は小さく、大能力で

短時使用型になればなるほど、さらに同時使用率

は小 さくなる 。 これは給湯能力が大きくても、平

均的使用量そのものはそれほど多くならないため

であり、 50戸 - 7 0戸の集合住宅の場合の同H寺使用

H E A T S の特長
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補強れんが造の話( その 2 )

補強れんが造の設計

若林 貧

1 . まえがき

前号で補強れんが造の基礎的性状について述べ

たが、本号では梓定の形式の補強れんが造を用い

た 2 - 3 階程度の低層建物の設計標準( 1) について

紹介する 。

この設計標準では、この積の構造に不慣れな設

計者にも訣りなく安全な設計ができるように、対

象をある程度限定し、細部設計に一定の制限を設

けて、簡単な計算で強度とじん性が確保できるよ

うになっている 。 その考え方や方法は、日本建築

学会編の「特殊コンクリート構造関係規準・同解

説」 中に示される「補強コンクリー卜プロ y ク造

設計士見準 - 同解説」と同じであるが、新しい実験

資料と耐震締造に関する最近のま目見を取り入れて、

上記の規準よりさらに高い耐渡性をもっ建物を指

向している 。

2 . 補強れんが造の形式と施工法

ここに設計の対象とする補強れんが造は、松本

煉瓦株式会社で製造される空洞プロ y クを用い、

施工標準に基づいて建てられる建物である 。 この

れんがプロックは、 図- 1 に示すような 300 x  150 

X 100 を基本寸法とするプロックを積み、曲げおよ

びせん断の補強筋を配置してコンクリー卜を充て

んするものである 。組積作業ではモルタルは使用

せず、モルタルの代わりに合成樹脂製の細い目地

棒を用いて 6 - 7 段積んで、これに 13mm以下の砂

利を用いた調合 1 :  2  :  3 、スランプ20- 23cm程

度のコンクリートを充てんする 。 したがってコン

図ー 1 れんがフ ロックの基本形状
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クリー卜は縦横の空洞部および目地棒より内側の

目地部に完全に充てんされる 。 (図ー 2 参照)

3 . 設計標準の概要

本設計では建物の強度とじん性を磯保するため

に、以下に述べる方針に従 って設計することにし

ている 。

( a ) 壁量

建物に水平力が加わる場合、 4皮媛の主な原因は

図- 3 に示すような壁 (A) 、壁柱 ( 8)、壁ばり ( C、

Qc/ W=0. 7の時点では、図 - 3 に示すすべての

部分でτCT= 7  kg/cn1にな っているので (aは考慮

外とし) 、そのせん断応力度を壁筋で負担できるよ

うに設計する 。すなわち、

τy=ps σy =τ。 ( 1 )

ここにわは壁筋比、 σuは鉄筋の降伏点で・ある 。こ

のようにしておけば、前号の図 - 6 (C) に示され

るように、仮にせん断破綾が生じても、じん性率

μ = L1u/ L1y はおよそ 6 程度が確保される 。

( c ) 壁柱の幽げ筋

D) などのせん断破壊や、 B 、C 、D などの曲げ Qc/ W=0. 7のせん断力係数時、すなわち た戸

破壊である 。壁体のせん断応力度は水平力 Q を図 7  kg/cn 1 が生じた状態で壁柱には 図 - 4 のような

- 3 の z- z で示すような水平の純断面積で割 っ

たもので与えられるが、既往の研究によるとこの

値がれT=7 kg/cn11こ達するとひび割れが生じてい

る。 しかし最近のわれわれの実験ではこれより溢

かに高く 20kg/cn 1 くらいである 。

設計ではこの7kg/cn 1 という値を用い、せん断力

係数Qc/ W=0. 7程度までひび割れが生じないだけ

の壁盆を確保することにした。 この値を許容応力

度時のせん断力係数で表すと、 Qal W=0. 25、 ま

た最大耐力 H寺では Qu l W=l . OI こ対応する 。すなわ

ち、弾性設計でせん断力係数0. 25、保有耐力の検

定でせん断力係数l . 0としたことに相当する 。

上記のようにわれわれの用いている壁のひび吉IJ

れ応、力度は高いが、現時点ではこれはせん断ひび

割れ、あるいはせん断破壊に対する余力と考えて

いる 。一方、後に述べるように開口部に沿 った曲

げ筋はτ CT= 7  kg/cn 1 のせん断応力度を基にして求

めているので、破壊が生ずるとすれば曲げ破壊が

生じ、そのときのせん断力係数は上述した値にな

る。破壊が曲げ破壊であるから、塑性率はきわめ

て大きく、したがって、保有水平せん断力係数は

l. 0でも最大5単位応答せん断力係数はl . 0よりかな

り大きい11立が確保される 。

なお、層せん断力が各部分に均等に分布されな

いことを考慮するための応力集中係数として a =

l . 5をイ反定している 。

上記の仮定に基づき、床荷重などを仮定すると、

たとえば 2 階建の 1 階ではE差益が23cm/ r r { 以上と

いうように求められる 。

( b ) 隻の配筋量

z- 以く口:

w  
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u  

E 二二二ヨ 1t  
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図- 4 壁体の曲げ補強筋 図- 5 腰壁、 垂れ壁、臥梁の応力
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図- 3 壁体の面内せん断破壊
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Tcr =七シ

曲げモーメン卜が生じるので、これに耐えるよう

に曲げ筋を配置する 。必要な曲げ筋の断面積α l は、

αt =0. 5t h'ps (2)  

と与えられる 。

曲げ筋が多過ぎるとせん断破壊が先行するので、

曲げ筋は必要以上に余り入れないようにする 。

( d ) 腰壁、垂れ壁、臥梁の設計

腹壁、垂れ壁、臥梁などは図 5 に示すような

応力状態にあるので、これに抵抗できるように壁

筋と曲げ筋を配置する 。はり部に生ずるせん断力

Qbの大きさは、これに接する壁柱のせん断力 Qc

から、

Qb=r y( Vcl + VCT)  / lb  (3 )  

と簡単に求められる 。 ここに VcI 、VcTI;!: 図ー 5 に

斜線を施した部分の体積である 。腹壁、垂れ墜に

は一般の墜と等量の壁筋を入れることとし、臥梁

に最低のせん断補強筋量を用いることにして、こ

れらの部材のせん断耐力の和がQb以上であればよ

いが、耐力が不足する湯合には臥梁にせん断補強

筋を追加して不足分を補う 。

腰壁、垂れ笠の上下端のノk 平鉄筋の盛も、 Qbか

らはり端のモーメントを求めることによ って容易

に得られる 。

4 . むすび

組禎造は耐震性が低いという従来の考え方を打

破して、信頼性の高い締造形式を確立するため、

筆者らは基礎的研究を行 ってきたので、ここにそ

の概要と、それらを基にして作成した設計標準に

ついて述べた。

対象としている組積造の形式や施工法から考え

て、従来のプロック造より遁かに R C造に近い性

質を持 っていることが予想され、また実験によっ

ても実証できたので、 R C造より耐震性の高い建

物を設計することが可能であり、筆者らもそれを

指向している 。

現在のところ実験的資料が不足しているため、

安全側の設計とな っている部分も多いので、これ

らは逐次改良して安全性を損なうことなく経済的

な設計に到達したいと考えている 。

この小文で補強組禎造の耐震性と信頼性の高い

耐震構造としての可能性を認識していただければ

幸いである 。

文献

( 1 ) 紙本煉瓦株式会社: 空洞レ ンガプロ y ク榊造設計標準、

1980. 6.  

( わかばや し みのる 京都大学防災研究所教綬)
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ンガ 造 で す。

本社・工場 〒725 広島県竹原市吉名町517 fr (08462)  8-0211 

大 阪 支 庖 〒550 大阪市西区安治川 1-2- ぬ まま (06) 582司 2923

東京営業所 干146 東京都大田区久ケ原3- 14- 4 fr (03)75ト5829

広島営業所 干730 広島市東区曙町5-26-1 fr (082)264- 5510 

非加硫形ブチルゴム系防水シート

ザレヲッヲ ｉｊｾ ーフ防水
今日を追求し未来を創造する

信 頼のシート防 水

新築に対する防水工事、改修における防水工事等、耐候性

に優れ、揺れや振動に抜群の効力を発燃する「非加硫ブチル

+E PT J シート防水、安心して採用されています。

・サ ンタッ クルーフ防水の特長

. シー卜相互間の接着性が良好で一体化。

・耐候性に優れ永年にわたって防水層としての機能を確保。

. 高温下でも経年によるジョイン卜部のズレが起こらない。

・柔軟で役物下地へのなじみが良い。

・繍修が簡単で、しかも確実です。

. 等圧目見気工法を採用すれば、降雨後のテ'ッキプレート下地でも

「ふくれ」を防止できます。

|  新しい仕様書が出来ました。 I

建築工事領事仕織書・周解脱 J ASS8防水工事 1981年改正版( 日本建築学会編) 非

加硫プチルゴムシート防水田r適用飽図 j . ' 橿鎮と選定 j ，' 材料 J 、r施工法 J な ど

が 鮮 述 さ れ て い ま す . 御 高 覧 下 さ い.

- ・. 'i jli!司'.jj 冒a・・m，r.. 苦 闘説 明 国 ・ ｅ 開 麺週四ＱＺＱ剛ＡＧｉＭ ｬ 肩書筑豊 苦軍 国 ＱＱ［ ，宮市 ｩｒＧｾ｟

全国サンタックJ レーフ防水工事業協同紐合

本部事務所 干564大阪府吹田市広芝町 12書 S号 早 川 ゴ ム 鮒 大 阪 営 業 所 内

早川ゴム株式会社

干720福山市松浜町2丁目 l番32号 T E L  0849 (21 )  22 1  1附

東京支l苫/ 〒 135東京都江東区佐賀 1 16 I OTEL03( 642) 9434附

営業所/ 大阪06( 高 岡31 ・名古屋052(211 )3444・福岡092(511 )3914 

. 工事名/ 神慈秀明会滋賀の神苑建役工事( 滋賀)

. 工 法/ 露 出 断 熱 防 水 工 法 押 え 屋 根 防 水

・設 計/ ミノルヤマサキ& アソシエーツ・日本E宣言十事務所・伊東建築2宣言十事務所

.元I V清 水 建 設 鮒 昭 和57年 6 月
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非加硫ゴムシート防水材

積 田 碩 ニ

1. 非加硫ゴムシートの概要

日本工業規格 J I S A  6008 r合成高分子ルーフ

イング」およびJ I S A  6008 r基布その他を積層

した合成高分子ルーフィング」に、非加l硫ゴム系

ルーフィング( 通称; 非加硫ゴム シート防水材)

として規定され、規格値性能が定められている 。

非加硫ゴムシートとは、合成ゴムを主原料とし、

これに補強剤・軟化剤などを加えて練り混ぜ、シ

ート状にした非加硫 シートである 。

主ｾ長
ストレスクラ ックなどが発生しない。

一般ゴム業界では、加硫ゴムで架橋密度の高い

網状構造が大部分である弾性ゴムが一般的に用い

られており、認識度も高い。非加l硫ゴムは建築土

木業界で通常用いられていても、その非加硫コ' ム

自体が半IJ 別し縫いと思われるため、ここに、非加

硫ゴム状態をモデル的に説明したものである 。

2 . 沿革と現在の状況

非加硫ゴム シ ート防水材料は、シート防Ｏｾ層と

して最も早〈開発、実用された。西独においてシ

ート防水工法として利用され、その製品を本邦に輸

入して使用されたのが昭和33年頃で、国鉄の土木

用防水材料として使用された。後に、建築周防水

ところで、非加硫ゴムとは、ゴムの成分の中に シートとして屋恨防水に利用されたが、施工技術

不飽和結合がないため加航することができないこと、

またはその状態のことを示すものであるが、建築

業界で用いられている場合は、加硫した合成ゴム

に特殊な加工処理を行って、加硫によってできた

分子を結んだ結合( 分子間架橋) を部分的に切断

して非加l硫と同じような状態の再生ゴムにするこ

とや、その状態にあることを非加硫という 。

の不備により失敗におわ っている 。

その後、日本において、非加硫状態で安定した

ゴム主原料や防水用シート材料に適する改良開発

による技術進歩で、現在のような非加硫ゴムシー

ト防水材が開発され、 l順次施工法の改善や種々の

補助材料を併用することにより、建築用防水 シー

トとして、露出工法、押え工法用 シート防水層と

現在、建築業界で利用されている非加硫ゴムシ して、信頼性を高め、実用化普及したものである 。

ー卜について、理解しやすいようにモデル化して 昭和45年には、 J I S A  6008 r合成高分子ルー

以下に説明する 。 フィング」が制定され、つぎに改定されたときに、

a. 非加硫ゴムシートの通常の状態 非加硫ゴム シートの種類の定義づけに「シート相

ゴム分子相E の結合した網目椛造が部分的に切

断されているので、網状構造の弾性部分と、分子

切断された塑性部分が混在している。したがって

機械的強度やゴム状弾力性が比較的小さい。 しか

しゴムの塑性部分があるので接着性は良好である 。

b. 非加硫ゴムシートが引き伸ばされた状態

7ま〉兵一て三予コピ

三三。こφ ィ デ ベP一 一 昨

下地のクラァクや外力で強制的にヲ| き伸ばされ

ると、ゴム分子間隔が大きくなり、塑性部分が多

少のズレ変形を起こす。しかし網目構造部分は弾

性回復する性質があるがその力は弱いものである 。

c. 非加硫ゴムシートの外力が開放された状態

網目構造部分は弾性回復するが、その力が弱い

ために、防水層の接合部や出関 ・入問、その他役

物廻りの防水層に無理な重みがかからない。合わ

せて、非加硫シート内部にズレ変形する塑性部分

が、外力に対するi l l . みの内部応力緩和するので、

88 姐 寮 と社会 / 1983年11 月り

互の接着性を特長とする非加硫ゴムシート」とさ

れているごとく，非加硫ゴムシート防水材は、シ

ート防水層において最も重要で基本的な性能とし

てのシート相E の援者性に優れ、信頼があること

は、広〈学識者、使用者をはじめ、利用者に認識

されているところである 。

3 . 特長

. 非加硫ゴムシート相互の接在性が良好で、 一体

化する 。

非加硫ゴムシ

ート相E を接着

する接在剤には、

シートと同質の

特殊処理したブ了ア工、 v ぃ、. _'， I ‘. 

チルゴムを主体ぃ，ヘこ' ヘソ，、 f ・

とした按- l f 剤を使用するので、接合部が同質化し、

完全に一体化する 。

接合部のみならず、シートは、下地への按在性

も良好であり、さらに非加硫ゴム防水層の表面保

護塗装の接着密着性が良〈、長年月塗装が安定し

ている特長がみる 。

. 耐候性に優れ、防水層としての機能を発探する。

特殊処理したプチルゴムを基材として、 E PTを

プレンドした非加硫ゴムシートは、露出工法( 非

歩行用) 防水層、押え工法( 歩行用) 防水層とし

て十分な耐久性を具備している 。 なお、特殊処理

したプチルゴムは、ミセル椛造のゲル分を中核と

しで熟成( 2次架橋) され、安定化している 。

したがって長年月経過しでも物理的、化学的に

安定しているので、防水層として適格であること

が、諸関係機関の調査結果から実証されている 。

. 経年による防水層のジョイント部のズレ、ハク

リが発生しない。

非加硫ゴムシート防水層では、接合部の接着性

が良好で、かつ下地との接省性も良好でバランス

がとれているため、防水層として安定している。

なお非加l硫ゴムシー卜| 坊水層は、シート内部の

害なズレ ウキなどが発生しない特長がある 。

. 非力[ 1 硫ゴムシートは柔軟で、 f宝物・下地になじ

みが良い。

建築物屋根の出入問、ドレン廻り、貫通管など

の役物の下地に、非加硫ゴムシートはなじみやす

. 防水層の補修が簡単で、かつ確実である。

非加l硫ゴムシート防水層が外的要因により不慮

の損傷を受けたとき、また、計画変更や防水層の

メンテナンスや補修する必要が発生したときなど、

シートの接着性が良好なため、簡単で確実な補修

ができる特長がある 。

4 . おわりに

適切な防水設計技術とは、防水に関しての諸条

件を調査し、防水に必要な条件設定を行って、最

も経済的なシステムを選定することであり、この

条件に立脚して、防水施工技術は、防水システム

を速やかに、かつ経済的に確実に施工することで

ある 。

これら防水施工技術に対して、幾多の特長をも

っ非加硫ゴムシートは、安定した防水層を確保す

るとともに、防水層として有用で十分な効果を発

嫁するものである 。

参考文献

建築工事標請書仕様替 J ASS 8.3  日本建築学会編

( よこた せきじ 早川ゴム株式会社技術管理室室長)
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臨時総会

21 日 4 時半 - 5 時 於北浜ビジネス会館

出席者 根回会長ほか980名( 委任状共)

議事 事務所移転に伴う資産買換え承認の件

評議
. A  

" : M 
員

臨時評議員会

21 日 41時- 4 時20分 於北浜ピジネス会館

出席者 山下正澄評議員ほか42名( 委任状共)

議事ＨＱＩ埋 Ｇ ｊｾ 2 名補選の件

12)  ' 1 } 修所移転 に関する作

理 事
ム
一
品

編集理事会

8 日 411#' 1主- 511寺下 於本会集会室

出Iff， .{3 足立副会長、機山委日長ほか 2 名

議事 (1) 本年度の編集方針

(2 ) 収支経過と目標

臨時理事会

21 日 3 時- 3 時50分 於 北 浜 ピ ジ ネ ス 会 館

出席者福田、市川正副会長ほか20名

議事 (1) 理事 2 名補選の件

(2 ) 講師派遣に関する件

(3 ) 事務所移転に関する件

(4 ) 建築工事実務講習会開催の件

(5) 建築関係団体合同忘年懇親会に関する件

(6 ) 建築 8 団体合同新年交礼会開催に関する

件

(7 ) 入退会者承認の件

(8) 報告事項

編 集 委 員
. A  

" : M 

1 月号・ 3 月号合同編集幹事会

1 日 6 時- 8 時半 於本会会議室

出席者 田中幹事ほか 5 名

議事( 1 ) 1 月号計画特集

(2)  3 月号計画特集

委員会

8 日 4 時 - 5 時半 於本会会議室

出席者償山委日長ほか 6 名

議事 (1) 9 月号「オフィス ・インテリアの変革」特

m経過報告

(2)  10月号「プレストレスト( 鉄筋) コンクリ

一卜構造」特集経過報告

(3)  11月号「第30回青年技術者」特集報告

(4)  11月号「大阪城国際文化スポー ツホール」

特集報告

(5 )  12月号「集合住宅と音」特集報告

(6)  1 月号計画特集の企画

(7)  2 月号榊造特集の企画

(8)  3 月号計画特集の企画

(9)  4 月号以降の特集企画

(10) 作品作風 ・新建築の折衝状況と新述築調

査表

札1) 表紙デザイナーについて

(12) 収支状況報告

1 月号 f21世紀への関西ー魅力あるまちっくり

を問う 」特集第 2 回編集幹事会

8 日 6 時 - 9 時半 於本会集会室

出席者 田中幹事ほか 2 名

議事( 1 ) てい談( または座談)

(2) アンケー卜

(3 ) プロジェクトの紹介

1 月号特集第 3 回編集幹事会

12日 6 時 - 8 時45分 於本会m会室

出席者 H鳥海特別幹事ほか 7 名

議事( 1 ) てい談( または座談) f21世紀への関凶

一魅力あるまちづくりを問うー」

(2) アンケー卜

(3) プロジェクト紹介

青年技術者選衡打合せ

13日 1111;1' - 511寺、|主 於本会集会室

出席者寺内委員、 110海委口

第30回青年妓術者選衡委員会

20日 211寺- 5 時 於本会集会室

出 席 者 情 山 委 Q 長ほか 7 名

青年技術者選衡打合せ

21 日 3 時- 5 時、|主 於本会集会室

出席者藤 ｪ ド ｾｮ

第 1 圏構造分科会

22日 4 時- 6 時 於本会¥R 会宅

出席者 l白紙斡 'JJ ほか 3 名

議事( 1 ) 昭和59年 2 月号構造特集の企画( 特集テ

- 7の選定)

(2)  f構造の頁 J 12月号以降のテーマと執司! . { 3

1 月号 f21世紀への関西ー魅力あるまちづくり

を問う ー」 特集第 4 回編集幹事会

26日 6 時- 8 時、ド 於本会集会主

出席者 Il n海特別幹事、問中幹 'J} ほか 4 名

J握司王 (1) 1 月号 f21世紀への関西ー魅力あるまち

づくりを問うー」特集の企画の具体化

(2 ) てい談( 座談) のその後

(3 ) アンケー卜のフレームづくり

(4 ) プロジェクトの選定

第 6 回広告企画小委員会

27日 4 時- 5 時半 於本会会議室

出席者 機山委員長ほか 3 名

議事( 1 ) 10月号「 プレストレスト( 鉄筋) コンクリ

ート榊造」特集広告収入報告

(2 )  11月号「大阪械国際文化スポーツホール」

特集広告途中経過報告

(3 )  12月号「集合住宅と音J ( 仮称) 特集広告

企画

(4) 正月号「謹賀新年挨拶」広告企画

(5 ) 作品作風 ・新建築関係報告

(6) その他

事 業 委 員

A 恥

" : M 

見学会小委員会

1 日 6 時- 8 時 於本会会議室

出席者 上出副委員長ほか 9 名

議事( 1 ) 前回の事業委員会の報告

(2)  7 月の見学会の実施報告

(3)  9 丹、 10月の企画について

は) 11月以降の企画について

(5) その他

研修分科会講師打合せ

5 日 6  H寺- 811キ45分 於本会会J義室

出 席 者 講 師 中 居 誠 之 助 氏 、 福 嶋 孝 之 氏

分 科 会 原 兄 副 委 員 長 、 奥 村 北 岡 両

幹事ほか 3 名

議事 「かしに関する研修会J ( 仮称) の企画につ

いて

見学会共催団体打合せ

6 日 4 時- 5 時半 於本会会議室

出席者 本会 - 事務所協会 ・設計段理協会各事

務局

議事 「大阪城国際文化スポーツホール」を兄る参

加申込者の調撃ほか

若い会員の集L 、小委員会

6 日 6111'1土 - 911キ 於本会会議室

出席者 山形副委員長ほか13名

議事( 1 ) 前回の事業委員会の報告

12)  58年度第 3 回、第 4 回の実施報告

(3) ; 高5 回以降の企画及び経過報告

(4 ) そのf也

広報小委員会

7 日 611寺- 7 時半 於本会会議室

出席者 原見副委員長ほか 7 名

議事 (1) i羽田の事業委員会の報告

(2 ) 第58回展示写兵実施報告

(3) 第59回以降の展示写真について

(4) 本年度の研修会の企画について

(5) その他

委員会

8 日 0 時半 - 2 時 於本会会議室

出席者 三品委員長ほか 7 名

議事( 1 ) 各小委員会の事業報告及び事業企画

(2) その他

見学会打合せ

14日 0 時半 - 2 時半 於本会会議室

出席者 上出富IJ 委只長ほか 2 名

議事 「愛知県犬山を訪ねる J ( 仮称) の企画につ

いて

若い会員の集い企画分科会

19日 6 時半 - 9 時半 於本会会議室

出 席 者 樽 本 主 査 ほ か 2 名

議事「学習シリーズ J ( 家具) の企画について

研修分科会

21 日 6 時- 9 時半 於本会会議室

出席者 原見別委只長ほか 3 名

議事( 1 ) f 集合分譲住宅における品質保証に関す

る研修会」開催について

(2) 当日のスケジュール及び担当委員

(3 ) その他

見学会打合せ

22日 O時半 - 111寺半 於本会会; 護室

出席者 (附サ ンゲツ ・成Hl 良次氏、市委nほか

2 名

議事「愛知県 ・犬山を訪ねる J ( 仮称) の企画に

ついて

若い会員の集い打合せ

29日 6 時- 7 時半 於本会会議室

出席者 ゲスト ・光成和之氏、 三宅幹事ほか1名

議事 「ラジオたんぱ放送」からの企画申出のf牛に

ついて

出 版 委 員
. A  

.，. 

13日 4 時- 5 時半 於本会会J義室

出席者 佐々木副委員長ほか 7 名

議事( 1 ) 建築技術選舎経過と企画

(2) 執筆者グループ小委員会の件

本 P95へつづ〈
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目 2番4号( 英和ピル)

電 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 底 大 阪 市 北 区 西 天 満2丁目6番8号( 堂ピ lレ5階)

電 話 大 阪( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話811-3610)

テトカッバー防水

- 防火・防煙シャッター

置ステンレスシャッター

. アルミニュームシャッター

• 防水専業の研究・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水庖です。

この防水層は ( 一層防水) 施工するだけで、防水は完壁です.

温度変化に伸びがなく、柔軟性に富み、耐酸、耐薬品性に優れ、腐蝕しません。

カ y ・叫ム構 コーパータイト 新工法

日1 / 、ー- 1) " 百7K虐i ! I

Ｏｾ＠ - f"J J ' J 、・m' オクロン防水帯 プレノテクト吹付工法

奥山化工業相舎枇

- 軽量シャッター

・クリスタルシャッター

その他特殊シャッターの製造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の24時間態勢完備

ム鈴木シャッター販売株式会社l

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 5 番 2 号 電 話 大 阪 ぷ 必 371" 1<4151- 6

北陸営業所金沢市長田町. . 番地電話金沢 い_*W1fih. 1

神戸営業所 神戸市長田区大橋
l ! I Dt l 電話神戸 0 1 611 7971 E  

。唱 1*1. . . .  '... 1・

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社: 大阪市東区両待町1 - 12 日生 ビル f t  (943)6571代 表

東 京 ・償 浜 ・慰 問 ・仙 台 ・水 戸 ・静岡 ・岡 崎 ・名 古 屋 ・富 山 ・大 津 ・京 都 ・ 神 戸 ・広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡 他全 国 主 要 都 市



空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施工

φ  練武宮 ａｌｉｾ 卦ＱＶＭ手 Ｔ
合稔ｗＱ ｃｾｌ 視を Ｔ 層、ム

本 社

大阪支社

支 底

営 業 所

東京都港区浜松田J I - 25- 7 電話 (434) 6171 (大代)

大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2 2  7  1  (代)

北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

釧 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・ 償 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・神 戸

φ  
株 式

会 社

空 調 ・衛 生

防 災 ・汚 水 処 理

大 阪 城

取締役社長 城 口

設計地工

口 研 究 所

庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京都市東山区大和大路 正面上ル電話京昔日561局4944 ( 代 )

神 戸 市 中 央 医 下 山 手 通 6 - 2  - 8 電 話 神 戸341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

- 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本 底 大阪市西区江戸掘l 丁目 911l' 25号 〒550 11Id舌 (06)441-8231 ( 大代)

本 社 東京都中央区銀座2丁目 211l' 17号 干104 電話 (03) 535-5251 ( 代表)

支 社 大阪・東京・名古屋・稲岡

支 底 札 幌 仙 台 ・ 新 潟 金 沢 天 理 岡 山 広 島 ー高松

営業所帯 広函館 ・ 貯森秋田盛岡市 Ｇｊｾ 千議 ・繍 浜 際問・盟国
ｩ ｬｬ ・ｾ山・長野・福井ー京都ー神 戸 ー 徳山 ー 絵山 高知 ー北九州

熊本・鹿児島・那覇

出 張 所 旭 川 ー 徳島 ー徳 島 長 崎

海外支庖 シンガポー ル ーホンコン

. 冷暖房. 給告非水衛生

・空気調和股傭 ・その他管工事一切の政計・施工

⑮ 斎 久 Z 業 株 式 会 社

本 ヰ土

大阪支社

支 庖

営 業 所

出 張 所

東京都千代田区大手町2- 6-2 ( 日本ピル)

電話 03- (270) ー7411 (伺

大阪市北区中之島4- 2- 38

札幌・岡山

電路 06- ( 443) 5041附

仙台・千葉・横浜 ・名古屋 ・金沢 ・四国 ・広島 ・福岡

福井・倉敷・松山・宇都宮・静岡 ・苫小牧

空 気 調 和 設 備 /  X" ' ¥ 
環 境 衛 生 地 主主

荷 役 運 織 機 械

給 排 水 ・ 衛 生 水 道 I  r-、 l

電 気 設 備 司r- ー 圃W

房 ' - ー/ 化 学 鉱 山 機 械

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 虫IS

取締役支庖長 杉 j甫 敏 郎

大阪市東区北浜 2 r 目 2 2 番 地 電路 大 阪 (202) 代表3071

本 底 東京 ・日比谷・ 三信ピ Jレ

支 庖 名古屋 ・九州 ー北海道 ・中国 ・東北・北陸・四国・シンガポール

営 業 所 倹 浜 併 問 盟 国 ・ 岡 山 金 沢 ・新潟・香港

F U T A B A Y A  D E C O R A T O R S ，L T D  

空 気 調 和 設 備

衛 生 股 備設 計 施 工

-令 三建設備工業株求書枇

大 阪 支1左 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東京都中央区日本僑釧絞町 1- 35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 峡 ・広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・横浜

。
本 社

東京本底

大阪本底

支 庖

出 張 所

多

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

1式会社 三 晃 空 調

取締役社長 粛 藤 博

大阪市北区西天満 3 丁目 13 /s' 20号 電 路 06- 363ー 1371

東京都新宿区西新宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 結 03- 344- 1911

大阪市北区西天満 3 丁目 131昏20号 電 館 06- 363ー 1371

仙 台 市 大 田T 2  r  n  2  /s' 10 H - 電話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番19号 電話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番22号 電 話0822- 47- 4535

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 結092- 761- 3795

青森・秋田・宇都宮・機浜・福井京都・神戸・松江・高松 ・下関 ・沖縄

空 間 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 濠 結

よりよき環境へ技術で挑む一一一一

株 式 会 社 精 研

社

メノテナンス部

大阪市南区瓦屋町2丁目 ll iJ!: 16号( オートセンターピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 4 丁 目 5 番 21 号

郵便番号531 電 話 大 阪 (06) 374- 0  5  7  1 代表

東京節千代田区九段南2丁目2番5号( 九段ピJレ2 - 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

大

本

名

東 京 支 庖

阪

古

支

新日本空調株式会社

底

社

大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピル)

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

東京続中央区日本僑本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 帆 東 海 村 ・ 北 陸 ・大 分

cl eanai r  

丸

02要望芸業捗烹含fさ

建 築 物 南 制 自 等 造 作 工 事 、 家 具 建 具 ・ 室 内 装 備 工 事

内 外 装 飾 織 物 ・ 窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

図圏 ニ葉屋装備工業株式会社

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 侃 ) 349- 9 1  9  3 代表

大阪府知事建築業者許可( 般- 48) 第 12064号

91 



92 

商昂は字気です。｜Ｇｾ
園 田 熱と空気のエンジニアハ」ー-

F  
大気扇士

〉ーし/ PRhms mm

空 気 調 和 ノＯ下ｾ 徹送機設備

給排水衛生 『 ζ 云F 設 計 施 工

第ーエ索株式会私

大阪支庖

大 阪 支 鹿 〒 530 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 青

本 社 〒 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 番 1 号

日 差 ・ 冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回高

設 計

{i!!: 

施 工

董拘
S 晶. .  

ー奄ー

大阪支 I高 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駁 河 台 4 丁目 2 香地

「ｦｉｉｉｉ踊惜ｾ 空 気 聞 和 政 備

股針施工

換 気 ・ 除 塵 段 備

東 洋 煎 工 . 織 豆 電 舎 経 大 幅 安 直

大 阪 市 西 区 切 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

志 社 東京事E中央区京鎗 2 丁目 9 T E L ( 562)  1 3 5 1  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工窓会社・大阪ガスイ主設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本社 : t宣傭勾

大 阪 営 業 所 大阪市北区西天満 5- 11- 12 電 06ー313- 1846

枚 方 営 業 所 枚方市甲斐回東町 9 - 3 電0720- 49- 2128

飛 鳥 野 瓦( 意匠 549771*) 1  

l 1 n7 c:. n  ｾ製造販売
渡辺式鍾勾配安定瓦 ( 実用新案登録出願中日出訂) J  

各和洋瓦全般 ・カラーベスト・モニエ Jレ瓦・セキスイカワラ U

創業67年 綜 合 施 工 卸

久保田鉄工松下電工絢・日本モニエル紛積水化学工業側富士スレート側・特約代理底

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 生 野 区 林 寺 1 丁 目 5 番 14号 0 5 4 4

電 路 06( 715) 0  2  0  1 代 表 - 5 番

営 業 所 大 阪 市 平 野 区 工 場 兵 庫 県 三 原 郡 ( 淡 路 島 )

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

35 25西原衛生工業所大阪庖

大 阪市大淀区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電E重大阪 ( 458) 3531.

支底・営業所 福岡・ 京都・天理・川西

⑨日本管工業株式会社

本 社 及 京 都 宝 庫 京 都 市 南 区 西 九 条 盛 田 町 2 0 番 地 の 1

電話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691) 1045 

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区天満ト5- 20 篭 絡 ( 06 ) 352- 3501側

三 霊 支 庖 湾 市 栄 町 2 - 1  1  1 電鱈 (0592) 26- 361附句

四 日 市 営 難 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 館 (0593) 53ー 7431側

滋 賀 営 難 所 大 海 市 中 央 2 T 目4- 28 電路 (0775) 22- 973鮒勺

(1'&' . 3舎町震厨嗣_ ，.

ｾ＠

､ｾ 電ＮＮＮＮＮＮＮＮ

③同議Z護婦茶話

活字のない印刷

⑮日本写植印刷株式会社

代 表 取 締 役 神 田 都 義

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計・施工・監理

⑫ 山 田Z 損 積 書 室 紅

本 社 大阪市西区京町堀 1 - 6 - 8 包括 06(443) 8161 ( 大代表)

(環I貫袋遣事業部専用) 電話 06(447) 0831 ( 代表)

分析セン 9 一 大阪市淀川区三冷屋市トト35 電話 06(308) 1491 

支 庖 東 京 名 古 屋 稲 岡

営 業 所 京都 ・神戸・綬齢・広島・高松 ・怯山

文 化 庁 ・ 宮 内 庁 ・ 各 府 県 庁

星要文化高 社 寺 ・ 天 理 教 教 会 本 部

御 用 達

G m孟宇工業所

代表取締役 小 林 麻 造

〒630 奈 良 市 西 新 在 家 町 17 番 地

電 話 奈 良 ( 0742) 26ー 2 9 0 1 番( 代表)



電 気 股 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

朝

電 気 ・ 言 十 装 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 績 式 会 紅6逮
社

ム一

A
式電陽

士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 (385) 1361(代)

大阪営業所 T E L 大阪06(385) 1361 ( 代) 京都営業所 T E L 京都075(311) 1185(代)

東京営業所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡ω2(771) 6  1  6  8  

貧本山代表取締役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 販 懇 ビ ル T E L 0 6- 313- I I OI

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・ 天 理

大 阪 南 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原菜取締役社長

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

電 気 工 事 設 計 施 工

社輿
一
一
一

株 式 会 社

大 阪 支 社 長

大阪市東区高' 軍備五丁目二八番地 電話大阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 本L 続 ・仙 台 ・丸 / 内 ・名 古 屋 ・ 偏 岡

営業所・出張所全国主要都市20ヶ所

ネ土

腐

本

支

出 張 所

限 り な き ク リ ー ン に 銚 戦す る ゲ

電 気 段 備 ・ ク リ ー ン ル ー ム ・ 冷E量房置宣備

給排水衛生段僧 ・富十猿制御段傭・立体 自動倉庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 場

般 Z十 施 工

ー- r " - o 巨日，J U 品畳=1=- 1' 、・ .. 1..1. 

=エヨ5 司呈' 環宥車エL 主主 ... 工

取 締 役 社 長 嘉 納 f云 三

〒530 ) ( 阪市北区西天満 2 - 6 - 8 ( 堂ピル) T E L  06(364) 1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

干 105 東 京 師 港 区 新 婿2- 16(ニュー析崎 ピル) T E L  03(504) 0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

干462 名 古 風 市 北 区 金 雄 三 丁 目 12- 14 T E L  052(991)  5  1  3  1  

干657 神 戸 市 讃 区 結 思 中 町1-2-9( エピスピル) T E L  078(881)  5  5  7  1  

&  

総合般備工事〈般書十・結行〉

建 祭 ・電気・アンテナ・送電線 ・プ ラ ン ト .I t 善幸・空間 ・土 木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

取締役会長 小 林 四 郎

取締役社長 代 谷 正 元

社

本 社

東 京 宝 庫

名 古 屋 主 底

神 戸 宝 庫

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  06)  452- 1151  (大代 )

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

本土本

事業所

電気・計装・空間工事設計施工

T ' " i 7 ト・貫工;.J 三J二 戸J レヲ車検式& D

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 T  f-I I 番 3 号

T E し 06- 364- 3056 ( 代)

東京・神戸・広島・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 銚 ・ 苦 小 牧 ・浜 松 ・滋 賀

京都・高砂・三原・徳山 ・松山・新居浜・福岡・沖縄

取 締 役 社 長

事土

支 l苫

事業所

A  

本

特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

一一一一・褒楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

ｾｉ 司Ｈ稼Ｉ踊 Ｙ ヨコ ｑｄ ＺＲ

渇

一

二

工

第

第

a  
w  

各種障害撤去・砂磯層穿孔撤去・玉石層穿孔撤去

・岩盤層穿孔撤去・鉄筋、鉄骨コンク

リート穿孔撤去・杭引抜き及び撤去

菱 備 基 礎

豊 中 市 宝 山 田T22 番 44 号 干560 電話 ( 06) 841- 7121- 3  

豊中市利倉東1丁目 16番5号 〒561 111;話 ( 06) 863- 0207 ( 代)

代 表 取 締 役 士 平 井 大

大 阪 市 北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 甥 ・ 福 山

Standard 

フ タ パナニワ緩匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

匝

市

揖

遺

区

元
一

町

一

丁

目

七

同

二

電

画

制

九

O

六

五

奉 仕 感 謝 の 庸

タ イ ル 工 事 施 工

:1 '11 湾 京 零 歳 怠⑪ 

株式会社

93 

本社

工場

全土 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33( 叙本町バス停前)

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 ・550

天理営難所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

司匡



特殊壁装材製造販売和室に最適

一一一一・緊楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

岡田ペーパー株式会社

t1la(株) 踊0ヨコ! ]C:2
。大阪市西区北堀江 2 丁目 5 番20号

T  E  L  06- 531 - 4601附

ＰＶ Ｍ ＵＴＱＭＲＳＰｾ 附 Ｉ

94 

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗布防本 シート防水・モルタル防ボ

・樹脂注入簸着工法 各種樹脂注入桜丘怖修工事

・ 亀 裂 繍 修 工 事 各種樹脂注入・充填・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン・チオコール・ウレタン ・アクリ Jレ

・吹 付 工 事 アクリル・リシン・弾性タイ Jレ・その他

。建 設 業 許 可 大阪府知事J午可( 般ー53) 第51225号

。日本シーリング工事業協会々員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 2  1  /.j.ι 、品. : : 1: . D 事・ ....... ・主主主

r u . . 和地所扇町ピル 201 s  1.f'2:: I  ［Ｎｲｾ司ＧＯＭｲＮｲ τＷ Ｔｊｔｬ

T E L  0 6( 3 15 ) 070 1  、r ・γ • -.，. "'-・・ 4 唖 _ r # ・

ョーニ.I 0 C S A T.，ニ. .OI!:I-，ニ.. 1-

セキサンパイル (s M.AC. PC. R C)  

カネライトフォーム. AL C.鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代表取締役; 賓岡 浩

本 社 〒 629- 31 京郎府竹野i I 1 I 網n 町 下 網 野

T  E  L  ( 0772"1) 2 - 2 2 2 0  ( 代)

舞 踊 営 業 所 〒 624 舞 鶴 市 福 米 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  76 - 0133( 代 )

フロアーサンデイングシステム関連商品

研 磨 材 料 & 研 磨 機 器

布紙ペーパー& ジスクペーパー

本 社 / 東 京 都 港 区 六 タ ホ 3 - 16 - 2 6 ・03- 582- 8811

大 阪 治 議 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・06- 20宮- 3294

⑤ Ｎｮ｟ ｜｜ｩｾＭ 鴨代の断熱用シｾ人
1るラーー' w fみ

目n/"，イナ11ーシート P
日立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，二重精進の断熱' 雇用二重防水シートです。

自豆電線株式曾祉制問咽闘訓汀目 ＱＱＱＲｾ Ｈ 干代田ピルＩ

デンカC S Aファミリー製品

.7.，ニJ nCSA. … ・… … … … … … … ・… コンクリートのひびわれ防止に

( 膨張性混和材)

.7.，二J n弓ヌヨニJ … … … … … … … ・… 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウト用無収縮材)

・子二 ｊｮ 司 ｆ Ｚｊーデ吻 ｉｊｾＮ …………・…コンクリート躯体の漏水補修に
( 止水 ・補修用急硬セメント)

.  =r.:，.，n  E S  . … … … … … … ・… … … … 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

.=r.，ニJ nI I OOO・…・……. ..・ H ・- ……コンクリー卜パイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

; ; トーコー/ 本社

T E L 滋賀・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  



27日 2 時 - 4 時 於 大 阪 建 築 士 事 務 所 協 会

出席者 5 団体事務局代表

議事( 1 ) 忘年懇親会について

(2) 新年交礼会について

. A.  

ｾ＠
. A.  

ロ
団 体 打5  築建

2時 - 4 時 於日本建築士会連合会

谷委員長ほか構成団体委員 建設省春

川氏

建築業務基準について( 継続)

建 築 業 務 基 準 委 員 会

;簸司王

29 日

出席者

14 日 4 時 - 5 時半 於本会会議室

出 席 者 牧 田 委n長ほか 10名

材料説明 大型美術陶板

説明者 大塚オーミ陶業(附

議事( 1 ) 今後のメイ ンテ ーマ

(2) 今後の新建材紹介コーナー

(3 ) 見学会の打ち合わせ

. A.  

ｾ＠員委

*  P89のr 月間的動量 J よりつづく

材

(3) その他

建

{ 敬材、略)

山
陣

夫

聞

叫

舵

相

正

興

大阪嫌ホールの見学スナ ップ3 点

m
藤

元

己

内

問

工

杉

辰

山

の 入 会 者

弘

叩

刀

承

進

強

保

安

月9  . A.  

ｾ＠

見

員

20日 6 時 - 7 時半 於本会会議室

出席者 高田、小山両委員

殺 事 住 宅 委 員会の今後の活動について

大阪の新しいピ ックホール

“ 大阪城国際文化スポーツホール" を見る

13日 l 時半 - 4 時 於大阪城公園内

参加者 81名( 本会のみ)

設 計 監 理 株 式 会 社 日 建 設 計

建築施工 大成建設 ・松村組共同企業体

. A.  

ｾ＠

委

-十

宅f主

於大阪グランドホテル

朝食会

13日 8 時- 911寺半

出席者 72名

当日は、関西学院大学教授、船本弘毅氏より

「心の笠かさを求めて」と題したお話を伺 った。

ブフク築建

同じ失敗を繰り返さない ために

登失敗の実例に
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8 5 ・113頁

建 築 構 造 計 算 資 料 集

(全 8 巻) 中 川 j享 編 著

1巻 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 禍 造 編 1) 85 ・240贋 定 価3 ，800円

2巻 鉄 筋 コン クリ ート情造 綱 引 品切れ

3巻 鋼 禍 造 編( 1) 85 ・225頁 定価 3 ，200円

4巻 鋼 情 造 編( 2) 85 ・256頁 定 価3 ，500円

5巻鉄骨鉄筋コンクリート情造編 85 ・208頁 定 価3 ，200円

6巻 基 礎 備 選 編 85 ・249買 定価 3 ，8∞ 円

P

C

地

中

壁

の

地

下

耐

震

壁

と

し

て

の

利

用

|

|

地

下

外

壁

の

構

築

法

と

設

計

概

要

i

l

i

-

-

;

:

;

武

田

寿

一

が

外

断

熱

構

法

の

現

状

と

技

術

開

発

u

i
現

状

1

;

l

i

l

i

a

-

-

:

渡

辺

一

正

ほ

か

-

断

熱

材

打

込

工

法

J

E

B

-

-

J

I

P

B

i

l

l

i

-

-

1

1

1

;

l

o

l

l

i

-

-

-

j

o

l

-

-

:

島

田

ミ

一
-

パ

ッ

シ

ブ

ソ

ー

ラ

ー

の

シ

ス

テ

ム

と

デ

ザ

イ

ン

は

一

ー

ー

そ

の

実

例

一

圏

内

編

I

l

i

-

-

:

:

l

i

l

i

-

-

-

j

i

-

-

加

藤

義

失

点

目

一
・

非

構

造

部

材

の

耐

震

安

全

性

を

ど

う

考

え

る

か

リ

一

|

|

実

大

建

物

に

よ

る

耐

震

実

験

の

結

果

か

ら

I

l

e

-

-

:

:

伊

藤

号

一
・

研

究

施

設

の

計

画

と

設

計

州

o

i

l

i

-

-

-
a

l

a

-

-

j

o

l

l

i

-

-

中

島

月

一
・

建

築

技

術

者

の

た

め

の

わ

か

る

電

気

川

M

i

l

i

-

-

o

l

-

-

弁

上

ロ

一
・

構

造

物

の

動

的

解

析

側

J

i

l

l

'

一
・

構

造

計

算

デ

ー

タ

シ

l

卜

側

i

l

l

-
-

う

っ

か

り

間

違

え

る

構

造

力

学

引

ー

タ

イ

パ

|

付

山

形

ラ

ー

メ

ン

弓

3O

 

M

川

八

郎弘衛博
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〔個人会員16名〕

井 川 手IJ 夫 岩本

岡田忠、犬 上線

九 里 知 彦 杉里F

曽 我 幸 夫 問中

渡海紀三郎l 松Jr;

山悶 治
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民4112127t l BI レヲ J l J 9J l

錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い /

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L )  

・オリエンタルサンセラム( 5  5  )  

波 板 規 格 S 小波・ S 大波・ V 波 ・ ボ ッ ク ス 波 ・ W ジ ャ ン ポ 波 ・ V デ ッ キ

sv ジ ャ ン ポ 波 ・ 其 の 他

用 途 平 額 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター- ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

運勢市 IJ I !J 9J 乱暴9J l 製造揖式会祖

大 阪 本 社

営 業 本 部

支 庖 及 工 場

東 京 本 社 及 工 場

支 庖 及 工 窃

〒 660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 ー 26 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 (06)412ー 5131 (代)

〒 660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 聞 44 電 話 大 阪 (06)488- 1081(代)

大 阪 ・ 九 州 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 東 条 ・刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業 . 株 )

〒 335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 ( 0484) 42- 3115(代)

東 北

ｅｾ 忍ヨ構造認定Ｈ防火第 ＴＰＴ 号Ｉ

モルタルクラックが大幅に減少 左官作業の近代化

工期の短縮が図れる左官用高級スタッコ

シンコ白宙開l

地震に強い家をつくるモルタル下地合板

V E亙ヲZ 7I - yト

。

一 発で特殊「白モルタル」スタッコ仕上

ヌ ｾＯ｜Ｍ ローヲー
⑧ 側 新 興 建 材 工 業 所

地震芸 総合天井システム法問委.

耐震・耐火そして経量化を跨る総合天井システム、J ライン工法い、ALTS工法、は当社強自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製 ｔＯｾ ーを建物のモジュール ｬ こ配列し、天井仕上げ材と一体化し

だシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの般備ゾーンとの組み合せ、さらlこ

間仕切、ブラインドBOX怠どの取り付けも可能| こした多機能を跨っております。 ( PAT. 6件)

奥村重兵衛株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 香 ア 号 干530 ・箆(06) 312- 4131聞

東 京 東 京 都 港 区 新 情4丁目洩昏第29森 ピ ル 〒105 電 信(03) 437- 3361附

禍 岡 福 岡 市 縛 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号 干812 ・笛( 092) 291- 045鋭問

名 古 屋 名 古 屋 市 西 区 骨 量 町 2 丁 目 守 番6 雪 〒451 電 信( 052) 522- 543附句

仙 台 仙 台 市 本 町2丁 目1番 8号 篤1広 瀬 ピ ル 〒980 ・笛(0222) 65- 656a匂

沖 縄 沖 縄 県 那 覇 市 霊 川 1 1 9番 池 干900 ・笛( 0988) 53- 685α 仰

96 



光公害をシャツト

ENVI ROLI  

エ キ サイ トし た ゲー ムでも、 昔 は そ れ

ま で で あ っ た 。 し か し 、 い ま の 若 者 は

口 を そ ろ え て 抗 議 す る 。r E NV I RO LI  

- GHT  II カf あるそ勺

光 を 最 大 限 に 利 用 、 エ ネ ル ギ ー 効率

を 高 め る と 同 時 に 、 低 セ ッ ト型 で 光 公

害 を最 小 限 に と ど め る よ う に 設 計 グ

の歴史を変えた. ノ

DecoTurf" II 
1978年 か ら U S オー プ ン が 行 わ れ る

よ う に な っ た ニ ュ ー ヨー ク の フ ラ ッ シ

ングメ ドウ の US T A( 全 米 テ ニ ス 協 会 )

ナ シ ョナル テ ニ ス セ ン タ ー の コー ト36

面 す べ て に 採 用 さ れ 、 テ ニ ス コート の

歴 史 を 変 え た と ま で い わ れ る 全 天 候 型

の デ コ タ ー フ 11 。 四 季 を 通 じ て 快 適 に

プ レ ー できると、

勝負する紡湿床材

FLI NTI(OT E@  

耐久性、 耐 摩 性 、 ま た す べ り 抵 抗 性

や 亀 裂 が で き て も 使 用 中 に 元 通 り に な

る 復 元 性 、 粘着 性 を 評 価 さ れ 、 倉 庫 や

工 場 、 駐 車 場 に も 使 わ れ て い る だ け で

な く 、 不 燃 性 を 買 わ れ て ガ ス 工 場 や 爆

薬 工 場 の 床 に も 使 用 さ れ て い ま す 。

さ ら に 、 完 全 無毒 無 臭 であるため、

各 種 食 品 工 場 、 貯 蔵 庫 に も 進 出 グ

都己Ｚｴ ｊｌ 厄 ｾｉ 文服喪実珊建材施設部門
本 社 〒530 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 | 丁目 2 番 6 号 ( 新大ピル 9 階) n  (06)343- 0441 

大阪本部 干552 大 阪 市 港 区 南 市 岡 | 丁 目 11 - 11 合 ( 06) 584- 0681

東 京 〒 104 東京都中央区京橋 2 丁目 9 番 2 号 ( 等 | ぬり 彦ビル) n  (03)  562- 4676 

福 岡 〒810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 | 丁 目 | 番 5 号 ( 舞鶴 ビル ) 企 (092)72 1- 6640
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り部から空気抜きを行う、もっとも優れた空気抜きシ
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三星ベーパス は、防水層の立

ステムです。

露出防水におけるふくれ防止に取組んで与た田島ルーフィング、が、画期的な

く絶縁工法一部分接着工法〉 を開発、さらに露出防水機能を一段と高める空

き材 〈三-星ベーパス〉 を登場させました。

| パリボード工法+ 三星べーパス I I部分接着工法+ 三星ベーパス|

と併用すれば、理想的な空気抜きシステムが完成します。

露出防水の機能を高める、空気抜き材料
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